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国民体育大会マーク
昭和22年に国民体育大会のシンボルとして制定

され、第 2回大会から使用されることになった。

30度右傾斜の赤色の火炎を直径の10分の 1幅の

紺青色の円帯で囲んである。

アマチュア・スポーツマンのあり方
(「日本体育協会スポーツ憲章」抜粋)

○ スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。
○ 競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、フェア
プレーに終始する。

○ 常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。
○ スポーツを行うことによって、自らの物質的利益を求めない。
○ スポーツによって得た名声を、自ら利用しない。

三原リージョンプラザ

競 技 会 場



第51回 国民体育大会秋季大会バドミントン競技

要奪 督  ‐  選 手 変 更  に ■ ―p い  マ
=

(1)監 督 変 更

(2)選 手 変 更

都 道 府 県 名 種 ′;J 参 加 申込 監 督 変 更 監 督 名

レ
し
４
＝ 海 道 少 年 男 子 井  ロ ー 司

エ ン ドウヨシオ

遠 藤 好 男

埼  玉  県 成 年 男 子 阿 部 英 夫

ォ ォ タ カ フ ミオ

大 高 史 夫

都 道 府 県 名 種 ,;J 参 加 申込 選 手 変 更 選 手 名

宮  城  県 成 年 男 子 関 根 靖 則

ウエタキケンジ

上 滝 賢 二

宮  城  県 少 年 女 子 貴 田   愛

カ マ タ リ ョ ウ

鎌  田   良

佐  賀  県 成 年 女 子 高 橋 真 理 子

アイカワミユキ

相 川 三 由 紀

7中 縄 県 成 年 女 子 具 志 川 小 巻

ナガ ミネ トモコ

長 嶺 朋 子

滋  賀  県 少 年 男 子 森 本 兼 行

フ カ ダ カ ズ ヒ コ

深  田 和  彦



第51回国民体育大会シンボルマーク0テーマ0スローガン0マスコット

大空で翼を広げた「ハト」は、地球に見立てた国

体マークとともに、「国際平和への誓い」を表現して

います。また、花が咲いたように、はばたいている

姿は、21世紀に向けて躍動する広島の姿を象徴して

います。

スローガン いのちいつぱい、咲きんさいノ

平成 8年に広島県で開催される第51回国民体育大会。今、この大会に集う全

国の友と県民が。平和への誓いを胸に、共に力を合わせて、輝く未来への扉を

開けよう。

全国から広島に集い、生命の躍動を力いつぱい表現する選手たちを、県民挙

げて広島らしく応援する。そして、この大会を通じて生まれる感動を基に、友

情と連帯の花を咲かせよう。

広島県の木「もみじ」の重なり合うさまは、ス回

―ガン「いのちいっぱい、咲きんさい」をイメージ

しています。また、躍動する選手の胸のHは広島の

頭文字や、もてなしの心「ホスピタリティー」を表

現しています。明るく親しみやすい「咲ちゃん」は

友情と連帯の輪を全国に広げてくれるでしょう。

シンボルマーク

マ ス コ ッ ト
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甲H暉1け ゃ っさ踊
今か ら 430年 前の永禄 10年 (1567年 ),戦 国時代の智将とうたわれた

小早川隆景が,瀬戸内の水軍を統率するために海,陸 ,交通の要地である備後の

国三原の湾内に浮かぶ小島をつないで海城を築きました。これにより,三原城は

別名 「浮城」ともいわれています。

や っさ踊 りはその完成を祝って老若男女を問わず,三味線,太鼓,鉦 などを打

ちならし,祝 い酒に酔って思い思いの歌を□ずさみ踊 り出たのが始まりとされ ,

それ以来三原では,大衆の中で祝い事は「やっさに始まり,や っさに終わる」習

わ しになったと伝えられております。

歌詞は時代 とともに変化 しておりますが,囃子ことばが「やっさ 。やっさ」と

声をかけることか ら,い つかこの踊りを「やっさ踊 り」と呼ぶようになりました。

近年やっさ踊 りは,新聞,テ レビ,ラ ジオあるいはレコー ドで紹介されたり,

日本万国博覧会に出演 し,近県他都市からの出演依頼 も相次いで,今や全国的に

知 られる「やっさ踊 りJと なってきています。

また,ア メリカ建国 200年 祭,ハ ワイ最大の祭りであります 「アロハ・ウィ
ーク」の花のパ レー ドに出演 し,国 際観光にも一役を担っております。

そ して,毎年 8月 の第 2日 曜日を含む前 3日 間,「 三原やっさ祭り」が開催さ

れますが,今 や中回路を代表する夏祭 りとして毎年 1万人の踊 り手が参加 し,
やっさ祭 りのメインイベ ントとして踊り継がれ, 30数万人の人手で賑わってお

ります。
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財団法人 日本 バ ド ミ ン トン協 会

会 長 桜 内 義 雄

海と緑に囲まれた瀬戸内の方、れあいの街

三原市において、第 51回国民体育大会バド

ミントン競技会を開催いたしますことは、誠

に喜ばしい限りであります。

バ ドミントン競技は、今や世界のスポーツ

として大きく発展を遂げております。しかし

世界に目を向けた時、我が国の競技レベルは非常に厳しいものがあります。

本大会に参加の選手諸君は、郷上の名誉と期待を賭けて競技に臨まれることとなります

が、日頃の鍛練の成果を遺憾なく発揮し、本大会を契機に益々精進され、我が国の代表と

して世界で大きく活躍できる選手になられることを切に願うものであります。

終わりに、本大会『ひろしま国体』の開催にあたり、準備万端お世話をくださいました

広島県並びに三原市の関係者及び地元協会の各位に対し、心よりお礼申し上げ、あいさつ

といたします。
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歓 迎 の こ と ば

第51回国民体育大会広島県実行委員会会長

広島県矢口事 藤 田 雄 山

全国各地から多数の選手 0監督の皆様をお

迎えし、広島県において、第 51回国民体育

大会秋季大会を開催できますことは、この上

ない喜びであります。広島県民を代表いたし

まして、皆様の御来県を心から歓迎申し上げ

ます。

「ひろしま国体」は、「いのちいっぱい、咲きんさい !」 のスローガンのもとに、国際

平和への誓いを込め、友情と連帯の輪を全国に広げようと県民総参加で開催準備を進めて

まいりました。

戦後 50年を経過し、新たな半世紀への出発の年に当たる本年、第 51回国民体育大会

が、ここ広島で開催されますことは、誠に意義深く、私たちは、この大会を通して、被爆

の廃虚から見事に復興した広島を全国の大会参加者に見ていただき、平和の尊さを実感で

きる大会にしていきたいと思っております。

参加されます選手の皆様には、日ごろ鍛えられた力と技を存分に発揮されまして、郷土

の声援に応えていただきたいと思います。

また、本県は「日本で一番住みやすい生活県」をめざし、住んで良かったと実感できる

「郷土ひろしまづくり」に取り組んでおります。

全国から御参加の皆様には、是非この機会に広島の文化や豊かな自然に接していただき

県民との交流を深め、この「ひろしま国体」がいつまでも心に残る大会となりますよう念

願して止みません。

終わりに、本大会の開催に当たり、関係の皆様から寄せられました多大の御支援と御協

力に深く感謝申し上げまして、歓迎のことばといたします。

-3-

:頴

ヽ_.‐ .



歓 迎 の こ と ば

第51回 国民体育大会三原市実行委員会会長

三原市長 山 本 清 治

全国各地から多くの選手・監督並びに役員

の皆さんをお迎えし、ここ「やっさのまち」

三原市で、「第 51回国民体育大会バ ドミン

トン競技会」を盛大に開催できますことは、

8万 3千市民にとって、このうえない喜びで

あり、心から歓迎申し上げます。

本大会への出場を目指し、厳しい予選を勝ち抜いて来られた選手の皆さん、郷土の期待

と栄光のため、「いのちいっぱい、咲きんさい !」 のスローガンのもと、日頃の練習の成

果を充分発揮されるとともに、この大会において友情と親睦の輪が、より大きく拡がるこ

とを期待しています。

三原市は古くから瀬戸内海の豊かな幸と自然に恵まれ、海陸の交通の要衝にある商工業

都市として歴史を重ねてまいりました。

全国から参加された選手の皆さん、この機会に市内を散策していただき、市民とのも、れ

あいを通して、三原の思い出をたくさんお持ち帰りいただければ幸いです。

終わりに、本大会の開催にあたり、今日まで多大なご支援とご協力をいただきました方

々に対し、心から感謝を申し上げ、歓迎のことばといたします。
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歓 迎 の こ と ば

広 島 県 バ ド ミ ン

会 長  林
ト ン 協 会

正  夫

全国各地からトップレベルの監督・選手の

皆様と多くの役員の方々を、海と緑に囲まれ

た三原市にお迎えして、第 51回国民体育大

会バドミントン競技会を開催できますことは

このうえない喜びであり、心より歓迎申し上

げます。

広島県における国民体育大会の開催は、第 6回大会以来、 2巡目の大会となり、開催地

三原市をはじめ本県協会関係者が、総力を挙げて諸準備を進め、今日を迎えることができ

ました。

全国から参加されました監督・選手の皆様、どうか郷土の期待と栄光のため、日頃鍛練

されました技と力を、豊かな自然と人情味ある備後の地で十分に発揮され、「いのちいっ

ぱい、咲きんさい !」 のスローガンのもと、立派な花を咲かせていただき、バドミントン

競技力の一層の向上と普及発展に貢献されますよう期待して止みません。

最後になりましたが、本大会の開催にあたり今日まで多大のご支援とご協力を賜りまし

た、財団法人日本バ ドミントン協会をはじめ、地元三原市、並びに関係諸団体各位に対し

て衷心より感謝とお礼を申し上げ、歓迎のことばといたします。
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天 皇 杯 皇 后 杯

国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

第 1条 天皇杯は、男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は、女子総合成績第 1位の都道府県に授与
する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。
第 2条 天皇杯及び皇后杯は、秋季大会閉会式に授与 し、次回冬季大会最初の競技会開会式において返
還する。

第 3条 天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。
(1)信託会社又は確実な金庫に保管する。

(2)破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする。

(3)財団法人日本体育協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必要によリー時返還を求め

た場合は、これに応じなければならない。

附則 本規程は昭和41年 4月 1日 制定
昭和45年 1月 22日一部改訂

昭和48年 7月 10日一部改訂

昭和54年 5月 9日一部改訂
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大会会長 トロフィー

国民体育大会会長 トロフィー授与規程

第 1条 国民体育大会会長 トロフィー (「以下「大会会長 トロフィー」という。)は、各正式競技男女総

合成績第 1位の都道府県に授与する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

第 2条 大会会長 トロフィーは、競技会表彰式に授与し、次回大会開始式において返還する。

第 3条 大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

(1)責任をもって保管する。

け)破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。

G)優勝の刻印を次国大会までに行うものとする。ただし、第 1条第 2項の場合は、当該都道府

県で協議して決めるものとする。

に)財団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合は、これに応じなければならない。

附則 本規程は昭和41年 4月 1日制定

昭和45年 1月 22日一部改訂

昭和48年 7月 10日一部改訂

昭和54年 5月 9日一部改訂
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【名誉会長】 広

並肌

島

技  会 役 口員

〈
〓
ｒ
Ｌ 長】  側 日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長

【副会長】  側 日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 副 会 長
則 日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 副 会 長

団 日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 副 会 長

広 島 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長

三 原 市 体 育 協 会 会 長

第 51回 国民体育大会三原市実行委員会事務局長

【顧 間 】

長市原 山 本 清 治

桜 内 義 雄

生

一

輔

夫

人

春

開

清

民

正

治

孝

口
　
田

貫

　

　

田

間

山

戸

綿

林

羽

笠

石 渡 俊 一

沓 掛 哲 男

内 藤  健

渡 辺 秀 央

菅 原 周 一

手 塚 克 彦

玉 手  庸

長 浦 音 吉

塩 川  甫

栗本 藤四郎

藤 田 庸 右

石 田 祥 史

結 城 健 輔

松 本 孝 一

田 名  弘

天 野 辰 雄

川 端 昇 市

勝 丸 博 行

多 森 好 一

行 武 郁 子

岩 崎 純 三

倉 田 寛 之

林  義 郎

地 崎 昭 宇

斉 藤 隆 夫

日 野 貞 夫

大 山  茂

清水 規矩雄

後 藤  淳

田中 田鶴子

石 田 真 敏

池 上  任

四 島  司

近 藤  稔

柳 川 覚 治

内 藤 文 夫

小 宮 淳 宏

橋 本 角 市

築 地 輝 雄

谷 口 富 一
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奥 田 敬 和

嶋 崎  均

森  喜 朗

清 藤 六 郎

板 垣 隆 房

大須田 良作

原  二 三 雄

岡 田 尚 壮

野 呂 昭 彦

三 宅 祐 司

今 村 時 男

西 谷  功

小 原 嘉 文

新 城 敏 晴

鯨 岡 兵 輔

伊 達 玄 仁

高 倉 正 治

中 本 和 成

平 山 紀 昭

岡 本 純 祥

北 口  博

関 谷 勝 嗣

山崎 武二郎

佐々木 洋平

佐 藤  信

高 橋 重 夫

吉 川 芳 男

大 永 武 二

大 竹 健 司

今 井 鎮 雄

成 相 安 信

俊 成  薫

久 間 章 生

松 本  忠

大世古 吉弘

宮 澤 宏 之

松 崎 一 夫

松 本 裕 之

白 須  均

【参 与 】



【参 与 】

【委員長】

【副委員長】

【委 員 】

天 満 祥 典

分 野 達 見

保 道  勝

七 川 義 明

仁ノ岡 範之

山 下 佳 伸

貞 時 弘 治

守 安 博 幸

村 山 幸 雄

北  義 一

千 葉 健 夫

藤 本  滋

岡 本  甫

寺 田 通 夫

坂 本 孝 典

坂 田 和 子

福 田 信 男

村 上 恭 一

柏 原  晃

河 野 昭 文

志田原 友逸

土 井 淑 子

熊 谷 文 昭

山 下 圭 司

清 石 隆 治

中 本 正 治

向 井 博 司

久 保 田貴 大

真 嶋  智

山 下 栄 一

岡 埼 敏 彦

力 田 忠 七

小 池 哲 馬

松 浦 正 彦

勝 村 篤 博

立 石  賓

奥 田 員 徹

小 西 員 人

下 西 勝 彦

守 岡 辰 巳

儀 合  勝

宮 原 幸 司

井 上 五 郎

金 子  忍

関 根 義 雄

浜 中  勉

加 藤 三 夫

賀 谷 正 志

岡 本  久

下 岡 丈 次

下 森  英

仁 井 博 文

中 村 忠 一

今 田 敏 枝

佐々木 孝行

岡 本  明

山 田 義 孝

澤 井 清 子

原 田 正 登

福 田  巌

沼 田 宗 行

中 谷 省 造

榎  修 司

花田 喜代子

高 下 正 則

寺 田 元 子

村 上 徹 郎

葛 西  脩

西 広 忠 章

頼  桂 三

安 倍 淳 美

引 地 和 之

宝 田 義 則

神 沢  暁

竹 林 克 彦

藤 原 和 文

福 田  武

住 好 健 司

田 上 義 美

後 藤  茂

加 藤 寧 士

森 政 和 弘

橘 高 一 勝

佳  泰 子

山 田 啓 樹

寺 田 晴 一

入 田谷 貞宏

神 野 忠 通

是 竹 早 二

武 藤 裕 亮

中 原 住 人

安 永 政 男

団 日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 理 事

三 原 市 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長

第51回国民体育大会三原市実行委員会事務局次長

池 田 昌 道

小 飼 栄 一

遠 井 稔 男

油 井 秀 男

多 田 稔 和

米 山 文 章

青 木 義 和

新 堀 稔 文

岩 本  誠

舘 野 正 子

黒 田 康 也

中 前 好 雄

万 代 充 史

掛 本 廣 太郎

小 野  恵

渡 部 桃 三

坂 井 武 志

有 田 俊 之

谷 岡  隆

大 畦 益 司
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役

【総 務 委 員 長 】  住 好 健 司

【総 務 副 委 員 長 】  岡 本  久   米 山 文 章

【 総 務 委 員 】  坂 田 不口子   宮 上 正 好   向井 美栄男   久保田 栄治

山 本 純 子

【競 技 委 員 長 】  北  義 一

【競 技 副 委 員 長 】  賀 谷 正 志   田 上 義 美

【 競 技 委 員 】  大 窪 幸 治  能 島 五 二  藤 川 厚 子  宝 龍 隆 司

騰 成績計算委員長】  村 山 幸 雄

【総合成績計算委員】  中 前 好 雄   河 野 昭 文

【 進 行 主 任 】  加 藤 寧 士

【 進 行 委 員 】  吉 田  薫  舘 野 正 子

【 記 録 主 任 】  熊 野 一 朗

【 言己 録 委 員 】  貝谷 二千代   宮 上  栄   三 村 寿 広   河 本 大 樹

【シ ャ トル 主 任 】  坂 本 孝 典

【シ ャ トル 委 員 】  土 井 淑 子   戸 井 正 彦

【 点 示 主 任 】 佐 藤  元

【 点 示 委 員 】  藤本 政二郎   本 庄 博 道   宮 仲 基 生

【 掲 示 主 任 】  亀 谷 直 樹

【 掲 示 委 員 】  橋 本 幸 男  向 井 明 美

【 報 道 主 任 】  住 岡 照 行

【 報 道 委 員 】  山 根 省 吾  鈴 木 上 次

【 放 送 主 任 】  後 藤  茂

【 放 送 委 員 】  熊 野 留 美  北林 加代子  ヨ |1真美江

【 召 集 主 任 】  垣 内 一 男

【 召 集 委 員 】  岡 崎 克 宏  向 井 義 宏

【 審 判 長 】 神 沢 暁

【 副 審 判 長 】  多 田 稔 和  三 王 知 治

【 審 判 員 】  三 宮 義 一  黒 沢 孝 市  今 井 正 男  舛 田 吉 光

山田 順下郎   高 木 謙 一   谷 上 禾口年   鈴 木 文 男

量肌 口員
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【 審 判 員 】

【 線 審 主 任 】

【 線 審 員 】

松 本 克 芳

岩 垣  毅

川 上 隆 庸

室 井 英 彦

坂 本 睦 義

田村 こまつ

前 浜 静 男

酒 井  正

森 政 和 弘

岩 本  誠

青 木 清 隆

伊 東 千 昭

木 平 健 治

/jЧ尺 新

佐 藤 美 佳

田 辺 幸 夫

根 石 淑 子

森田 麻記子

藤 井 早 苗

角 美智子

柏 千代美

山 本 伸 子

沖  恵 子

福 永 尚 美

掛 川 孝 親

難波 希巳子

佐 木 二 美

川本 美智子

小 池 幸 子

垣 内 博 文

平   勉

イカ藤 ちさと

末 永 文 男

三 村 俊 彦

山 村 晏 江

佐 藤 完 次

山 藤 明 廣

寺 田 通 夫

松 井 康 純

植 本 八 郎

小 林  茂

山 本  清

花 田 豊 子

林  一 夫

下 岡 丈 次

田 川  昇

管 方 幸 司

河 原 紀 彦

荒巻 スエ子

金 田 啓 子

久保山 治夫

小松 香代子

菅  京 二

谷 口 勝 美

平 野  薫

八 塚 千 秋

燃  ノ`稲

下 崎 恵 子

安棟 美知子

渡 辺 幸 子

向田 小夜子

中 山 弘 子

中 山 勝 義

坂 井 則 子

梅 月  隆

高 橋 利 典

藤山 美知子

山本 美香子

又 吉 裕 之

板 谷 林 樹

平 井  謙

若 林 秀 夫

山 本  剛

安 永 洋 三

竹 本 義 邦

福 永  篤

有 田 雅 春

中 村 忠 一

有 福 寛 子

金 原 国 昭

桑 原 順 子

小 山 朝 成

杉本 日出明

西 川 桂 子

福永 美津江

岩 井  淳

片山 信太郎

安 部 和 美

広瀬 世津子

牧 本 敏 秀

土 井 美 幸

佐 藤 真 弓

早間 智佐子

阿 部 初 美

佐 藤 嗣 隆

白 須 克 典

野口 真理子

鎗 屋 順 子

平  文 子

浅 田 章 二

岡 本 正 喜

木 戸 麗 子

小 林 久 子

柴田 加津子

立 川 武 司

林  哲 也

八 木 正 治

藤田 みどり

梶 原 康 男

宮 本 正 義

井 上 恵 子

大 谷 益 江

吉 川 由 美

森 岡 義 貴

石 川 弥 生

山根 久仁子

木村 美智子

川 后 義 則

丸 田 康 子

菊 川 政 春

又 川 智 幸
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口員助量肌

県立 三 原 高等 学校

総 務 補 助 員

進 行 補 助 員

シャトル補助員

掲 示 補 助 員

点 示 補 助 員

報 道 補 助 員

召 集 補 助 員

競 技 補 助 員

〔引率教員〕

木 村 直 子

藤 本 夕 香

佐 藤 朋 子

坂 本 志 織

比 舎 直 也

小 田 浩 司

竹之内 友博

高 家 隆 二

屋地元 勝己

火 山 貴 史

木 谷 倫 子

佐 木 美 香

津 田 直 子

佐 藤 英 一

賓光 ひろみ

占部 愛理佳

三 日 信 也

加 藤 英 明

西 原 知 孝

谷 重 謙 太

上 田 雄 介

山 下 幸 伸

立 山  愛

久 枝 幸 代

恵 谷 美 幸

河 原  浩

岡 本 麻 希

合 原 和 美

南 迫 厚 志

貞 近 哲 夫

松 本 佳 之

青 木 憲 一

宮 川 ナ ミ

松 本 友 希

砂 原 夏 江

田坂 めぐみ

青 木 雅 行

松 崎 有 宏

横 山 貴 士

寄 永 研 吾

宮 地 淑 江

今 崎 美 香

片 島 綾 子

(順不同・敬称略)

鍋 岡 梨 絵 村 上 芙 美 大 元 由 己
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実  行 委 口員 △
〓

問

与

顧

参

会    長

副  会  長

監    事

常 任 委 員

山 本 清 治

内 藤 文 夫

羽 田 治 人

溝 手 顧 正

宮 澤 喜 一

田 中 信 一

立 石  費

多 森 好 一

入田谷 貞宏

小 西 員 人

山 下 圭 司

武 藤 裕 亮

沼 田 宗 行

是 竹 早 二

山 下 佳 伸

力 田 忠 七

丸 山 博 生

松 浦 正 彦

藤 原 恒 弘

部 屋 孝 治

石 井 文 雄

近 末 文 彦

高 山 悦 義

木 谷 秋 松

堺 谷 信 雄

前 田 六 二

西 原  弘

越 野 弘 美

大 名 正 数

勝 村 篤 博

小 森 龍 邦

宮 澤  弘

平 田 修 己

頼  桂 三

築 地 輝 雄

熊 谷 文 昭

保 道  保

渡 部 桃 三

清 石 隆 治

中 原 住 人

河 野 義 信

保 道  勝

安 森 健 司

松 永 数 雄

原  正 治

東  義 則

中 崎 勘 蔵

山 中 幸 平

田 中 治 美

川 崎 隆 雄

居 倉  実

斉 藤 宣 嘉

岸 田  允

坂 元  享

佐 藤 孝 雄

井 上 五 郎

柳 田  稔

栗 原 君 子

(順不同・敬称略)

守 安 博 幸

亀 井 静 香

山 田 義 孝

澤 井 清 子

上 田 隆 治

原 田 正 登

有 田 俊 之

中 本 正 治

村 上 徹 郎

遠 藤 悼 志

平 田 修 己

貞 井 敏 臣

陶 山 憲 治

中 山 慧 海

/1ヽ り‖ 卿 右

水 島 俊 明

堀 本  巽

奥 延 勝 弘

檜 垣 俊 幸

岡 井  新

柴田 紀美子

井 上 卓 三

口員委

掛本 廣太郎

小 野  恵

引 地 和 之

伊 達 玄 仁

福 田  巌

坂 井 武 志

七 川 義 明

仁ノ岡 範之

森 伸 一 郎

井上 昭二郎

石 原 見 三

小 篠 敏 明

森 重 芳 隆

水 野 隆 弘

横 尾 増 見

藪 内 康 雄

村 上 昭 満

玉 浦  巌

森 田 博 文

渡 部 宅 治
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競 技 会 補 助 員

如水館高等学校

【開始 式 】

【表彰式】

〔引率教 員〕

岡 田 栄 美

百谷 美由紀

羽 倉 真 美

川 上 沙 希

杉 原 美 紀

西  園 恵

枡 田 沙 智

笹 原  瞳

岡 村 千 春

池 田 理 恵

平 田 知 華

村 上 恭 子

樫 本 実 佳

西 田 朋 美

平 木 知 恵

石 丸 浩 子

水 野 奈 美

梅 谷 英 子

二 次 晃 代

濱松 はるか

高 橋 博 則

佐 伯 朋 美

岩 下 理 恵

引 地 美 和

川 辺  文

寺 西 通 恵

西 川 由 美

道 上 純 子

槙 埜 優 里

高垣 亜由美

沖 口 智 子

杉 本 享 子

岩 崎 里 香

勝 手 敦 子

西 辻 友 紀

藤 原 梨 菜

磯 合 邦 子

由 水 宏 美

橘 高 沙 織

山 根 奈 々

原 く る み

中 原 康 久

延 里 佳 代

馬 河 美 季

増 本 志 緒

小 林 宏 美

土細工 智紀

花田 あゆみ

安 藤  繭

脇家 加奈子

竹 政 梨 江

田 中 絢 子

福 島 理 絵

内 田 裕 子

島 津 美 佳

西 本 佳 代

三 宅 雅 子

岡田 千恵子

貞徳 さかえ

神 田 秀 美

岡 田 美 香

帆 足 裕 子

(順不同・敬称略)

畑山 なつみ

小 川 華 絵

大 森 香 理

崎高科奈緒美

永 田 喜 子

原 井 愉 加

聯 靭

岩下 さつき

山 本 智 佳

力 石 麻 帆

宮 地 良 佳

加 川 智 沙

田 中 和 恵

土 生 宏 美

山 本 順 子

西 永 麻 耶

徳 光 蓮 奈

平  朋 子

児玉 寿和子

由 水 里 美
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協

奏  楽
【三原シンフォニック・ ウィンド・アンサンブル】

坂 本 優 子

岡 村 聡 美

藤 井 弘 子

森 脇 伸 二

横 路 裕 視

砂 田 由 美

砂 田 敏 晴

平 田 典 子

森 下 詩 子

常 光 美 帆

小 玉 弘 尊

高 橋 和 幸

【三原市民 吹奏 楽 団】

高 下 昌 宏

宗 近 良 子

田 島 美 佳

合    唱

【三 原 市 民 合 唱 団】

大 林 正 人

船尾 真理子

犬石 富美子

川 口 直 江

柴崎 千栄子

稲 田 圭 花

中 川 安 江

森 安 将 裕

沖 津 健 一

早 川  弘

曲
（

式 ］貝力

Klll頁不同・敬称略)

吹

岡 田 由 美

徳 原 衣 里

藤 井  誠

砂 田 知 子

細井 己喜男

斎 尾 理 詠

信 清 雅 志

大 森 尚 美

沖田 可代子

石 飛 治 宏

高 橋 理 恵

藤 井 真 弓

稲田 あつ子

越 智 光 子

佐々木久瀾子

三 田 博 子

徳 永 範 子

佐々木 直子

岸 本 哲 司

村 田 典 久

吉 岡 泰 之

源田 ゆきみ

槙 奥 明 子

森 川 英 明

鷲 見 信 英

大 関 昭 隆

樋 口 弘 樹

岡 田 和 晃

梶 川 典 子

平 木 喜 人

加 藤 有 美

村 上 稚 右

香 川 誉 之

源 田 敏 彦

藤 谷 浩 子

森川 久美子

鷲 見 恵 子

斎 尾 大 輔

三 次 智 裕

大 森 一 朗

福 本 珠 江

小 中 正 博

金森 亜由美

大 関 裕 子

中 川 亜 子

谷 本 年 哉

入 江 正 枝

国岡 美智子

松 本  眸

竹本 千代子

原 雅 楽 子

竹 内 昭 男

胡 木  強

黒 木 寛 恕

白 銀 美 紀

浦 谷 洋 子

宇都宮 利子

栗 田 鈴 子

山 田 正 恵

田 中 雅 子

羽 田 博 子

川 口 克 彦

磯崎 喜八郎

徳永 進一郎
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協 力  団 体

(順不同 )

三 原 商 工 会 議 所

田 三 原 青 年 会 議 所

N T T三 原 支 店

三 原 市 商 栄 会 連 合 会

西 日 本 旅 客 鉄 道 閉 三 原 駅

広島県料飲飲食業衛生同業組合三原支部

三 原 旅 館 ホ テ ル 同 業 組 合

三 原 農 業 協 同 組 合

三 原 漁 業 協 同 組 合

幸 崎 漁 業 協 同 組 合

三 菱 重 工 業 株 式 会 社 三 原 製 作 所

llll広 島 県 食 品 衛 生 協 会 三 原 支 部

帝 人 株 式 会 社 三 原 事 業 所

山 陽 白 色 セ メ ン ト 株 式 会 社

ト ス コ 株 式 会 社 三 原 工 場

幸 陽 船 渠 株 式 会 社

閉 三 原 観 光 協 会

広 島 県 東 部 タ ク シ ー協 会 三 原 地 区

三   原   市   医   師   会
三 原 市 歯 科 医  師  会

剤  師  会原  市  薬
原 市 女 性 連 合 会

三 原 市 社 会 教 育 委 員 会

三 原 市 社 会 福 祉 協 議 会

三 原 市 子 ど も会 育 成 連 合 協 議 会

三 原 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

三 原 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ

三 原 浮 城 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ

三 原 中 央 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ

国 際 ソ ロ プ チ ミ ス ト 三 原

三 原 ベ ン チ ャ ー ク ラ ブ

三原ボランテ ィアグループ連絡協議会

三 原 市 P T A連 合 会

三 原 市 幼 稚 園 PTA連 合 会

三 原 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会

〓
一

一一一

会

団

会

会

会

会

部

部

盟

盟

盟

盟

部

盟

会

会

会

部

会

会

会

会

盟

盟

会

会

校

校

校

校

校

校

署

所

所

局

会

二

三

二

三

二

三

二

三

広

広

広

広

如

三

広

広

広

三

三
防7肖市 団原
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式 典 日 程 及 び 次 第

1.開 始 式
(1)日   時    10月 13日 (日 ) 午前 8時 00分
{2)場   所    三原 リージ ョンプラザ体育館
(3)式 次 第

順 次 第 時 刻 要 領 備  考

集

合

整

列

○

○

○

選手・役員等集合開始

選手・役員等整列完了

開 式 予 告

7

7

7

3 0  (放送)

55
5 6  (放送)

1

2

3

4

5

６

　

　

　

　

７

　

　

　

　

８

９

　

　

１０

　

　

Ｈ

開 式 通
ル
口

選 手 団 入 場

競 技 会 開 始 宣 言

国 旗 儀
Ｉ
Ｌ
ウ
↑

大 会 旗 ・ 協 会 旗

県 旗 ・ 市 旗 儀 礼

大会会長 トロフィー返還

競 技 会 会 長 あ い さ つ

歓  迎  の ば

表

閉   式

選  手

彰
　
　
生
口
　
　
場退

通

団

8 :00

8 :01

8 :16

8 :17

8 :18

8 :20

8 :21

8  :24

8  :30

8 :35

8  :36

放

競  技

競 技 会

国 旗 注

送

会  長

委 員 長

・ 斉 唱

△

=

大 会 旗 ・ 協 会 旗

県旗・ 市旗注 目・ 斉唱

競  技  会  会  長

競 技 会 会 長

三 原 市 実 行 委 員 会

会 長  山 本 清 治
広島県バ ドミントン協会

会 長  林  正 夫

団 日本バドミントン協会会長

放 送

放 送

公 開 演 技  開  始
終   了

8  :50

9 :05

「三 原 や っ さ踊 り」
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2.表 彰 式
(1)日   時    10月 16日 (水) 午後 2時 00分 (予定)
(2)場   所    三原 リージ ョンプラザ体育館
(3)式 次 第

ltミ 次 第 時 刻 要 領 備  考

集

合

整

列

○

○

○

選手・役員等集合開始

選手・役員等整列完了

開 式 予 告

13:30(放 送)
13:55
13:58(放 送)

１

　

　

　

　

９
“
　

　

　

　

Ｒ

ｕ
　

　

　

　

■
４

５

　

　

　

　

６

７

　

　

　

　

８

９

　

　

‐Ｏ

　

　

Ｈ

開

選

成

表

式 通
ル
口

場

表

彰

績 発

競 技 会 会 長 あ い さ つ

歓 送  の  こ と ば

礼
　
　
旗

礼
　
　
一百
　
　
生
回
　
　
場

△
〓　
巌
臓
　
　
　
と旦

儀

協

旗

了

通

退

・

市
　
　
終

　

　

　

　

団

旗

　

旗

・
　

〈
本
　

式

会

旗

　

卜

　

　

　

　

手

国

大

県

競

閉

選

14:00

14:01

14: 10

14: 12

０

　

　

　

　

３

３

　

　

　

　

３

４

　

　

　

　

４

６

　

　

　

　

７

３

　

　

　

　

３

４

　

　

　

　

４

９

　

　

　

　

０

　

　

　

　

１

３

　

　

　

　

４

　

　

　

　

４

４

　

　

　

　

４

　

　

　

　

４

放
　
　
競
　
　
競

送

技 会 会 長

技 委 員 長

三原市実行委 員会会長

競  技  会  会  長

競 技 会 会 長

三 原 市 実 行 委 員 会

会 長 山 本 清 治

国 旗 注 目 =斉 唱

大 会 旗・ 協 会 旗

県旗・ 市旗注 目・ 斉唱

競 技 会 委 員 長

送

放 送
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大 会 歌

若

L: ! !: と  か ― ん ― げ― き― |こ

ガ

を は 一

い

日本体育協会選定

佐伯孝夫 作詞
高田信一 作曲

J  = 120

明るく力強 く

か ん き

か  た  |こ ひ と ひ ら

は な も か が や け き ぼ う に み ち て

せ いしゅん つ よ き も 一

よ わ こ

あ ふ れ る

>、

一

は な が ぢ

若
い
力
と
感
激
に

燃
え
よ
若
人
　
胸
を
張
れ

歓
喜
あ
ふ
れ
る
　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

一肩
に
ひ
と
ひ
ら
　
花
が
散
る

花
も
輝
け
　
希
望
に
み
ち
て

競

えゝ
青

春
　
強
き
者

二
、
薫
る
英
気
と
　
純

情
に

瞳
あ
か
る
い
　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

僕
の
よ
ろ
こ
び
　
君
の
も
の

挙
る
凱
歌
に
　
虹
が
立
つ

友
情
身
に
し
む
　
熱
こ
そ
い
の
ち

競
え
青

春
　
強
き
者
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作詞 高橋 玄洋
作曲 細川 俊夫

い

ふ

広島県スポーツ賛歌

「虹の輝き」

そ ― の
そ ― の

が

い

さ

お

あ

あ

きそえその わ ざ
うたえせい しゅん

もえろ もろ び と
つどえ もろ び と

ちの  い 一 ず み
つの  こ ― こ ろ

ら

お

か

し

ち

ち

て

め

げ

ひ

あ

に

き

し

が

ら

えヽ

て

こ

　
０
」

カ

カ

ら

や

か

ざ

一
　

一

た

あ

ら

み

そ

う

の

の

ま

ち

し

う

ろ

と

きヤまうの にじ を
ななつの ひか り

燃
え
ろ
も
ろ
び
と
　
朝
が
き
た

競
え
そ
の
技
　
そ
の
力

い
の
ち
の
泉
　
巻
き
上
げ
て

希
望
の
虹
を
　
描
き
出
せ

広
島
の
空
　
た
か
ら
か
に

集
え
も
ろ
び
と
　
青

い
空

謳
え
青
春
　
そ
の
血
潮

不
屈
の
こ
こ
ろ
　
内
に
ひ
め

七

つ
の
光
り
　
照
ら
し
出
せ

瀬
戸
内
の
海
　
あ
ざ
や
か
に

」_ 116 グ

-20-

た

ら

き

そ

ひ

せ

一
　

一

せ

せ

だ

だ



ひろしま国体イメニジソング

砂 漠 の バ ラ
作詞三井野口慧子/補作 =大林宣彦

作曲=久石譲/歌唱=森公美子

青空を染めて 光を運ぶ
川の想い ゆらめき
ここまでやつてきたんだね

今 信じよう
今 語り合おうよ

砂漠のパラ 君といる不思議
砂漠のパラ 道に迷い眠れない夜も
ここはオアシス

見つめ合おう 分かち合あう この今を
砂漠のパラのように

青葉をかざして 風が運ぶ
街の夢 ほほえみ
ここまでやつてきたんだね

今 信じよう
今 語り合おうよ

砂漠のパラ きらめ<まなざし
砂漠のパラ 抱きじめて歩こう どこまでも
ここはオアシス

見つめ合あう 分かち合おう ,いから
砂漠のパラのように

「さらさら砂漠のパラの花

さらさら流れて砂時計

さらさら砂漠のパラの花

さらさら積つて咲きました」

砂漠のパラ いのちよ輝け
砂漠のバラ 笑顔を集めて時が運ぶ
ここはオアシス

見つめ合おう 分かち合おう いつまでも

砂漠のパラのように

ああそらを

ああばをカ
F″E'

い

″

て

てめれ
ゎ

ひなリガ は
力ぜ ガ は

¨
わ
′

ら

ほ

ゆ

ほ

こまでやつ

―力たり あ あ う よ
―力だり あ あ う よ
。|“    ●・m/E,E)'

-  0み といる
-  0ら めくま

て きたんだ0
て きたんだねの ゆめ

う

う

，

よ

よ

じ

あ

あ

め

め

つ

つ

あ

み

ス

ス

さ

さ

町

“
乱
叫

ふ

●

ｈ

みちにまよ

だ0しめて

さらさらさぼくの パラのはな

さらさらさばくの  パラのはな

さらさ らなガ れて  すな ど けい

も
も
亀

る

で

よ

ま

ぬ

い

こ

な

ど

蕊

ｎ

う

０

こ

由

ね

る
　
，

い

Ｏ
　
Ｂ，

さらさ らつも つ て さ0ま した

わ力 ち あ あう

バラの一 よ う に 一
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Dla'

は  オ フ
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の

パ  ー ラ
バ  ー ラ

いま ― しんじ
いま ― しんじ
油

ここ は オ フ  シ
ここ は オ フ  シ
B'可EI

このいま を
こころか  ら

の

の

バラの ように ―
バラの ように 一

ス
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さ は  く  の  パ

F可し
'
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開 始 式 選 手 団
――→ 選手団入場
‐――>選手団退場

１
０
い
―

器
　
具
　
庫

報道関係者席

架設ステージ

―‐――――‐‐‐‐――――――‐‐‐
ハ
‐~~つ
ヽ
‐‐‐
η「
‐~~ハ

○
静
　
岡

○
佐
　
賀

○
長
　
崎

○
熊
　
本

○
大
　
分

○
宮
　
崎

○
鹿
児
島

○
沖
　
縄

名92貿 ♀8♀ 冥♀日3♀ 宴98寝 88曾 Ω寝冥兄
井 川 山 野 潟 梨 奮 京 葉 玉 馬 木 城 島 形 田 城 手 森 層 諺 倉 薯

瑾ま  ハ   ∧

”
‐‐Ю
砿
‐
」

○ ○ ○ ○ ○ OooooOooooooo
福 高 愛 徳 香 山 岡 島 鳥 和 奈 兵 大 京 滋 岐 三 愛

歌
岡 知 媛 島 川 口 山 根 取 山 良 庫 阪 都 賀 阜 重 知

大 会 名 看 板



表 彰 式 選 手 団 入 口 退 場 図
一―→ 選手団入場
‐一―>選手団退場

Ｉ
Ｎ
∞
―

立

５
位
⑦

不
―
‐
○

⑥ ⑤ ④ ③ ① ②
‐‐‐‐
「
~~1不 ‐‐‐‐‐‐‐‐

不
‐―~~~~~―

ハ
ーー‐~~~‐ ~不‐‐‐‐‐‐‐‐

フド
~~‐
ハ

○

○○女
○○子
○○総
〇〇合

1位

○

○○成
○〇年
○○女
○○子

1位

○ ノ
イ
(種別名プラカー ド)

少
年
女
子

○
○
○
○

○
○
○
○

男
女
総
合

○
○
○
○

○
〇
〇
〇

∞
∝
∝
∝
（地

○

○
○

○

〇
〇
〇

〇

鍼
∝
∝
∝
（地
一～
地
）

○
先
導
者

○
大
会
名

（
入
賞
者
）

1位 1位

～
地
）

～
地
）

～
地
）

～
唯
）

～
唯
）

技会役員席(合唱隊 )

実 行 委 員 会 席 競技団体役員席

器
　
　
具
　
　
庫

〇
〇
〇
　
競
技
役
員
　
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

審判員控室

観 専 席

報道関係者席
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2.

０
０

開 始 式 ・ 表 彰 式 要 領

1.日 時と場所

区 分 日 時 場 所

開始式 10月 13日 (日 )8時 00分 三原 リージョンプラザ体育館

表彰式 10月 16日 (水)14時 (予定 ) 三原 リージョンプラザ体育館

役員、係員、補助員の集合時刻の服装

(1)指定集合時間までに集合する。

(2)服装は、定められたものを着用する。

開始式、表彰式の参加者

(1)競技会に参加する都道府県の監督、選手は、開始式に全員参加 し、表彰式

にもできるだけ多く参加する。

(2)式典に参加する監督、選手は、都道府県のユニホームを着用する。

G)式典開始前の式場での練習は禁止する。
(41 式典に必要なもの以外の物品等は持ち込まない。

開始式行進隊形

(1)選手集合所に各都道府県プラカー ド保持者がいるので、関係プラカー ドの

後ろに集合整列する。

(2)整列は旗手、監督、選手 (身長の低い順)の順とし、 5名以上の選手団は

2列縦隊とする。なお、女子選手を先にする。

G)都 道府県の旗竿は、選手集合所で貸与する。
(4)被表彰者は、被表彰者プラカー ドの後ろに集合整列する。

(5)選手団は、式典係員とプラカー ド保持者の指示、誘導によって入場する。

(6)入場行進順序は、先導者、競技会プラカー ド、被表彰者に続いて、北海道

を先頭に北から南の順とし、最後は地元広島県とする。

4.
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【入場行進隊形】
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5。 開始式退場行進隊形

都道府県選手団の退場行進順序は、先導者、競技会プラカー ド、被表彰者が

退場 し、続いて前列両側より都道府県プラカー ド保持者に従い退場する。

6.表彰式入場行進隊形

(1)選手集合所に各種別 0男女総合・女子総合プラカー ド保持者がいるので、

関係プラカー ドの後ろへ入賞順位に従 って整列する。

(2)整列は、監督、選手 (身長の低い順)の順 とする。

螂)男 女総合、女子総合は、表彰を受ける都道府県より選出された受賞者 1名

が、関係プラカー ドの後ろへ入賞順位に従 って整列する。ただ し、男女総合

成績 1位の都道府県は 2名 とする。

(4)選手団は、式典係員とプラカー ド保持者の指示、誘導により入場する。

幅)入 場行進順序は、先導者、競技会プラカー ドに続いて、成年男子、成年女

子、少年男子、少年女子、男女総合、女子総合の順 とする。
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7.表彰式後

参加都道府県選手団は、先導者、競技会プラカー ドに続いて所定の場所に移

動する。

8.表  彰

(1)開始式の表彰

ア.表彰は、功労賞、感謝状贈呈の順で行う。

イ.各賞ごとに、呼び名順に登壇 して授与する。

ウ。該当者が出席できない場合は、当該参加県で必ず代理者が受賞できるよ

うにする。

順序 表 彰 名 都道府県名 氏   名 備 考

1 功 労 賞

県

県

県

田

井

取

秋

福

鳥

故 鈴木辰雄

大永武二

山下幸夫 国体10回以上出場表彰

2 感 謝 状 三 原 市 山本清治 三 原 市 長

(2)表彰式の表彰

ア.各種別の第 5位 まで (5位は 4チ ーム)賞状を授与する。

男女総合成績及び女子総合成績第 1位から第 8位 までの都道府県に表彰

状を授与する。

男女総合成績第 1位の都道府県に大会会長 トロフィーを授与する。

イ.表彰を受ける都道府県は、受賞者として各 1名を選出しておくこと。

なお、男女総合成績第 1位の都道府県は別に 1名を選出しておくこと。

ウ.表彰は、成年男子 (1位～ 5位 )、 成年女子 (1位～ 5位 )

少年男子 (1位～ 5位 )、 少年女子 (1位～ 5位 )

男女総合 (1位～ 8位 )、 女子総合 (1位～ 8位)の順で行う。
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程日技並肌

開 始 式 10月 13日 (日 ) 8時 00分  三 原 リ ー ジ ョ ン プ ラ ザ

χ 10月 13日 (日 ) 10月 14日 (月 ) 10月 15日 (火 ) 10月 16日 (水 )

三

原

リ

ー

ジ

ョ

ン

プ

フ

ザ

成年女子 (L)

1回戦 (15試合)

9:30～

成年女子 (L)

2回戦 (16試合)

9:00～

成年女子 (L)

準々決勝 (4試合)

9:30～

成年男子 (M)

成年女子 (L)

少年男子 (B)

少年女子 (G)

3位決定戦

0～

成年男子 (M)

準々決勝 (4試合)

12:00～

少年男子 (B)

準々決勝 (4試合)

9:30～成年男子 (M)

1回戦  (8試合)

12:30～

少年男子 (B)

1回戦  (4試合)

13:30～

成年男子 (M)

準決勝  (2試合)

11:30～

少年男子 (B)

1回戦  (4試合)

14:00～

少年女子 (G)

準々決勝 (4試合)

15:00～

少年女子 (G)

準決勝  (2試合)

11:30～

成年男子 (M)

成年女子 (L)

少年男子 (B)

少年女子 (G)

決勝戦

0～

成年女子 (L)

3回戦  (8試合)

15:00～

成年女子 (L)

準決勝  (2試合)

13:30～少年女子 (G)

1回戦  (8試合)

15:30～

少年男子 (B)

準決勝  (2試合)

13:30～

表 彰 式 10月 16日 (水)14時 00分  三 原 リ ー ジ ョ ン プ ラ ザ
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タ ヱ 、 ア ブ ル

Bは 少年 男子

イ

Lは 成年女子

は決勝戦 ,

月 日 1 2
９
０

１
４ 5

ａ
υ

第 日 目

10月 13日 (日 )

8:00 開 始 式

9:30 L 1 L ９

し L ９
０ L ′

， L 罠
Ｊ L α

υ

11:00 L ワ
ー L ０

０ L ∩
υ L10 Lll L12

12:30 L13 L14 L15 M 1 M ０
乙 M り

Ｄ

14:00 M 月
４ M 5 M ２

υ M 7 M ０
０ B 1

15:30 B ９

し B
０
０ B И

仕 G 1 G ９

し G ０
０

17:00 G ”
４ G 員

Ｊ G ２
υ G 7 G ０

０

第 日 目

10月 14日 (月 )

9:00 L16 L17 L18 L19 L20 L21

10:30 L22 L23 L24 L25 L26 L27

12:00 L28 L29 L30 L31 M 9 M10

13:30 Mll M12 B 5 B 6 B 7 B 8

15:00 G ｎ
υ G10 Gll G12 L32 L33

16:30 L34 L35 L36 L37 L38 L39

第
つ
０ 日 目

10月 15日 (火 )

9:30 L40 L41 L42 L43 B ∩
υ B10

11:30 Bll B12 M13 M14 G13 G14

13:30 L44 L45 B13 B14

第 4日 目

10月 16日 (水 )

9:30 L46 B15 M15 G15

11:30

14:00 表 彰 式

Mは 成年 男子
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バ ドミントン競技組合せ表

【成年女子 (L)】

-29-

都 道 府 県 名都 道 府 県 名

24 富  山

-25 沖  縄8

11:0026 
高  知

丁-27 神 奈 り
||

H:0028 
愛  知

29 島  根

30 熊  本

10 31 京  都

l1:.,o 32 dJ El

H 33 福

I9Lrn ffi 
^

35trk E

36  'た

12 37 宮  
城

H:0038 
岐  阜

福  島  1

山  梨  2

和 歌 山  3

鹿 児 島  4

広  島  5

群  馬  6

徳  島  7

長  野  8

佐  賀  9

静  岡  10

北 海 道 H

福  岡 12

岩  手  13

埼  玉  14

愛  媛 15

兵  庫  16

二  重 17

奈  良 18

山  形 19

長  崎 20

千  葉 21

鳥  取  22

新  潟 23

４ ７

・
・

44

13:30

45

13:30

13

12 :30

39 大  分

40 滋  賀

41 香  川

42 東  京

-43 
ffi dJ

14

12:3044 
青  森

15 45 宮  崎
:3046 

石  川

4T^W

1

9:30

っ |19:

3

9:30

5

9:30



バ ドミントン競技組合せ表

【成年男子 (M)】

都 道 府 県 名
13日 14日 15日 16[] 15日 14日 13日

都 道 府 県 名
1回戦 準々決勝 準決勝 決  勝 準決勝 準々決勝 1回戦

福  島

静  岡

滋  賀

賞晏    フト

埼  玉

福  井

岡  山

北 海 道

::==]

I:=互]

::正互]

::=五]

」．̈．一，，．，‐―中・一］̈［

巨
●
匡

臨 i

臨  |:

|][[::[: ||

臨 |:

大  阪

神 奈 川

広  島

香  川

宮  城

福  岡

山  口

富  山

【少年男子 (B)】

【少年女子 (G)】
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都 道 府 県 名
13日 15日 16日 15日 14日

都 道 府 県 名
1回戦 準々決勝 。準決勝 決 勝 準決勝 。準々決勝 1回戦

滋  賀 1

長  崎 5 3

広  島 6

青  森 7

玉 8

ll i  曇

都 道 府 県 名
13日 14日 15日  1 16日 15日 14日 13日

都 道 府 県 名1回戦 準々決勝 準決勝 1決 勝 準決勝 1準々決勝 1回戦

石  川  1

滋  賀 2

岡  山 3

宮  城 4

茨  城 5

香  川 6

岐  阜 7

熊  本 8

13 大  阪
:0014 1ヒ

海 道

8~15 鳥  取

|1誓 [

:0016 
福  岡
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Ａ

Ｑ

　

Ａ

バ ドミントンを楽 しく見るために

咲ちゃんの

バドミントンQ&A

どうしてバ ドミントンと呼ばれるようになったのですか。

◎ バ ドミントンの先祖はインド.ボ ンベイ地方のプーナで盛んだった遊びです。

1873年 に英国 (イ ギリス)のボーフォー ト公の領地バ ドミントン.ハ ウスで

宴会が開かれたとき、インド帰りの士官が余興に、この遊びを紹介したと言われ

ます。それがきっかけで、この遊びが『バ ドミントン』と名付けられ、世界中に

広がったのです。

日本に紹介されたのはいつ頃ですか。

◎ 日本には大正時代に紹介され、第 2次大戦後に全国に広がりました。

Q.バ ド

A.◎

ミントンはどんなスポーツですか。

ネットをはさんでラケットで羽根 (シ ャトルコックまたはシャトルという)を打

ち合うものです。コートの外に落ちたり、コートの内や外であっても床に落ちる

前に体やラケットにシャトルがタッチすれば失点 (フ ォルト)になります。

試合には、 1人 (シ ングルス)ゲームと2人 (ダブルス)ゲームがあります。

ダブルスには、男同士、女同士でペアを組むものと、男女でペアを組む (ミ ック

スダブルス)があります。

◎

◎

Q.バ ドミントンの羽根 (シ ャトルコック)はどんなものですか

A.◎  コルクの台に鳥の羽根 16枚を取りつけます。重さはわずか 5gほ どです。正式

試合の羽根は水鳥の羽根をつかいます。一般では陸鳥の羽根や
ナイロンの合成素

材のものもあります。
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Q.打たれたときのシャトルコックのスピードはどれ位ですか。
A.◎ 下向きに強く打つスマッシュのときには時速 3 0 0kmに もなることがあります。

その速度は瞬間的には新幹線より速いのです。

Q.新幹線より速いスピードのものをどうして打ち返すことができるのですか。
A.◎ ラケットから離れる時の速度は速いのですが、ネットを越えてある距離になると
減速してしまいます。またなれてくると飛んでくるシャトルのコースを予測でき

るようになります。

Q.ど うなれば、得点 (ポイント)になりますか。
A・ ◎ サーブ権を取って勝ったときだけ得点になります。負けたときには、サープ権が
移るだけで相手の得点になりません。

Q。 試合の得点は何点で勝敗が決まるのですか。

A.◎  1ゲーム、男子シングルス 0男子・女子ダブルスが『 15点』、女子シングルス
『 11点』を先にとれば勝ちとなります。ところがバ ドミントンには『セティン

グ』と言われるバ ドミントン独特のルールがあるのです。女子シングルスで 9点、

又は 10点で並んだ場合、それ以外の種目では、 13点、又は 14点で並んだ場
合、その追いつかれた方が『セティング』をするかしないかを選びます。

『セティング』を選んだ場合、得点掲示板を、 0対 0に戻します。そして、

なお得点は、『セティング』を選んだ場合でもサーブ権のある方にしか与えられ

ません。
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Q.反則 (フ ォルト)に は、どのようなものがありますか。

A ◎ いくつかのフォルトが定められています。主なものをあげてみましょう。

○サービスのとき、腰よりも高い位置でシャトルを打ったとき。

(アバブザーウエスト 〉

〇ラケット又は身体がネットを越えて、相手側コートに出たとき。

(オーバーザネット)

○プレー中に、プレーヤーの身体・衣類・ラケットがネットやポストに触れたとき。

(タ ッチザネット)

○同一プレーヤーが続けて 2度打ったとき (ド リブル)、 ダブルスのときはプレ

ーヤーとそのパートナーが続けてシャトルを打ったとき。 (ダブルタッチ)

〇試合中にプレーヤーが大声や身振りなどの動作をして、故意に相手の注意をそ

らしたとき。 (イ ンターフェアー)

※線審員の動作も見ていると面白いよ !

シャ トルが ライ ンの

外に落ちたとき

シャトルがコートの内

に落ちたとき

シャトルンの落下点が

見えなかったとき
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Ａ

Ｑ

　

Ａ

コートに敷いてあるものはなんですか。

◎ コートマットといいます。4枚 1組でゴム製です。
マットを使用しています。

コートの広さはどれぐらいですか。

◎ コートの広さは次のとおりです。

最近の大きな試合ではコー ト

肝丁
メ  5。 18

1     イル

Ｑ
．

Ａ

ト

ル

コ ー トの 広 さ

シングルス  5。 18m× 13.40m

ダブルス   6。 10m× 13.40m

ネ ッ トの 高 さ 1.55m  (中 央では 1.524m)

コー ト片側奥に 2点のラインマークがありますが何を意味していますか。

◎ テイスティングマークといいます。
シャトルの試し打ちをする際、反対コー ト奥よリテイスティングマーク範囲内に

落ちたものを正 しいペースのシャトルとして試合で使います。

3.96メートル
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Q.国体バ ドミントン競技の種別はどのようなものがありますか。

A.◎ 成年男子・成年女子・少年男子 0少年女子の 4種類有ります。

Q.参加県はどのようにして決められるのですか。

A.◎  「ひろしま国体」では、成年女子に 47都道府県が参加 します。他の成年男子・

少年女子・少年男子は全国 9プロックに分けて大会を勝ち抜いた都道府県の 15

チームと開催県の 1チ ーム合計 16県が参加 します。 1チームは監督 1人・選手

3人で編成されます。

Q.試合はどのようにして行いますか。

A.◎ すべて都道府県代表の団体戦の トーナメントで行います。試合はダブルス・ シン

グルス・シングルスの順序で行われ、先に 2勝 したチームが勝ちとなります。

Q.天皇杯・皇后杯は、どのようにして決まるのですか。

A.◎ 得点には、競技得点と参加得点の 2つがあります。競技得点は、各種別ごとに 1

位40点、 2位 35点、 3位 30点、 4位 25点、 5位 (4チーム)各 12.5点です。参加

得点は、大会 (プロック大会を含む)に参加 した都道府県に10点を与えるもので

す。ただし、プロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加 しな

かった場合には与えられません。この競技得点と参加得点の合計が総合得点にな

ります。天皇杯の対象種別は成年男子・成年女子・少年男子
。少年女子で、皇后

杯の対象種別は成年女子と少年女子です。

咲ちゃんからみなさまへ

選手の皆さんに、惜しみない拍手を !

力あら、れるプレー ! ほとばしる汗 |

選手たちの熱戦に私たちの拍手が加わつたとき

白いシャトルに、出会いと感動が生まれます。

選手の皆さんに、惜しみない声援と

拍手をお願いします。
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競 技 成 績 採 点 方 法

男女総合成績 (天皇杯得点)及び女子総合成績 (皇后杯得点)は、競技得点と

参加得点の合計とし、その多い都道府県順に第 1位から第 8位までを決定する。

ただし、同点の場合は、その順位を共有し次の順位を欠位とする。

(1)競技得点

(2)参加得点

大会 (ブロック大会も含む)に参加した都道府県に10点を与える。
ただし、ブロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなか

った場合は与えない。

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 量既 技 得 点

子

子

子

子

男

女

男

女

年

年

年

年

成

成

少

少

子

子

女

女

年

年

成

少

各種別とも 1位 40点, 2位35点, 3位 30点 ,

4位 25点, 5位 (4チ ーム)各 12.5点の競技

得点を与える。
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参 加 人 員 一 覧 表

プ

ロ

ツ
ク

都

道

府

県

酔
皿

督

成

年
男

子

成

年

女

子

少

年

男

子

少

年
女

子
言十

プ

ロ

ツ
ク

都

道
府

県

臣を

督

成

年

男

子

成

年
女

子

少

年

男

子

少

年
女

子
計

Jヒ″,え彗 北海道 4 3 3 3 16

近

畿

滋 賀 4 3 3 3 3 16

東

レ
し

青 森 3 3 3 3
Ｏ
ι 京 都 1 3 4

岩 手 1 3 4 大 阪 4 3 3 3 3 16

宮 城 4 3 3 3 3 16 兵 庫 1 3 4

秋 田 1 3 奈 良 1 3

山 形 1 3 4 和歌山 1 3 4

福 島 2 3 3 8

中

国

鳥 取 3 3

関

東

茨 城 3 3 3 3
０
乙 島 根 1 3 4

栃 木 1 3 4 岡 山 3 3 3 16

群 馬 1 3 4 広 島 4 3 3 3 16

埼 玉 3 3 3 3 16 山 口 3 3 3 3

千 葉 1 3 4

四

国

香 4 3 3 3 16

東 京 1 3 4 徳 島 l 3 4

神奈り|| 2 3 3 8 愛 媛 1 3 4

山 梨 1 3 4 高 知 1 3 4

レ
し

信

越

新 潟 2 3 3 8 福 岡 3 3 3 3
０
ん

長 野 1 3 4 佐 賀 1 3 4

富 山 3 3 3 3
Ｏ
ι 長 崎 2 3 3 8

石 川 3 3 3 3
つ
ι 弁ヨ フト 4 3 3 3 3 16

福 井 2 3 3 8 大 分 1 3

東

海

静 岡 2 3 3 8 宮 崎 1 3 4

愛 知 1 3 4 鹿児島 1 3 4

二 重
０
乙 3 3 8 沖 縄 1 3 4

岐 阜 2 3 3 8 総
一
〓
ロ

ハ
υ 48 48 380
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出 場 監 督 0選 手 一 覧 表
成 年 女 子 ○印は監督

都道府県 監 督 ・ 選 手 名 勤 務 先 ・ 学 校 名 等 備   考

北 海 道

行

子

香

美

秀

夕

美

明

原

崎

田

林

梶

岩

武

○ 事

事

事

道海

商

商

商
レ
し
４
＝Ｔ

崎

崎

崎

Ｔ

地

地

地

Ｎ

青   森

夫

樹

子

子

記

康

美

符

綾

田

町

藤

本

花

由

工

岩

○ 校

り

校

り

学

モ

学

も

オ
　
　
お

等

ア

等

あ

吉同
プ

音同
ク

園

ッ
業

一

学

ョ
商

ヮ

ンヽ
　
　
　
一

奥

口

石

ロ

東

プ

黒

ハ

岩   手

聡

子

杉

子央

春

美

奈

川

地

端

田

石

谷

池

松

○ 区

築

所

学

信

建

役

通
　
　
　
大

関

重

市

一　
　
　
岡

横

石

ＲＪ

同

釜

盛

宮   城

人

子

美

希

正

恭

弘

亜

並

野

保

口

久

山

丹

大

山

○ 瀬

行

行

行

広プ

銀

銀

銀

ツヨ
七

七

七

ンヽト

十

十

十

ツケ

七

七

七

ラ０

い

閉

閉

秋   田

○ 永 沢 真 澄

嵯 峨 やよい
青  柳  しのぶ
山  口 美羽子

行

行

行

行

銀

銀

銀

銀

都

都

都

都

ヒ

　
ヒ

　
Ｌ

ヒ

ゴ

ゴ

ゴ

ゴ

山   形

博

朱

美

子知

和

　

奈

美

場

原

場

藤

大

末

秋

近

○ 場

ド

場

場

エ

ツ
エ

エ

岡

　

岡

岡

鶴

ゥ

鶴

鶴

閉

ン

閉

い

形

ケ

形

形

山

形

山

山

Ｃ
　
　
Ｃ

Ｃ

Ｅ

山

Ｅ

Ｅ

Ｎ

い

Ｎ

Ｎ

福   島

一
枝

忍

子

浩

正

　

清

島

本

崎

原

大

吉

浜

菅

○

閉富士通東北エ レク トロニ クス

富士 通 エイ・ エムディ・ セミコンダクタ閉

平  商  業  高  等  学  校

茨   城

夫

子

尋

子

奈
一
加

千

暁

島

倉

坂

嶋

小

米

大

中

○ 学

学

学

学

大

大

大

大

際

際

際

期

国

国

国

短

ぎ

ぎ

ぎ

浦

く

く

く

土

つ

つ

つ
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成 年 女 子 ○印は監督

都道府県 監 督 ・ 選 手 名 勤 務 先 ・ 学 校 名 等 備   考

栃   木

男

子

子

子紀

政

律

貴

由

野

田

原

井

舘

関

塚

長

○ 校

所

校

学

学

　

学

等

役

護

大

古
同
市

養

南城

山

寺

修

山

　

分

小

小

国

専

群   馬

紀

里

香

子

里

依

昌

枝

絵

麻

田

田

村

高

坂

松

中

○ 渋 り|1西 高 等 学 校

学

学大育体

海

本

埼   玉

子

子

り

子

お

郁

恭

さ

祥

井

室

藤

本

若

小

伊

関

○ 閉

学

学

学

ス

大

大

大期

ク

育

院

短

ツ
体

学

子女

ネ

本

山

海

ヨ

日

青

東

千   葉

一
香

子

子

紀

新

千

登

寛

村

藤

　

口

中

谷

宮

樋

○ 校

学

京

学

学

大

等

大

東

育

昔同
　

　

体

Ｔ

幡
　
　
　
子

八

葉

Ｔ

女

原

一思

市

千

Ｎ

東

東   京

勝

子

子

子

し

宣

よ

雅

裕

川

児

本

田

殿

田

阪

太

○ 一示
京

一示
ｍ

東

東

東

スク

Ｔ

Ｔ

Ｔ

ツ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

ネ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

ョ

奈神

彦

子

み

江

ゆ

友

道

あ

位

家

木

井

井

中

佐

物

吉

○ ツ

学

原

原

一
大

ポ

期

模

模

ス

短

ク

術

相

相

ツダ

芸

Ｃ

Ｃ

・
容

口

美

Ｅ

Ｅ

ハ
野

同

山

Ｎ

Ｎ

山   梨

明

弥

子

美

文

奈

陽

弘

屋

山

月

松

古

石

望

村

○ 校

学

学

み

学

大

大

と

育

等

体

化

か

高

子

文

な

女

田

一呆
古
不
Ａ

吉

東

大

Ｊ

新   潟

誠

子

り

美

お

景

か

直

田

野

藤

矢

亀

竹

斎

住

○ 力

力

力

力

電

電

電

電

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ゴ

ゴ

ゴ

ゴ

東

東

東

東
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成 年 女 子 ○印は監督

都道府県 監 督 0選 手 名 勤 務 先 ・ 学 校 名 等 備   考

長   野

隆

佳

子

子己
玄

不

美

祥

亜

山

沢

山

藤

丸

北

横

加

○ 野

野

野

学

長

長

長

大

通

通

通

士

士

士

富

富

富

信

富   山

博

美

美

恵

緒

昭

奈

由

理

合

□

石

橋

河

河

明

市

○ い

ｍ

ｍ

ｍ

業

業

業

業

工

工

工

工

ム

ム

ム

ム

ウ

ウ

ウ

ウ

ニ

ニ

ニ

ニ

ヽ
ヽ
ヽ
　
ヽ
ヽ
ヽ
　
ヽ
ヽ
ヽ
　
ヽ
ヽ
ヽ

レ

レ

レ

レ

ア

ア

ア

ア

協

協

協

協

〓
一
一一一
一一一
一一一

石

樹

里

子

子穂

茂

絵

智

奈

村

嶋

村

東

下

中

中

○ 練

行

行

行

精

銀

銀

銀

庫

國

國

國

倉

北

北

北

福   井

一
忍

子

子

健

　

明

尚

田

田

尾

船

山

岡

丹

木

○ 維

　

店

繊

　

商

和

　

尾

〓
一
　

丹

静   岡

誠

保

美

美

美

裕

知

松

川

藤

口

若

市

加

橋

○ い

閉

閉

閉

コ

コ

コ

コ

ト

　
ト

ト

　
ト

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ジ

ジ

ジ

ジ

愛   知

実

子

里

子

ロ■
〃

亮

由

礼

田

中

武

水

福

野

吉

清

○ 装

装

装

学大

電

電

電

徳淑

本

本

本

知

日

日

日

愛

二   重

生

希

子

恵

泰

未

幾

千

本

藤

田

藤

山

伊

野

近

○ 校

学

学

学大

学

大

大

馴

子

　

子

等
　
　
　
女

女

　

園

高

海

　

畔条

暁

東

天

四

岐   阜

真

子

代

里

和

裕

知

香

本

島

蘭

堀

寺

高

○ 学

学

学

学

大

大

大

大

子

子

子

子

女

女

女

女

海

海

海

海

東

東

東

東
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成 年 女 子 ○印は監督

都道府県 監督・ 選手名 勤 務 先・ 学 校 名 等 備   考

滋  賀

薫

美

縁

綾

由

浦

木

　

野

松

佐

澤

将

○ 校

賀

学

学

学

　

大

等

滋

育

大

高

レ
体

谷

所

　

本

膳

東

日
竜

京  都

司

子

こ

子

妃

り

正

佐

の
圭

木

岡

中

田

佐

吉

田

前

○ 都

波

波

命

一示
　

　

生

工

電

電

田

自

洋

洋

菱

　

　

代

三
東

東

千

大   阪

巳

香

み

香

ぐ

克

桐

め

静

崎

口
池

本

宮

川

鬼

山

○ 機

機

機

油石

電

電

電

モ

洋

洋

洋

ス

〓
一
〓
一
〓
一　
コ

兵   庫

典

美

美

子

ず

泰

明

い

裕

本

東

富

田

松

鬼

武

内

○ い

い

帥

榊

機

機

機

機

電

電

電

電

菱

菱

菱

菱

〓
一
〓
一
〓
一
一一一

奈   良

忠

子

子

代

佐

安

妃

泰

加

村

井

井

頭

野

水

水

鬼

○

四 篠 畷 学 園 女 子 短 期 大 学

店

帥

帥
一　
一

商

ユ
　
ユ

頓
チ
チ

村

ジ

ジ

野

フ

フ

和 歌 山

子

子

子

子

規真

睦

圭

裕

川

手

湯

横

西

西

○

県 立 医 科 大 学 附 属 病 院

日本赤十字社和歌山医療センター

日 本  体  育  大  学

鳥  取

○ 上 前 麻寿美
門 脇 あゆみ
門 脇 めぐみ
本 坊 香 苗

機

機

機

機

電

電

電

電

洋

洋

洋

洋

〓
一
〓
一
〓
一
一一一

取

取

取

取

鳥

鳥

鳥

鳥

島  根

三

代

代

里

智

　

登

雄

実

幸

美

田

部

上

英

田

渕

東

○ 光

行

行

行

銀

銀

銀

観

同

同

同

雪
〓
〈
口
〈
口
〈
口

陰

陰

陰

碧

山

山

山
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成 年 女 子 ○印は監督

都道府県 監 督 ・ 選 手 名 勤 務 先 ・ 学 校 名 等 備   考

岡   山

治

幸

子

子代

俊

美

朝

峰

原

矢

宝

王

吉

住

神

松

○ 側 岡 山 県 環 境 保 全 事 業 団

側 まつ もとコーポ レー シ ョン

い まつ もとコーポ レー シ ョン

学大修

広   島

夫

美

愛

子

和

奈

　

夕

村

井

川

辺

山

福

吉

渡

○ 局

閉

閉

囲

業

ス

ス

ス

産商

ガ

ガ

ガ

通

島

島

島

国中

広

広

広

山   口

美

子

子

子己玄不

雅

玲

康

亜

上

田

坂

島

井

内

土

中

○ 丸

丸

丸

所作

大

大

大

製

関

関

関

立

下

下

下

日

香   川

生

代

枝

美

津

奈

幸

安

美

真

谷

瀬

田

下

亀

村

富

山

○ イ丁

イFF

イFF

イFF

銀

銀

銀

銀

四

四

四

四

十

十

十

十

百

百

百

百

閉

閉

閉

閉

徳   島

明

香

希

子

昌

由

真

晶

野

崎

本

田

西

長

宮

八

〇 業

団

学

ル

業

産

事

　

ベ

械脚大ラ

機

ポ．
知

ト

ス

多

県

　

島

島

喜

徳

高

徳

愛   媛

紀

紀

美

美

有

尚

美

正

芙

屋

　

塚

藤

門

林

大

佐

○ 閉

学

学

学

キ

大

大

大

イ

山

山

山

ダ

松

松

松

高   知

治

世

佐

子

智

康

千

恵

井

村

原

本

松

松

石

山

○ ｍ

科

閉

学

ツ

　

　

レ

一
児

ポ
　
　
テ

大

ス

小

ホ

ド

国

治

ル

野
・　
　
翠

ワ

矢

三

明

福   岡

○  桶 本 百合子
田 村  富士美
吉 冨 桂 子

林   矢須子

険

院

院

器

保

医

医

電

命

科

科

ト

生

歯

歯

ス

本

松

松

ベ

日

吉

吉

閉
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成 年 女 子 ○印は監督

都道府県 監 督 ・ 選 手 名 勤 務 先 ・ 学 校 名 等 備   考

佐   賀

代

子

樹

枝

千
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校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

昔
同
昔
同
昔
同
吉
同

陽

陽

陽

陽

向

向

向

向

沢

沢

沢

沢

金

金

金

金

岐   阜

浩

子

子

美

禾江

裕

朱

橋

務

中

屋

大

各

田

伏

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

一局
昔
同
一局
一局

業

業

業

業

商

商

商

商

阜

阜

阜

阜

岐

岐

岐

岐
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少 年 女 子 ○印は監督

都道府県 監 督 ・ 選 手 名 勤 務 先 0学 校 名 等 備   考

滋   賀

雄

紀

絵

美

美久

多

梨

絵

内

嶋

田

濱

池

勝

上

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

昔同
　
昔同
　
　
　
　
吉
同

吉同

子

子

　

子

女

女

山

女

賀

賀

叡

賀

滋

滋

比

滋

大   阪

一
香

旋

華

正

知

有

美

上

岡

　

城

西

吉

鄭

安

○ 校

校

校

校

学響宰宰

，ＩヽＴ
・　
昔
同
　
吉同
吉同

園

宮

学

寺

寺

之制【】

松

四

四

四

鳥   取

○ 高 真   広
角   由香里
村 上  菜穂子
日 野  由希江

店

校

校

校

支

学

学

学

等

等

子

昔
同
　
昔同
　
筆可

米

西

東

Ｒ

子

取

高

Ｊ

米

鳥

境

岡   山

裕

理

子

澄

緒

忠

佳

良

真

藤

野

司

田

佐

宇

國

小

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

昔同
　
吉同
　
吉
同
　
昔同

子

子

子

子

女

女

女

女

陽

陽

陽

陽

山

山

山

山

広   島

史

子

愛

香

雅

祥

　

美

田

多

本

本

藤

新

枡

升

○ 校

校

校

校

学
学
学
等

等

等

等

高業

昔同
一品

一局

一問

子

子

子

好

女

女

女

一

峯
峯
峯
講

鈴

鈴

鈴

広

香   川

男

佳

里

ろ

佳

ひ

一
操

由

ち

田

木

本

林

鴨

高

石

○ 香

香

香

香

校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

昔同
　
昔同
　
吉同
　
音同

央

央

央

央

中

中

中

中

福   岡

晃

峰

り

衣

お

充

か

里

司

谷

　

本

浜

古

森

松

○ 校

校

校

校

学
響
箸
学

等

吉同
高

等

属

属

高

付

付

高

子

学

学

子

大

大

女

際

際

女

華
掴
掴
華

州

州

精

九

九

精

賞ヨ     冽ト

男

幸

子

子

幸

美

弘

純

東

浦

峰

本

伊

杉

永

橋

○ 校

校

校

校

学

学

学

学

等

等

等

等

吉同
　
古同
　
昔同
　
昔同

院

院

院

院

学

学

学

学

女

女

女

女

愛

愛

愛

愛

信

信

信

信

本

本

本

本

能
（
能
（
能
¨
能
〔

-49-



バ ドミントン競技 男女総合 (天皇杯得点)成績一覧表

闊
成 年 男 子 成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 女 子 男 女 総 合 成 績 ∝卦看鶉

順位 籟 駄 ‖厠立 競技得点 順位 珈 謙 川司立 雛

`謙
翠 諦 勿 所駄 i謙合計 |10貢イ」こ

l  J職
2青 森
3岩 手
4宮 城
5秋 田
6山 形
7福 島
8茨 城
9栃 木
10群 馬
11埼 玉
12千 葉
13東 京
14 利移討||

15山 梨
16新 潟
17長 野
18富 山
19石 川

"福
井

21静 岡
2愛 知
8二 重
2/1岐 阜
あ 滋 賀

%京 都
η 大 阪

28兵 庫
29奈 良
∞ 不政 山

31鳥 取
2島 根

"岡
山

34広 島
5山 口

“

香

37徳 島
38愛 媛
∞ 高 知

40福 岡
41佐 賀
42長 崎
43熊 本
44大 分
6宮 崎

“

飽鴨

47沖 縄
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バ ドミントン競技 女子総合 (皇后杯得点)成績一覧表

闊
成 年 女 子 ノ)年 女 子 女 子 総 合 成 績 (皇 后 杯 得 点 )

順  位 競 技 得 点 順  位 競 技 得 点 蓉技得皐参 加 得 点 得 点 合 計 順  位
l  J睫
2青 森
3岩 手
4宮 城
5秋 田
6山 形
7福 島
8茨 城
9栃 木
10群 馬
11埼 玉
12千 葉
13東 京
14 相鵬コ||

15山 梨
16新 潟
17長 野
18富 山
19 石

a福 井
21静 岡
2愛 知
2二 重
24岐 阜
あ 滋 賀

%京 都
27大 阪
28兵 庫

"奈
良

∞ 禾馳

31鳥 取
2島 根

"岡
山

34広 島
あ 山 口

“

香 り|

師 徳 島

38愛 媛
39高 知
40福 岡
41佐 賀
42長 崎
43熊 本
44大 分
45宮 崎
46鹿鴨
47沖 縄
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過 去 の 成 績 一 覧 表
第 4回 昭和24年 東京都 東京 YMCA(個 人戦オープン)

種 男

…

位 位 位 位

一般男子  単 東 京 広 田 敏 秀 北海道 佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

一般男子  複
秀
　
男

敏
　
光

田
　
井

広
　
藤

ｒ
り
ヽ
Ｌ

一示東
一　
　
　
　
士
ロ

淳

　

万馬

押
い

奈神
保
　
郎三

藤
　
上

μ

い道
海北

一般女子  単 神奈川 吉 田 とよ子 愛 知 吉 沢 千 里 神奈川 遠 藤 文 子

一般女子  複
とよ子

文 子

田
　
藤

炉

Ｌ奈
神

子
　
き

歌

　
た

林
　
村

小
　
中

ｒ
り
ヽ
Ｌ

川奈神
里
　
子

千
　
範

沢
　
藤

炉

し
知愛

第 5回 昭和25年 愛知県 白鴎小学校、東桜小学校 (総合優勝 神奈川県)
種 男け

｀ ヽ 二
位 位 位 位

一 般 男 子

秀

男
宏

久

敏

光

淳
康

田
井

宮

田

鷹

Ｌ一示東

一
吉

次

道

淳

万

直

武

馬

谷
本

用

Ｌ
奈神

保

郎

俊

守

一二
英

藤

上

西
林

升
進
道海北

一 般 女 子

子

子

子

子

よ

　

　

み

と

文

歌

と

田

藤

林

川

鬼

Ｌ奈
申ネ

子

子

子
子

鈴
綾

久

照

谷
江

田
田与

鳥
じ
知愛

代

栄

子

子

絹
　

信
京

藤

藤
賀

岡

伊

安
佐

片

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

道海北

高 校 男 子

裕

二

一
夫

周

健
卓

田

山
塚
中

石
神

大
島

ｒ
り
「
Ｌ

道海北

男

雄

司
勇

光

成

健

川

辺
竹

日

免

ヒ
知愛

明
喬

実

一

道

弘
　

昂

松

井

井

岡
村

江

藤

ｒ
り
「
Ｌ

奈神

第 6回 昭和26年 広島県 広大東雲分校、同大附属小学校 (総合優勝 愛知県)
種      位 位 位 位

一 般 男 子

秀

明

久

敏

道

康

田
　
　
　
田

広
　
岡

山

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

一示東

男

雄

男

光

成

和

井

辺

藤

渡

蟹

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

知愛

一 般 女 子

子
　
子
　
子

綾

久

照

江
　
田
　
田与

角

じ
知愛

子

えヽ
　
子

さ
　
重

悦

ま
　
八

原
　
田

角

這
石

代
一
子

子

絹

一ふ

澄

藤

岡

原

″

進道海北

高 校 男 子

治

勇
　
一

菫
（
　

　

健

部

口

松

兜

Ｉ知愛

５

　

５

　

１

農

　

良

　

員

八
　
太

裕

金

正

藤

　

　

中

た

Ｉ阜岐
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第 7回 昭和27年 宮城県 東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県 )

種       位 位 位 位

一 般 男 子

秀
明

一
雄

敏
道
昂
秀

田
　
井
原

広
岡
藤
吉

ｆ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

梨山

裕
二
俊
郎三

周
英
豊

田
山
西
坂

石
神
葛
野

ｆ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

道海北

実
敏
茂
朗

章
　
芳

井
宮
崎
藤

江
小
山
佐

ｆ
ｌ
く
ｌ
ｔ

一示東

一 般 女 子

え
子
子
絵

さ
　
重

ま
悦
八
衣

原
　
田
倉

貝
登
高
米

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

石

子
子
子
子

Ｅ■
在知
成
京
京

中
谷
瀬
寺
之
野

田
中
生
小

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

一示東

子
子
子
子根

綾
久
照
美

江
田
田
野
与

堀
保
伊
水

ｆ

ｌ

く

―

し

知愛

高 校 男 子

雄
彦
潔
治

文

一
　

隆

月
田
石
木

望
倉
力
鈴

ｒ
ｌ
く
ｌ
ｔ

一示東

男
司
明
則

和
英
弾
光

倉
根
藤
島

新
関
内
伏

ｆ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

奈申ネ
一
大
三
稔
一

高 校 女 子

子
子
子
子
津

延
貞
美

一

瀬
尾
原笠

広
西
小
関

ｆ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

庫丘
（

子
子
子
明
美

照
弘
久

藤
嵐
藤
藤

十
佐
五
斉
佐

ｆ

ｌ

く

ｌ

ｔ

形山 神奈川
{i 嘗 桑代i

第 8回 昭和28年 香川県 善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県)

種       位 位 位 位

一 般 男 子

秀
豊
久
博

敏
　
順

田
治
崎
田

見
し

奈凸甲ネ

男

一
郎
誠
一

光
秀
十

井
江
川
原

露
習
一示東

司
三
昭
郎大

健
竜
哲
金

竹
岡
波

大
松
丹
林

ｆ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

阜岐

一 般 女 子

子
子
子
子
み

文
歌
と
智

藤
林
川
野

遠
小
荒
小

ｒ
ｌ
く
ｌ
ｔ

奈神

子
江
子
子

久
弘
貴
悦
重

元
津
部
井

螺
遅
道毎卜し■４ 制樵[馨

高 校 男 子

敏
則
男
充

兼
正
竜
啓

石
藤
川
桁
谷

片
加
長
井

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

道海北

三
而
男

一

桂
直
幸
健

尻
　
外
崎
田

江
辻
半
岡

ｒ
ｌ
く
ｌ
ｔ

石

啓
夫
彦
明
一

牧
利
弘
一

川
岡
井
藤
一

犠

一

奈

　

一

申ネ

高 校 女 子
子
子
子
子

美富
京
範
幸

堀
津
藤
本

西
谷
佐
松

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

城宮

子

子

子

誉

武

久

西

山

鍋

大

秋

真

ｒ
り
ヽ
Ｌ

香 神奈り|||§

多」 [代:

第 9回 昭和29年 北海道 札幌市 (総合優勝 愛知県)

J¬けヽ 、町_位 位 位 位

一 般 男 子

治

司

一二

中
０　
一健
嘔　
〓嘔

越

竹

岡

月

■
阜岐

勇

治

夫

菫
（
貞

田

部

熊

野

服

稲

ｆ
ｌ
く
ト
ー

知愛 富 山
{[ 1 ,久:

一 般 女 子

子

子

子

美一昌

範

京

堀

藤

津

西

佐

谷

ｒ
り
ヽ
―

城宮 制遍:堡
子

子

子

久

照

綾

田

田

江

与
鷲
じ
知愛

高 校 男 子

健

正

昭

広

雅

場

友

藤

豊

御

伊

ｆ
り
「
Ｌ

知愛

信

〓
一
昇

一景

桂

村

尻

谷

西

江

島

ｆ
り
ヽ
―

石

健沢

内

辺

一呈

一昌

伊

渡

ｒ

ｌ

く

Ｉ

Ｌ

奈申ネ 宏

潔

高 校 女 子

子

子

子

信

桂

亨

田

藤

形

武

伊

尾

ｒ
り
ヽ
ｔ

島福 議
】
一一

森

野

宅

た
進
山岡

子

子

子

美

節

久

泰

沢

室

竹

大

大

大

ｆ

ｌ

く

Ｉ

Ｌ

知愛
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第10回 昭和30年 神奈川県 神奈川県体育館、鶴見女高体育館 (総合優勝 神奈川県)
種

~男

1｀
｀｀製駐

位 位 位 位

一 殉受 男 子 倒僣昌[[
司

〓
一
弘

健

竜

竹

岡

井

踏
湛
阜岐

一　
男

満

久

友

亥

谷

木

木

釣

荒

高

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

ロ富

一 般 女 子 福 島
{] [ [ :

川  とみ子
子

子

歌

良

林

荒

小

大

ｆ

ｌ

く

Ｉ

Ｌ

奈神

江

子

子

久貴

悦

重

津

部

山

庶

ド
道海北

高 校 男 子

一　
英
　
一

栄

克

順

井

島

岡野

永

北

小

ｆ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

一ふ東

匡

功

彦一暑外

方
　
　
谷

北

関

米

ｒ
り
ヽ
Ｌ

石

紀

房

至

仁

隆

田

垣

角

彙
満
形ロ

高 校 女 子
子

子

子

文

節

基

野

田

宅

魔

ビ
ロ岡

子

節

子

功
　
　
静

木

津

丼

々佐

〓
一
管

ｒ
り
ヽ
Ｌ

城宮

　

一

子

代

子

菫
塁
紙

怜

田

田

村

永

藤

藤

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

香

種      位 位 位 位

一 般 男 子
博

明

久

芳

昌

田

藤

藤

此

准
奈神

弘

男

平

益

節

俊

田

木

村

凡

ビ
阪大

士
心
　
一　
　
嗜週

清

俊

利

利

田

原

億

ド
直岡

一 般 女 了・
富美子

江

子

静

範

堀

寺

藤

野

西

小

佐

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

城宮

子

子

子

文

節

政

野

田

本

た

ば
ロ岡

子

子

子

貞

洋

奎

尾

藤

森

西

加

金

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

庫丘
（

高 校 男 子 神奈り:|{i ] [ 言
夫

徳
　
一

邦

正

竜

柳

桐

本

ツ

田

四

小

岩

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

道海北

房

考

志

隆

重

勝

垣

岸

水

痛

温
形Ｌ

高 校 女 子

工

子

子

ヌキ

桂

衣

井

上

下

子

子

絢

桂

寿

林

田

岸

た
い
山岡

　

一

節

子

子士心

英

与

浦

倉

浦

第‖回 昭和31年 兵庫県 神戸 YMCA、 生田中学 (総合優勝 岡山県)

第12回 昭和32年 静岡県 富士市体育館、富士高講堂 (総合優勝 神奈川県)

一 般 男 子

佐 藤 芳 朗

杉 田   博
新 倉 和 男

神奈川く杉 田
・望

力

鈴

雄

潔

一二

文
　
　
俊

月

石

木

島 中 貞 大
北海道く星 野 嘉 隆

神 山 周 爾
大 川 良 子

神奈り:|く 小 林 歌 子

石 り:1 英 子

一 般 女 子

横 井 キヌエ
香 川く井 上 桂 子

山 下 衣 子

権 田 節 子

liil ur ( /r t Ex 1-

小 林 桂 子

高 校 男 子

小 宮 好 雄

神奈川く中 村
鈴 木 敏 勝

酒 井 明 夫

石 川くオす 田 和 男

堀 知   章

平 野   隆
島 根く森 脇 英 祐

富 田   豊

高 校 女 子

田 島 外茂子
香 り||く 山 下 久 子
富 下 ツヤ子

掛 橋 良 子

静 岡く西 村 弘 子
有 田 順 子

石 川く長 田 悠喜子
松 田 富美子
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第 13回 昭和33年 富山県 高岡女高体育館、南星中体育館 (総合優勝 東京都 )

位 位 位 1立

一 般 男 子

敏

啓

夫

兼
　
　
牧

石

川

岡

ん

じ
一示東

博

朗

久

芳

昌

田

藤

藤

杉

佐

佐

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

奈神 大 阪

li l[ [

一 般 女 子 剌層[葎
子

子

子

歌

良

文

林

川

見

小

大

一
一

ｒ
ｌ
く
―
―

奈神 岡  山

子

子

子

節

政

桂

田

本

林

権

光

小

ｒ
り
ヽ
―

高 校 ,3 子 山 形
li 阜 彗 き東 京|: : 重 ]

一　
嗣

正
一

晃

高

安川

森

榎

中

ｒ
り
ヽ
Ｌ

良奈

高 校 女 子 劃梶i経刹は[:剌‖[狂
第 14回 昭和34年 東京都 足立区体育館 (総合優勝 神奈川県)

種

"…
位 位 位 位

一 般 り〕 子 神奈川
朗

久
潔

芳

昌
藤

藤

日

佐

佐

関

石

治

夫

男

正

治

和

田

井

田

新

酒

村

ｆ

ｔ
大 阪 く

ll意
漠曽

一 般 女 子 神奈川 く

子

子

子や

良

文

み

川

見

野

陸

躍
香

II I ;i:
富 山く

1會 言 iい:
教 員 男 子 神奈川

博

剛

治義

田
本

原

陛

躇 大 阪〈
雄

夫

郎四

茂

敏

敬

藤

来

野

佐

宝

北

東  京
II I ]志 堂

高 校 男 子 宮 城
一
雄
宏

紘
保

昭

部

江
斐

渡

堀

甲

北海道 く

彦

光

聡
．

康

将

瀬

中

木

聴

騰
神奈川

彦

三

充

洋

恵

拓

本

崎

坂

山

岡

小

高 校 女 子 香 川 く
子

子

子

み

文

と

和

本

木

本

蔵

有

福

静 岡 く

|[ 1 1ヽ

`_三

富 山 く

|[野
「
 塁喜:

第 :5回 昭和35年 熊本県 菊池市体育館 (総合優勝 富山県)

位 位 1立

一 般 男 子 東 京 く
一
英

肇

栄

克
井
島

戸

永
北

貝

神奈川

朗

治

勤

芳

啓一膠 富 山く

男

徳

雄

久亥

三

幸

木

沢

野

荒

一扇
大

―

―

一 般 女 子 富 山く踊野言 I : 秋 田 く
工
子

子
一

チ

政

満

坂
村

山

陛

騰
静 岡 く

野 村 志津江
伊 沢 利 子
志 村 セツ子

教 員 男 子 石

匡
夫

寛
晴商脚【
神奈川

博

剛

治義一解 秋 田く
二
隆

司

竜
安

裕

越
坂

木

冨
脇

鈴

高 校 男 子 神奈川

|[谷i ] [
山 形く

彦

男

一
一

勝

勇

清

藤

沢

橋

略

艦
新 潟く

手
淳

祐羊

部

原

藤

阿
笠

伊

高 校 女 子 富 山く揮延墾香
子

子

子
一

文

信

久

井一踵
秋 田く

子

子

子

奉

七

文

橋

沢

崎

高

石

長

-55-

|



第 16回 昭和36年 秋田県 象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県 )

種 別型 位 位 位 位

一 般 男 子 東 京 く
敏

一
男

兼

栄
忠

石
井

野

瞳

膜 神奈川

朗

三

治

芳

恵

啓

藤

崎

藤

佐

岡

遠
山 形 く

一房
男

任

隆

勇

垣

沢
村

板

出

北

一 般 女 子 富 山く

|[野
「
 墨暮: 秋 田 く

子
子

子

政
満

奉

村

山
橋

本
横

高
香 川

子

子

子

ヤツ
知

文

川

井

井

嘱

朧

教 員 男 子 石

匡

夫

三

晴

圭

方

山

尻

原

北

河

江
神奈川

杉 田   博
岡 田 敬二郎
秋 山 捷 彦

秋 田 く
隆

司

喜

安

裕

弘

坂

木

橋

陛

騰

高 校 男 子 新 潟 く
一
司

昭

紘

武

義

竹

沢

野

睦

腫 北海道 く
光

潔

治

一昌
　

直

村

浦

本

中

松

松
山 梨 く

勲

男

博

真

田

山

川

平

秋

早

高 校 女 子 山 形 く
子

子

子

弘

詔

淳

藤

原

口

笠

佐

小

矢
静 岡 く

子
江

子

紀

博

昭

木

野

山

高

天
影

秋 田く
子

子

子

津

　

モ

美

綾

モ

藤

山

門

伊

横
・大

第 17回 昭和37年 岡山県 岡山県立倉敷青陵高校体育館 (総合優勝 東京都、宮山県)
種      位 位 位 位

一 般 男 子 東 京 く
男

豊

雄

中
心
　

鎮

野

田

門

星
富

井
神奈川

治

勝

三

啓
敏

恵

藤
木

崎

遠

鈴

岡
愛 知 く

1曹谷「 [ 菫
一 般 女 子 香

子

子

子

知

文

久

本

井

福

横

森

ｆ

ｔ 富 山 く魔野電 言暮: 秋 田 く
子

子

子

政

満

奉

村

山

橋

本

横

高

教 員 男 子 石  川
匡

夫

三

晴

圭

方

山

尻

原

北

河

江

ｆ

ｔ 神奈り:|

|` : 壌三孝秋 田 く
隆

司

光

安

裕

俊

坂

木

崎

脇

鈴

真

高 校 男 子 新 潟〈
務

男

紀

治

善

田

川

野

本

荒

阿
東 京く

征

夫

誠

一
孝

一

野

田

西

須

関
青 森 く

昭

勇

明

国

　

義

谷

川

上

谷

奥

長

三

高 校 女 子 富 山 く
子

子

子

妙

光

和

崎

村

睡

臓 秋 田 く
シ

子

子

ヨ

ト

サ
幸

塚

門

瀬

大

大

間
岡 山く

子
枝

子

淳

百

泰

塚

放

村

高

重

七

種 別
｀｀ 製 唖

位 位 位 位

一 般 男 子 愛 知
雄

憲

隆

好
善

文

宮

垣
熊

峰

朧 東 京〈
雄

司

一

鎮

武

栄

門

永
暗

憬 島 根 く
男

豊

茂

中
０
　

春

野

田

崎

星

富

山

一 般 女 子 秋 田 く
子

子

子

満

奉

文

山

橋

崎

横

高

長
香

子

子

子

茂外

文

久

島

井
哩

朧 富 山 く
子

子

子

智

桂

美

光

尾

井

崎

野嘩
慮

教 員 男 子 石

匡

夫

三

晴

圭

方

山

尻

原

北

河

江
神奈川

博

郎

彦

三敬

捷

田

田

山

杉

岡

秋
大 阪 く

大世古 吉 弘
北 野 敬四郎
片 岡 輝 明

高 校 男 子 新 潟 く
夫

男

春

義

光

一

野

田

日

曝

畷 東 京く
誠

安

正

一
　

和

村

屋

関

中

古
北海道 く

li保] i 言
高 校 女 子 栃 木 く

前 沢 和 子
松 本 昭 子
小 出 千代子

新 潟 く
子

子

子

和

純

泰

藤

沢

内

陸

脇 北海道 く
子

子

子

幸

裕

泰

森

田

田

」品
一品
“烈

第 18回 昭和38年 山口県 下関市体育館 (総合優勝 新潟県)
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第 19回 昭和39年 新潟県 県立三条高等学校体育館 (総合優勝 新潟県)

種 別
｀` ｀ヽ 理 位 位 位 位

一 般 男 子 愛 知 く
雄
憲

昭

好
善

隆

宮

垣
后

小
板

岩
東 京 く

一
司

一

栄

武
栄

井

永

永
宮

堺
石

治

男

力

正

和

田

田

田

新

村

沢

一 般 女 子 香 り‖

子

子

子

茂

文

外

久

井

島

横

田
森

秋 田 く
子

子

子

満

奉

文

山

橋

崎

横

高

長
岐 阜 く

子
江

子

紀
博

蛍

木

野
后

高

天
岩

教 員 男 子 新 潟 く
一
司
夫

紘
　

俊

部

井

藤

階

隆 石 り||く

匡

大

三

春

圭

方

山

尻

原

北

河

江
神奈川

博

郎

彦

三敬

捷

田

田

山

杉

岡

秋

高 校 男 子 新 潟 く
造
夫

毅

正
和

本

田

山

鈴
神

片

奈 良 く 修

年 一

夫芳

本

壁

森

橋

真
富 山 く

昭

之

則

正

博

弘

野

野

林

曜

階

高 校 女 子 栃 木 く
子

ヨ
枝

カタ

コ
初

木

島

田

畦

陰 新 潟 く
子

子

子

美

重

泰

恵

八

内

本

野

竹

石

高
秋 田 く

|[11 曇管:
第20回 昭和40年 岐阜県 宮田学園体育館 (総合優勝 岐阜県)

種 月け
｀ ヽ ミ

位 位 位 位

二 般 男 子 愛 知 く
雄
憲
彦

好
善

敏

宮

垣

川谷

小

板

長
東 京 く

一
司

六

栄

武

十

永

上

曜

旧
香 り||

昭

朗

顕

義

立

条

日

田

東

山
牟

一 般 女 子 岐 阜 く
子

江

子

紀

博

康

木

野

田

高

天
高

香

子

子

子

文

久

和

井

　

藤

横

森

加
新 潟 く

子

子

子

和

妙

泰

藤

崎

内

後

石

竹

教 員 男 子 石

夫

匡

一

晴山
方

西

原河

北

村
北海道 く

良

剛

志

茂

　

弘

田

森

島

膨

Ｆ 岡 山 く

志

勝

敏

清

　

尭

利

宅

本

毛

三

柳

高 校 男 子 富 山く

|:野量 曇 三岐 阜 く12 出 詈智7 奈 良 く
才

一　
一

年

憲

公

壁

村

野

真

河

滝

高 校 女 子 大 阪 く

枝

子

子

光

妙
栄

藤

脇

田

近
才

池
岐 阜 く

子

子

子代

葉

良

美

橋

葉

本

高

稲

川
栃 木 く

美

子

子

代

ト

明

喜

サ

野

崎

田

上

石

吉

第21回 昭和41年 大分県 日田林工高体育館 (総合優勝 新潟県)

種       位 位 位 位

一 般 男 子 愛 知 く
雄

憲

司

好
善

武

宮

垣

沢

小

板

安

山 梨 く
三

男

勇

恵

真

崎

山

上

岡

秋

三

大 分 く
司

也

一

武

大

俊

永

中

武

宮

田

春

一 般 女 子 岐 阜 く

子
江

子

紀

博

康

木

野

田

高

天
高

新 潟 く
子

子

操

和

妙

藤

崎

藤

陛

翻
秋  田

子

子

子ヽヽヽ

満

奉

ユ

山

橋

谷賀

横

高

加

教 員 男 子 北海道 く
良
彦

夫

茂

惟

功

田
達

山

陛

匠 石

II原
男
[ Ξ岡 山 く

勝

志

敏

清

尭

宅

利

本

睡

晰

高 校 男 子 新 潟 く

次

宣
作

順

　

良

間

橋

田

暗

瞑 宮 城 く

[[i可] 三 茸
香

一
弘

庸

和

健

忠

辻

崎

田

西

西

小

高 校 女 子 山 形 く

|: ま う

':

新 潟 “

子

子
薫

美恵

悦

間

下

坂

本

日
一昌

岡 山 く
恵

子

子

博

恵

民

木

日
藤

湯

浦

佐

ｌ

ｔ
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第22回  昭和42年 埼玉県 越ケ谷市立体育館 (総合優勝 香川県 )

位 位 位

一 般 男 子 愛  知
憲

司
宏

善

武

一

垣

沢

林

板

安

小
神奈川

平
彦

治

一
洋

啓

島

本

藤

小

山

遠
東 京

一
エハ
八

栄

十

平

上

橋

・堺

田
本

一 般 女 子 香  川
子

子

江

みと

文

真

木

井
本

有

横

山
新 潟 く

美

子
操

明
和

嵐

藤

藤

↓五

後

加
岐 阜

子
江

子

紀
博

雅

木

野
賀

高

天
虫

教 員 男 子 富 山
隆

郎

之

芳

史

信

水

木

山

清

正
松

北海道 く
良

彦

夫

茂

惟

功

田
達

山

陛

匠 宮 城 く
夫

一
功

和

紘

茂
部

地

加

渡

菊

高 校 男 子 富  山
実

保

寛

田

島

日

米

松

谷
奈  良

一
昭

一

公

正

博

野

林

輪

滝

小

葛
宮 城 く

夫

夫

一

幹

哲

純

間

田

戸

門

山

木

高 校 女 子 新  潟
相 沢 マチ子
金 子 美知子
高 坂   薫

香 川
子

子

美

恵千

経

清

片

森

下

小

竹

山
栃 木

li l i震:

位 位 位

一 般 男 子 山 梨
三

男

登

恵

真

崎

山
中

岡

秋

田
神奈川

平

一
人

一
悠

直

島

良

辺

小

吉

渡
東 京く

一
征
誠

栄

一　
一

野

堺

西

関

一 般 女 子 岐 阜く
1曇 黛 貫美: 東 京 く

橋

野

仲

高

水

田

とも子
小夜子

美津江
新 潟 く

美

子

子

明

和

邦

嵐

藤

林

十五

後

小

教 員 男 子 育E  冽ト

治

参

身

直

勇

健

藤

原

南

工
声

石

方

西
瞳
騰

匡

栄 一
岡 山

志

勝

敏

清

　

尭

利

宅

本

睡

一師

高 校 男 子 富  山
博

治
茂

敏

正

上
島

日

二
草

布
山 形

一男

男

臣

好

光

政

藤

所

藤

贈

謄 岐 阜 く
昇
宏

男

路

守

田

藤
立

岩
後

足

高 校 女 子 大 阪 く

子

子

子

よ

泰

き

弘

山

山
橋

平
柴

高
香

子

子

子ろ

泰

幸

ひ

武
本

沢

官

福

赤
一

新 潟 く

li # []:

第23回 昭和43年 福井県 福井県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県)

第24回 昭和44年 長崎県 諌早市体育館、県立諌早高校体育館 (総合優勝 新潟県)
種 丹
「

｀` 、ヽ盟 位 位 位 位

一 般 男 子 山 梨 く
三

男

応

恵

真

秀

田

山

田

窪

秋

野
神奈川

平

人

三

一
直

聖

島

辺

本

聡

臓 東  京 一栄．一『「
野
摩

塵

一 般 女 子 岐 阜 く
子

江

美代

紀

博

千

本

野

橋

一品
天

一品

Ｆ

ｔ 東 京 一持
れ
好

と
美

小

橋

仲

野

高

田

水
一

京 都愴〔露
教 員 男 子 有姜  冽ヽく

明

参

身

寿

勇

健

田

藤

原

西

工
芦

]tri tlr

憲

勝

敏

清

　

発

利

宅

本

陸

一師 石 障〔ゼ
高 校 男 子 新 潟 く

亨

司

敏正

間

泉

原

本

小

九
群 馬 く

内 田 通 夫
桐 生 台次郎
渡 辺   稔

奈 良 く

一貴

久

幸

弘

昇

繁

匡

高 校 女 子 大 阪
`

子

子

美

よき

弘

照

山

橋

場

柴

高

大
岐 阜く

子

子

子

恵

和

島

川

田

谷

及

脇

紅
栃 木 く

L [ ま!ヨ
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第25回 昭和45年 岩手県 釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県 )

種     位 位 位 位

一 般 男 子 山 梨 く
三

男

応

恵

真

秀

田

山

田

窪

秋

野

東 京く
孝

一
一
一

信

昌

健

田
尾

木

野

池

栂

鈴
神奈川

平

人

三

一
直

聖

島

辺
本

一陸

一 般 女 子 新 潟 く
子

子

子

チ

悦

マ
和

中

沢

藤

竹

相

後
岐 阜 く

子

江

子士

紀

博

富

木

野
原

高

天
桑

栃 木く
1讐 : 晉寧子

教 員 男 子 岩 手 く
士
大

彦

彦

邦
和

木

本

沢

々

々

佐
佐

永
石

匡

一
之

栄

忠

方

　

本

暗

麒 熊 本 く
明

参

身

寿

勇

健

田

藤

原

西

工
芦

高 校 男 子 奈 良 く

1言 癬]昌 石
治

治

吾

欽

勇

信

谷

村

山

銭

竹

青
岩 手 く

夫

壮

雄

信

　

吉

橋

藤

藤

高

佐

佐

高 校 女 子 大 阪 く
子

美

子

理
代

真

八

幸

尾

本

本

西

秋

秋
栃 木〈

枝

子

江

敏

幸

静

林

井

田

小

藤

池
香 り||

美

美

子

秀

清

静

東

　

所

川

森

田

第26回 昭和46年 和歌山県 湯浅中学校・耐久高校体育館 (総合優勝 新潟県)

種¬汀
~｀ 、`運上位 位 位 位

一 般 男 子 神奈川

人

平

樹

直

一
秀

辺

島

川

渡

小

宮

山 梨 く
三

男

雄

恵

真

一

田

山

下

窪

秋

岩
岐 阜

夫

満

治

芳

　

義

田

藤

森

河

安

一 般 女 子 新 潟 く
美

子

子美

明

和

恵

木

藤

間

鈴

後

本
和歌山 く

子

子

子

も

良

と

陽

田
蓼

山

陛

戯
北海道 く

田 村 静 子
高 野 美千子
今 川 喜佐子

教 員 男 子 滋 賀 く

1倉

保
塁 ] [ 神奈川

隆

味

伸

詳

光

西

藤

森

中

佐

ｌ

ｔ
熊 本 く

生

治

参

節

直

勇

郷

　

藤

本

南

工

高 校 男 子 新 潟 く
雄

裕

行

証
　

直

田
木

野

土
鈴

佐

和歌山く
樹

徹

成

茂

　

忠

本

内
山
倉

岡

奈 良《
美

弘
夫

繁

　

基

川

野

井

西

佐

中

高 校 女 子 大 阪 く
西 尾 真理子
秋 本 八代美
秋 本 幸 子

福 島 く
子

子

江
み

陽

す

瑞

葉

内

村

千

宮

木

岡 山 く
1嘗 畢 雪奏重

第27回 昭和47年 太陽国体 鹿児島県 南高校体育館 (総合優勝 東京都 )

位 位 位

一 般 男 子 神奈川〈
平

人

樹

一
直

秀

島

辺

川

小

渡

宮
東 京 く

|[野會 暮 三山 梨 く
三

男

雄

恵

真

一

田

山

下

窪

秋

岩

一 般 女 子 東 京く
恵

子

子

博

悦

茂

木

中

崎

曜

階 愛 知 く

代

江

子

香

静

康

本

田

居

橋

池

富

香

子
代

美

恵千

幸

清

片

西

小

小

森

教 員 男 子 和歌山 く

隆

味

夫
詳

幹

西

間

森

中

間

栃 木 く

晃

倍

昇

井

藤

田

別

斉

森

石  川
1営谷「 栄 [

高 校 男 子 奈 良 く

夫

正

弘

基

義

敏

井

田

中

南

辻

ｌ

ｔ 石

夫

行

男

敏

敏

助
下

島

原

山

谷

岐 阜 マ

悟

勝

三純

西

田
藤

・陽

高 校 女 子 大 阪 く
子

子

子

幸

幹
敦

本

田

田

秋

高
徳

山 形 く ［［霧一

日

間

田

一朦 千 葉 く
山 田 尚 子

平 野 美千代
瀬 野 清 美
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第28回 昭和48年 若潮国体 千葉県立茂原高校体育館 (総合優勝 東京都)
種      位 位 位 位

一 般 男 子 神奈川
平
樹

行

一
秀
教

島

川
井

小

宮
笠

東 京く栂野尾 昌 一
池 田 信 孝

誠関

愛 知 く
次

保

寛

順間
島

日

本

松

谷

一 般 女 子 東 京 く
恵

子

子

チ

博

マ
悦

木

沢

中

湯

相

竹
香 川

美

美

生

清

秀

弥

東

尾

晴

臓
岐 阜 “

|::士ヒ!: li ::

教 員 男 子 滋 賀 く
英

信

二

良

良

健

上
上
原

藤

藤

藤
石

一
進
修

原   栄
長谷り:|

和 田
山 形 く

司

三
夫

昌

和

井

山

藤

永

高

斉

高 校 男 子 富 山く
美

之

雄

正
博

治

村

川
曜

匠 福 島く
繁

光

之

芳

弘

田
部

嵐十

寺
矢

五
奈 良 く

昭

三

夫

文

恵

利

田

重

内

暖

隣

高 校 女 子 大 阪 く
子

子

子美

幹

敦

恵

田

田

野

嘱

朧 千 葉 く
子

代

美

千

尚

美

清

田

野

野

理

臓 山 形 く
子

子

子

正

礼

友

田

水

原

躍

隠

館茨 城 県 石 同 小第29回 昭和49年 水 と緑のまごころ国体 茨城県石同小学校体訂露 (総合優勝 東京都)石 岡 二 高 体 書

種 月l… 位 位 位 位

一 般 男 子 東 京く
池 田 信 孝

栂野尾 昌 一
今 井 茂 満

神奈川

平

樹

行

一
秀

教

島

川

井

小

宮

笠
愛 知 く

保

次

寛

順

島

間

目

松

本

谷

一 般 女 子 東 京《
子

子

子

知

よ

茂

真

き

崎

田

山

石

今

柴
香  川

子

子
美

静

豊

秀

所

口
東

田

山

川
北海道 く

子

子

子

千

静

美

百

村

野

島

田

高

藤

教 員 男 子 和歌山

夫

志

隆

幹

隆

間

藤

門

武

森
石  川
|:谷業 重 要茨 城 く

佐 藤 利 昭
関 本 昌 和
大 川 健太郎

高 校 男 子 山 形 く
二
彦

之

孝

俊

信

山

島

藤

米

中

加
奈 良 く

一
和

博

良

久

信

本

倉

田

摩

臓 福 井く
幸

博

平

博

芳

幸

川

和

村

谷長

諏

中

高 校 女 子 新 潟 く
子

工
子

ノ
一暑

和

ソ
由

根

塚

藤

哩

陰 香

牛 田 真弓美
片 山 千英子
渡 辺 幸 子

大 阪 く

li I ]]:
第30回 昭禾口50年 たくましくあすをひらこうみえ国体二重県立松坂高校体育館(総合優勝石川県)
種 前
｀` ｀ヽ J聖 位 位 位 位

成

年

男

子

一  般 神奈川

平

樹

行

一
秀
教

島

川
井

小

宮

笠
東 京く

1営

野
: 侵 [ 富 山 く

之

勉

男

博

　

和

村

泉

沢

瞑

県

教  員 石

1県

谷留 
栄
 覆群 馬 く1倉 I I次景宮 城 く

一　
一
治

紘

純

良

部

戸

岩

渡

木

自

成 年 女 子 東 京 く
恵

加

子よ

博

美

き

本

田

山

湯

池

柴
香 り‖く

一美

子

子

秀

静

豊

東

所

日

開
Ｌ

脚
岡 山 く

子

美

子

雅

明

敦

田

田

原

石

三

藤

少 年 男 子 奈 良 く
浩

夫

司

伸

章

裕

岡

田

島

吉

富

田
石  川

士
口
・ハ
士
心

庄

直

宏

森

井

本

暉

阪 宮 城 く
孝

隆
夫

光

隆『曽
少 年 女 子 大 阪 く

f i 曇露: 二 重 く
美

子

花

一九
い
知

口

野

崎

聡

虚 香

子

子

保

代加

茂

美墜
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第31回 昭和51年 若楠国体 筆
=計
      像喜電 (総合優勝 石川県)

種 前
｀ ｀ 製 ■

位 位 位 位

成

年

男

子

一  般 神奈り:|く瞳『麦I 富 山 く
勉

男

男

光

和

泉

野

沢

今

牧

米
石

相 川
米
堂谷内

進

隆

均

正

教  員 石

原   栄
長谷り||

和 田

一
進

修
群 馬 く 和歌山 く

夫

志

樹

幹

隆

茂

間

藤

本

門

武

山

成 年 女 子 東 京
恵

子

子知

博

茂

真

木

崎

田

湯

石

今
香

子

子

美由

英

静

真

原

所

田

臨

膵
大 阪 く

1景 ] 曇蓮重
少 年 男 子 石

生

均

嗣

成

　

昌

山

田

本

疇

臓 滋 賀 く
進

司

武

博

橋

山

堀

北

西

西
香

彦

明

二

勝

　

敬

野

原

田

平

上

木

少 年 女 子 大 阪 く
子

子

美

美

好

久

茂

川

　

村

踵

断
新 潟 く

子

子

子

恵

良

友

木

井

藤

青

藤

佐
東 京く

子

子

子み

順

睦

ふ

永

枝

野

徳

松

永

第32回 昭和52年 あすなろ国体 青森県浪岡町民体育館 (総合優勝 青森県)

種 月Γ` ｀ヽ 襲■位 位 位 位

成

年

男

子

一  般 埼 玉 く

雄
孝

雄

幹
佳

証

崎

野

田

曜

陛 東 京
孝

一
治

信

昌

欽

田

尾

谷

野

池

栂

銭
神奈川

平

行

弘

一
教

敏

島

井
喰

庄

教  員 石 川 く
1景

谷留 [ 霊群 馬 く13 E 3次] 和歌山 く
夫

樹

和

幹

茂

正

間

本

山

門

山

米

成 年 女 子 東 京 く
恵
加

子

博

美

茂

本

田
田

湯

池

池
大  阪

西 尾 真理子
谷   美津子
秋 本 幸 子

香

子

子

美由

英

静
真

原

所

田

石

田
牛

少 年 男 子 滋 賀 く
司

司

樹

博

忠

和

山
部

田

西

矢

山
栃 木 く

永

明

忠

光

俊

田

郷

根

角

久

関
青 森 く

一
悦

二

勇

誠

俊

藤

美

内

丹
楠

島

少 年 女 子 大 阪 く
子
美

子

美久

茂

恵

村

口

平

河

原
高 知 く

理

香

枝

由

圭

史

田

村

田

浜

田

寺
青 森

`

子

子
代

々

明
奈

端

西

下
沼

葛

山
柳

第33回 昭和53年 やまびこ国体 長野県塩尻市立体育館 (総合優勝 熊本県)

種      位 位 位 位

成

年

男

子

一  般 千 葉 く

男

博

夫

光

和

龍

所

場
村

田
大

西
新 潟 く

勇

裕

男法

木

山

階
脱

石 り||
相 川

米

堂谷内

進

隆

均

正

教   員 石 り:|

|「

谷
営 吉 : 群 馬 く

司
夫

和

勇

恒
盛

井
原

崎

今

栗

岩

ｌ

ｔ
賞ヨ  冽卜〈

参

悟

文

勇

　

芳

藤

津

中

工
稲

田

成 年 女 子 大  阪
12海森 言
津
:
福 岡 く

子

江

子

合百

富

峰

本

山

口

贈

臨 栃 木 く
子

子
枝

久

裕

藤

能

山

野向

沼

日

日

ｌ

ｔ

少 年 男 子 熊 本 く
憲

二
章

俊

浩
哲

石

藤

上

瞳

Ｆ 山 形 く

人

弘
徳

雅
正
英

井

嵐

貝
十
陛

騰
滋 賀 く

浩

司

司

正
悟

栄

科

田
嶋

隆

腑

少 年 女 子 新 潟 く
美

枝

子

広

一
優

岡

沢

藤

月

中

斉
栃 木 く障 : 嘗
代
重大 阪 く

子

子

子ヽヽヽ

裕

恵

ス

川

日
田

合

原

北
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第34回  昭和54年 日本のυζ、るさと宮崎国体 宮崎西都市民体育館 (総合優勝 熊本県)

種 男!型 位 位 位 位

撃|一 般 千 葉
男
博

之

光
和
富

所
場
本

田
大
織

神奈川

平
清

明

一
　

敏

島

橋

小

高
菅

北海道

男
雄
敏

好
敏

正

藤
村

原

遠

木
九

教   員 石

進

修

光士
ロ

川

田

田

谷長

和

舛
群 馬

司
夫

博

勇

恒
智

井
原

木

今
栗
鏑

滋  賀
二
信

之

健

良

重

原

上

坂

藤

藤

脇

成 年 女 子 栃 木
子

枝

代

裕

藤

和

山

野

蔦

向

日

日

大
大 阪 く

東海林 文 子
葛 西 明 子

原 日 恵 子
香

I1 1 阜1:
少 年 男 子 育ヨ  スト

二
介

章

浩

英

哲

藤

上
上

権

村

井
香

浩

太

史

佳

　

佳

野

西

田

岡

小

竹

ｌ

ｔ 栃 木

馬 場 良 浩

小野日   正
大 島 正 志

少 年 女 子 大  阪
田

田

田

北
植

冨

スミ子

日出子

美千代

新  潟
子

子

子

り

直

え

栄

井

藤

岡

き膝
」返
一昌

ｆ

ｔ 熊  本
りll 添 安 代
高 峯 和 子
陣 内 貴美子

第35回 昭和55年 栃の葉国体 栃木県真岡市総合体育館 (総合優勝 富山県)

第36回 昭和56年 びわこ国体 滋賀県大津市皇子が丘公園体育館 (総合優勝 滋賀県)

位 位 位

成 年 男 子 富 山
{: [ 議 [

進

光

均

士
国

内

川

田

谷

谷長

舛

堂

ｆ

ｌ

く

Ｉ

Ｌ

石

平

治

明

一　
隆

敏

島

田

小

池

菅

ｒ

ｌ

く

Ｉ

Ｌ

奈神

成 年 女 子

代

生

子

津美

弥

典

村

日

谷

若

阪

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

賀滋

　

一

愛 知
{| [ :佳 :

少 年 男 子 滋 賀
{I [ [ ]

志

円

樹

正
　
　
正

島

堀

村

梵

ト
木栃 熊本

{[ii3
少 年 女 子

子

子

美

美

和

貴

弘

代

織

美

全

千

升

田

木

崎

理

理
阪大

子

子

子美

満

美

登

上

内

田

野

山

山

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

潟新

種 卜 型
位

位位 |

位

成 年 男 子

量_」l]斎 I
青 森
{[ I i l

司

行

博

勇

克

智

井

庭

木

Ё

温
馬群

成 年 女 子 東 京
{: i[ ]
滋 賀
|[ 算 ][]

大 阪
|] I I美 ]

少 年 男 子 滋 賀
{[ I I :
山 梨
{: 

野
〔 :

仁

博

啓

義
　
　
照

田

松

本

把

湛
石

少 年 女 子

子

子

美

美二貝

尚

弘

内

峯

山

子

子

美

佳

貴

明

内
　
　
井

几

ド
′
　
　
　
・

香

一

子

子

子

知

代

美

咲

佳

内

崎

田
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第37回 昭和57年  くにびき国体 島根県大東町立体育館 (総合優勝 滋賀県)

種¬酢
｀｀ヽ選■

位 位 位 位

成 年 男 子

司

博

行

勇

智

克

井

木

庭

鬼

Б
馬群

勉

男

隆

和

正

泉

沢

今

米

米

ｒ

り

ヽ

Ｌ

山富

男

一
一
弘

好

孝

昌

藤

山

葉

遠

米

千

ｒ
り
「
Ｌ

道海北

成 年 女 子

織

子

美

小

幹

裕

本

田

寺

河

高

小

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

山岡

美

子

子

美

智

茂

久

美

村
　
　
奥

河

平

国

ｒ
り
ヽ
Ｌ

阪大

子

子

子

津美

直

純

本

島

田

獄

凛
岡静

少 年 男 子

勉

日日

男

泰

吉

川

田

本

月

じ
賀滋

則

一　
治

克

浩

憲

尾

島

田

兜

じ石

美

幸

郎一

征

利

誠

内

井

割

長

新

大

ｆ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

玉埼

少 年 女 子

子

澄

美

嘉大

香

春

田

井

原

確

温
阪大

美

子

みよ

弘

尚

き

山

峯

木

森

高

青

ｒ

り

ヽ

Ｌ

本ＬＲ一月

美

子

苗

奈真

仁

早

沢

崎

貫

三

岡

小

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

木栃

第38回 昭和58年 あかぎ国体 群馬県桐生市民体育館 (総合優勝 群馬県)

種 別
｀ ヽ ミ

位 位 位 位

成 年 男 子

司

大

博

勇

恒

智

井

原

木

健

邁
馬群

裕

一　
英

圭

芳

木

下

塚

鷲

瀧
潟新

之

孝

雄

和

佳

裕

藤

野

出

後

飯

井

ｆ
り
ヽ
Ｌ

岡静

成 年 女 子

織

子

美

小

幹

裕

本

田

原

河

高

中

ｒ
り
ヽ
Ｌ

山岡

子

子

子

■
〃

直

千

純

島

松

田

兜

瀧
岡静

子

美

子

代美

広

尚

岡

峯

枝

月

一品

ｒ

ｌ

く

Ｉ

Ｌ

一ふ東

少 年 男 子

明
　
一　
昭

英

謙

英

本
　
　
次

兜

瑳
本ＬＲ

■
月

浩

典

洋

泰

一暑

藤

本

山

億

い
庫丘

ハ

弘

哲

一
一

日日
満

友

市

野

山

見

小

村

ｒ
ｌ
く
ｌ
ｔ

良奈

少 年 女 子

美

子

美

春

貴

正

原

木

崎

鴻

新

宮

ｆ
り
ヽ
ｌ

阪大

香

美

み

由

よ

美

真

き

村

井

木

几
准
本ＬＲ告月

田

田

名野

質
Ⅷ
潟新

真理恵

みどり

智 美
第39回 昭和59年 わかくさ国体 奈良県田原本町中央体育館 (総合優勝 大阪府)

種前
｀`｀ヽ製■位 位 位 位

成 年 男 子

司

治

一
一

恭

正

浩

士

藤

藤

工

江

権

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

本ＬＲ台■

司

夫

博

勇

恒

智

井

原

木

今

栗

鏑

ｆ
り
ヽ
Ｌ

馬群

弘

夫

浩

敏

基

伸

井

岡

辻

中

吉

ｆ
り
ヽ
ｔ

良奈

成 年 女 子 大 阪
{阜 i 』恵:

み

子

代

とひ

順

和

東

野

路

″
漱

石

子

美

子

代
　
　
佳

美

弘

知

山

田

魔
ビ
一示東

少 年 男 子 滋 賀
{i i 

裕
 :

光

男

行

保

正

繁

井

嶋

田

平

中

室

ｆ
り
ヽ
ｌ

山富

一　
美

隆

功

勝

一九

沢

橋

井

松

生

石

ｒ

り

ヽ

Ｌ

玉埼

少 年 女 子 一
薫
”一

木

村

田

貿
温
阪大

子

子

織

扶

郁

由

香

井

池

戸

若

小

青

ｆ
り
ヽ
―

潟新

子

子

子

美
　
　
和

由

春

美

光

地

田

徳

谷

西

ｆ
ｌ
く
ｌ
ｌ

森〓目
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第40回 昭和60年 わかとり国体 鳥取県立由良育英高体育館 (総合優勝 熊本県 )
種 月

…

位 位 位 位

成 年 男 子 熊本
{i裏 ]]

司

夫

夫

勇

恒

康

井

原

内

人
「
栗

竹

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

馬群

士
心
　
士
心
　
田力一暑

宏

勝

外

本

賀

井

だ

し
知愛

　

一

成 年 女 子

美

子

子

広

満

美

岡

上

内

月

野

山

ｆ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

潟新

子

枝

子恵

和

和

美

峯
　
　
山

月
ド
阪大

子

子

美

美

由

文

栄

真

林

藤

口

海魔
満
形山

少 年 男 子

美

修

隆

勝沢

地

橋

井此
理
玉埼

人

彦

守

篤

明

谷

本

川

気

山

中

ｒ
り
「
Ｌ

石 熊 本
{[ l l i

少 年 女 子

乃

世

美

智

士
心
美

知

島

代

尾

月
温
本Ｌじ

い

ム
月 新 潟

{息 
普
 言
扶
:

美

紀

秋

恵智

由

智

手

間

井

横

立
‥

乳

ゴ

種 男椒
位 位 位 位

成 年 男 子 山 梨
{』 
套
[ ]

夫

嗣

浩

一　
尚

正

下

田

科

森

谷

保

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

阪大

司

一
一　
一

恭

浩

圭

士

藤
凡
ぱ
本ヒ

“

ム
月

成 年 女 子
美

子

子

広

満

美

岡

上

内

月

野

山

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

潟新

子

美

子

理真

鶴

和

川

谷

向

今

大

田

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

饉一昌 山 梨
{[ I tt i

少 年 男 子

猛

幸

昭

宏

秀

住

野

山

光

ド
本ヒ

ヽ

青

“

史

努

寿

一品
　
　
延

田

石

佐

内

興

山石

ｆ

ｌ

く

Ｉ

Ｌピ
樹

成

一品

直

芳

夢

田

田

木

寃

じ
山一昌

少 年 女 子

美

美

美

士｛昌

由

由

村

島

庭

田

田

間

ｒ

ｌ

く

Ｉ

Ｌ

岡福

美

秋

子美

知

千

一暑

尾

利

辺

見
温竺 : 
玉
{[ ] ][:

第41回 昭和61年 かいし国体 山梨県勝沼町民体育館 (総合優勝 山梨県)

第42回 昭和62年 海邦国体 糸満市西崎総合体育館 (総合優勝 熊本県)

成 年 男 子

真

史

幸

和

広

宣

内

尾

蘭

木

横
一

竹

片

夫

夫

也

恒

康

哲

原

内

桐
一

司

一
一

恭

浩

士

藤

工

権

堺   圭 一

成 年 女 子

今 川 真理子
富 山く大 谷 鶴 美

伏 喜 由美子

宮 本 美津子
愛 知く大 屋 幸 恵

松 本 清 美

彼 島 佳 子

石 川くJヽ 路 和 代
水 本 幸 子

少 年 男 子 平 井   肇
小,可原   崇

鈴 木 草麻生
滋 賀く平 井

昭

也

美

秀

誠

宗

・ 「

謝

□

石

鈴

根

井

勝

隆

一
一

英
　
　
秀

少 年 女 子

中 原 敬 子

熊 本く甲 斐 美 和
宮 村 愛 子

南 里 高 子

大 阪く岩 田 良 子
水 _井 妃佐子

棒  匡 子
新 潟く高 橋 朱 美
加 賀 ゆかり
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種        位 位 位 位

成 年 男 子

川

場

谷

谷長

石

細

ｆ
ｌ
く
―
―

奈神

幸

雄

昇

博

隆

勉

幸

男

裕

吉

尾

本

本

州

じ
Ｒ
Ｐ
者一示

博

夫

也

智

康

哲

木

内

桐

鏑

竹

片

ｒ
ｌ
く
―
―

馬群

成 年 女 子 富 山
{i 』 ][:大阪{[[露智]

恵

子

理

幸

明

恵

屋

田
　
々

大

丑

佐

ｒ
り
ヽ
Ｌ

知愛

少 年 男 子

日日
剛

弘

知
　
　
隆

谷

村

賀

大

内

須

ｒ
り
ヽ
Ｌ

玉埼

和

治

樹

忠

謙

秀

藤

本

井

握

滞
道毎卜し■■

肇

出
ホ
晃一

井

原

橋

可

平

小

中

ｒ

ｌ

く

Ｉ

Ｌ

賀滋

少 年 女 子

子

子

子

ル肛
　
士
心

良

妃

美

田

井

木

質
し
阪大

子

和

子

敬

美

愛

原

斐

村

中

甲

宮

ｒ
り
ヽ
Ｌ

本し
妻
一
月 宮 城

監 i:[

第43回 昭和63年 京都国体 長岡京市西山公園体育館 (総合優勝 大阪府 )

第44回 平成元年 はまなす国体 日本工学院北海道専門体育館 (総合優勝 熊本県 )

第45回 平成 2年  とびうめ国体 筑紫野市農業者トレーニングセンター (総合優勝 大阪府)

種 別｀`｀ヽ遵L位 位 位 位

成 年 男 子 神奈川
|「

谷
: 
腫
 ]

弘

則
　
一

雅

克

淳

藤

尾

谷

伊

山

角

ｒ
り
ヽ
ｔ

道海北

勉

幸

男

裕

吉

尾

本

本

州

じ
者一示

成 年 女 子

代

美

子智

英

真

美

日

島

岡

野

中

藤

ｒ

ｌ

く

Ｉ

Ｌ

馬群

薫

子

緒佐

保

美

村

山

元

彙

じ
阪大

美

秋

代智

弘

千

実

木

利

野

都

毛

星

ｒ

り

ヽ

―

一示東

少 年 男 子

伸

郎

樹

一景

一　
英

藤

路

川

佐

郷

古

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

道海北 埼 玉
{[保[ [ ]

熊 本
|[i[ i

少 年 女 子

子

子

子

愛

治

雅

村

田

本

宮

松

阪

ｆ
り
ヽ
―

本ＬＲム月

子

ユ貝

佐

佐妃

〓
一
美

井

川

田

水

利

坂

ｆ

ｌ

く

ｌ

ｔ

阪大 佐 賀
{[ 3 景
美
:

福 岡く中 村 正 巳
荒 木 秀 文

石 井 正 行

奥 野   勉
早 戸 敬 雄

辻 田 泰 昌

大 阪く奥 野
実

健

一
三

兼

田

川

山

福

中

常

成 年 男 子

今 村   薫
大 阪く奥 山 保 子

三ツ川 貴 子

金 丸 陽 子

静 岡く横 手 智江美
山 田 美 紀

福 岡く田 村 富士美
田 頭 美奈子

成 年 女 子

高 橋   真
増 田 直 樹

埼 玉く高 橋

前 田 尚 文

熊 本く岡 部 英 朗
本 田 和 裕

片 岡 詔市郎

宏

一
一

明

賢

田

瀧

岸

上少 年 男 子

寺 尾 美 紀

佐 賀く篠 原 久 子
松 田 洋 子

大 阪く杉 田 暢 子
井 田 貴 子

埼 玉く青 木 由美子少 年 女 子
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第46回 平成 3年 石川国体 美川町総合スポーツセンター (総合優勝 石川県)

種 男

…

位 位 位 位

成 年 男 子 二 重
ll ‖ 輩 [

日日
勉

雄

泰
　
　
敬

田

野

一戸

丹

Ｆ
阪大 輔 ][:

成 年 女 子 東 京
{] [ iし :

織香圭目
森

加

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

奈神

戸

真由美

賀 ゆかり

子

子

美

陽

陽

仁

泉

浜

尾

小

上

中

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

石

少 年 男 子

一
一
法

一
一

慎

秀

裕

田

橋

藤

太

石

佐

ｆ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

葉千

樹

真

洋

直田

橋

谷加貝

増

吉
同

加

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

玉埼

康

也

男

拓

明

木

鼻

本

圭目
竹

石

ｒ
り
ヽ
Ｌ

石

少 年 女 子 宮 城
{[ : 
匡
 :
群 馬
{]部I 會 ]

子

奈

子一二ロ

藍

香

実

田

田

山

津

安

九

ｒ

ｌ

く

Ｉ

Ｌ

石

第47回 平成 4年 べにばな国体 新庄市体育館 (総合優勝 熊本県)
種 別型

位 位 位 位

成 年 男 子
日日
宏

生麻

泰

彰

草

田

井

木

辻

今

鈴

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

阪大

「刷
　
　
一　
　
士
心

博

清

剛

山

辺

島

西

渡

寺

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

形山

一　
和

樹

淳

中
０
英

谷

藤

川

鷲

准
道海北

成 年 女 子 富 山
{il[ 1 言

希

香

子

美

美

純

畑

田

露
ｕ
本Ｌ

し
い

ム
月

子

子

枝

し

紀

よ

登

久

児

山

花

田

岡

立

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

一示東

少 年 男 子

治

之

五貝

幸

秀

秀

橋

山

入

凡

ド
馬群

穂

也

博

瑞

順

正

島

渡

部

児

ド
城茨

　

一

茂

文

介

直

政

一元

岡

田

田

片

花

野

ｒ
ｌ
く
Ｉ
Ｌ

本ＬＲ
ム
”
“

少 年 女 子

子

子

香

二貝

泰

桐

田

井

日

踏

Ⅷ阪
大

子

り

代

お

恭

さ

康

室

藤

井

子

美

弓

貴亜

直

真

村

上

藤

種 "ll｀ くヽ咀 位

成 年 男 子 1東 京く峯 岸 康 史 大

　

一
　

熊

阪

　

一
　

本

谷

植

常
一林

田

上

健

弘

利

日日

義

川

部

田

中

磯

吉

成 年 女 子

西 田 美由紀
大 阪く村 上 直 美

大 田 貴 子

中 尾 仁 美

香 川く川 本 光佐子
磯 崎 照 枝

少 年 男 子

也

博

道

順

正

雅

渡

部

橋

樋

矢

大

田 中 肇 一

千 葉く池 田 哲 徳
小 倉 伸 彦

井 野 嘉 久

北海道く一 宮 孝 一
馬 木 智 一

少 年 女 子

水 井 泰 子

大 阪くりll日 桐 香

鬼 池 めぐみ

増 茂 孝 枝

北海道く中 山 智香子
田 村 裕 美

子

子

子

潤

範

青

田

藤

田

山

進

山
一

第48回 平成 5年 東四国国体 坂出市立体育館 (総合優勝 大阪府 )
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位 位 位

成 年 男 子

弘

哉

〓
一

隆

卓

雄

賀

山

田保

須

片

久

ｒ
ｉ
Ｊ
ｌ
ｉ
ｔ

一示東

昌

宏

彦

泰

彰

昭

田

井

村

辻

今

植

ｒ
ｉ
リ
ｌ
ｉ
ｔ

阪大

人

一一
昭

篤

公

秀

谷

淵

山

気

岩

本

ｒ
ｉ
Ｊ
ｌ
ｌ
ｔ

山一昌

成 年 女 子

美

子

子

知

彰

雅

尾

上

本

松

道

阪

ｒ
ｉ
Ｊ
ｌ
ｉ
ｔ

一泉東

忍

美

重

由真

八

木

辺

野

々佐

渡

高

ｒ

ｉ

Ｊ

ｌ

ｉ

ｔ

山一昌

子

き

恵

ゆ

景

み

幸

野

藤

田

竹

遠

亀

ｒ
ｉ
Ｊ
ｌ
ｉ
ｔ

潟新

少 年 男 子

之

人

徹

将

良

井

訪

本

酒

諏

松

ｒ
ｉ
Ｊ
ヽ
ｉ
ｔ

賀滋

一　
一
浩

孝

智

隆

宮

木

西

一　
馬

今

ｒ
ｉ
Ｊ
ｌ
ｉ
ｔ

道海北

郎

志

太

一光

正

圭

田

森

田

津

奥

舛

ｒ
ｉ
Ｊ
ｌ
ｉ
ｔ

川石

少 年 女 子

佳

み

紀

ぐ

由

め

美

島

池

橋

福

鬼

市

ｒ
ｉ
リ
ｌ
ｌ
ｔ

阪大

子

子

里加

裕

明

由

部

富

武

谷巨ヌ
　
士
口
　
士
ロ

ｒ

ｉ

Ｊ

ｌ

ｉ

ｔ

岡福

子

紀

代

依麻

真

貴

田

山

中

岡

亀

ｒ
ｉ
Ｊ
ｌ
ｉ
ｔ

馬群

第49回 平成 6年 わかしゃち国体 大府市民体育館 (総合優勝 大府市)

第51回 平成 8年 ひろしま国体 三原リージョンプラザ (総合優勝

第50回 平成 7年 バ、くしま国体 白河市中央体育館 (総合優勝 福島県)

位 位 位

成 年 男 子

哉

均

宏

辰

　

泰

谷

堀

野

柳

大

平

ｆ
ｉ
Ｊ
ｌ
ｉ
ｔ

島言田

人

昭

裕

篤

秀

和

谷

山

田

気

本

本

ｒ
ｉ
く
ｌ
ｔ

山富

二

義

宏

兼

哲

明

山

辺

田

常

渡

岸

ｒ
ｉ
く
ｌ
ｔ

阪大

成 年 女 子

子

紀

紀

匡

麻

美

堀

尾

捧

大

寺

ｆ
ｌ
く
ｌ
ｔ

島福

辞

枝

保

智

孝

美

山

茂

中

中

増

田

ｒ
ｉ
Ｊ
ｌ
ｉ
ｔ

阪大

忍

子

重

治

八

木

田

野

々佐

松

高

ｆ

ｌ

く

ｉ

ｔ

山富

少 年 男 子

徹

樹

行

裕

兼

本

　

本

松

向

森

ｒ
ｉ
Ｊ
ｌ
ｉ
ｔ

賀滋

生

文

平

訓

逸

洋

部

　

俣

渡

沈

竹

ｒ
ｉ
Ｊ
ｌ
ｉ
ｔ

島福

渉

男

太

正

圭

坂

代

田

徳

栄

舛

ｒ
ｉ
く
ｌ
ｔ

石

少 年 女 子

美

子

子

希

珠

由

哲

島

糸

中

片

堀

ｒ

ｌ

く

ｉ

ｔ

石

子

子

鰤

青

陽

真

田

橋

藤

山

石

加

ｒ
ｌ
く
ｌ
ｔ

山″昌

子

瞳

子

明

　

華

冨

石

田

吉

大

稗

ｒ
ｌ
く
ｉ
ｔ

岡言田

成 年 男 子

成 年 女 子

ｒ

ｉ

Ｊ

ヽ

ｉ

ｔ

少 年 男 子

少 年 女 子
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三 原 市 会 場 案 内 図

三原リージョンプラザ
(バ ドミントン会場 )

▲帝人筆影グランド

ル
叫
√
¨

劇̈

―

           (ソ フトボ
ール会場)

O               lm

本市幅

78田票小学校
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▲三晏

“

I口
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三原 リージョンプラザ体育館 1階競技会場配置図

隕

Ｎ
ｌ

十

Ｉ

Ｔ

Ｉ

Ｉ
Ｎ
ｏ
ｌ

No 施  設  名
① 競技会役員席

② 競 技 役 員 席

③ 放 送 席
④ 審 判 員 席

⑤ 競技役員席・補助員席

⑥ 報 道 員 席

⑦ 視 察 員 席

③ 記 録 室
⑨ 審 判 員 控 室

⑩ 観 覧 席
⑪ 選 手 集 合 所

⑫ オーダー交換所

⑬ 競 技 役 員 室

⑭ 来 賓 控 室

⑮ 救 護 室
⑮ 競技会役員控室

① 実 施 本 部

⑬ 弁 当 引 換 所

⑩ 受 付 案 内 所

④ 輸送・交通係詰所

④ 売  店
② 呈 茶 席

④ 湯 茶 接 待 所

※ 係員指定集合所

展示ホール



三原 リージョンプラザ体育館 2階競技会場配置図

Ｎ
И
林
―
上
丁

―
が

―

施   設   名
② 筆  耕 室
④ 競技役員・補助員控室

④ 総 合成績計算室

② 報 道 員 控 室

② 競技会係員・協力員控室

⑩ 会場案内所・警備係詰所

⑩ 観 覧 席
① 警 備 防 災 本 部

レストラン アポロ

文 い―ル

軋 蠅呂ι

lllllllllllllllllllllI
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競 技 上 の 注 意

1.本大会は、財団法人日本バ ドミントン協会現行の競技規則及び大会運営規定により

行います。

2 財団法人日本バ ドミントン協会公認のコー トマットを使用 します。

3.オーダー用紙は、当該試合の開始時間 30分前に監督がオーダー交換所へ提出して

ください。 (競技目1委員長の立会いで交換を行います。 )

第 1日 目第 1試合のオーダー用紙は 7時 45分までに提出してください。

4.勝負は 2点先取方式として、勝敗決定後の残り試合は行いません。

5 選手・監督は、試合開始 20分前に定められた選手集合所に集合 して、召集委員の

確認を受け、指示に従って ください。

但 し、現に試合を継続 している選手・ 監督は、試合が終了しだい、選手集合場所

に集合 して、召集委員の確認を受け指示にしたがって下さい。

この場合、前の試合が終了して 15分後につぎの試合を開始 します。

6 コー トヘの入退場については、主審の指示に従って ください。
7.ベ ンチヘの入場後の公式練習は、当該試合の組合せ若番号のチームからとし、時間

は 3分間とします。

8 シャトルは、試 し打ちが してありますので選択は認めません。
シャトルの交換については、主審の指示を受けて ください。

9 ファイナルゲーム前のインターバルは 5分以内としますが、競技区域及びベンチを

離れる場合でも、 1分前には必ずコー ト内で待機 して ください。

10 同一選手による連続試合の場合は、ウェアの着替えのみ認めますが、その場合は必

ず主審に申し出て ください。

H 試合が遅れている場合は、コー トを平行 して試合を行うことがあります。
尚、このとき第 2単戦に同一選手が連続 して試合をする場合、複戦の試合が終了

して 10分後に開始 します。

12 試合時間などの都合によリコー トを変更することがあります。

13 3位決定戦は行います。

14 試合中のコー ト内で事故が生 じた場合、競技区域内に入ることを許されるのは、通

常医師の他、必要と認められる競技役員に限られています。

15 競技に際 しては、必ず背面中央に都道府県名を明示 してください。

16 その他、競技実施要項を遵守 してください。
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審 判 上 の 注 意

1.審判員は、財団法人日本バ ドミントン協会現行の競技規則及び公認審判員規定にの

っとり厳正に運営 します。

2.特に競技規則の第 11条 (サービス)、 第 15条 (フ ォル ト)、 第 18条 (プ レー

の継続、不品行な振る舞い、罰則)については、厳正に判定 します。

3.プ レーヤーは、どんなことがあっても体力や息切れを回復できるように、あるいは、

助言を受けられるようにプレーを中断 してはならない。

4.ラ ケットの破損、ス トリングスの切れなどのためラケットを交換する場合、また、

靴ひもの締めかえ等は、主審の許可を得て指示に従わなければならない。

5.試合中プレーヤーが汗ふき等のため、プレーが中断 しない範囲でコー トを離れる場

合は、主審の許可を得なければならない。

6.監督・選手等からプレー中の選手に対 してコーチすることは認めない。

7.ウ エス トの位置をはっきりさせるため、上衣の裾は必ず下衣の中に入れなければな

らない。

8。 規則第 18条第 8項を適用する場合、主審は違反 したサイ ドに黄色のカー ドを示 し

警告する。さらに続けた場合は、赤色のカー ドを示 しフォル トにする。

9.審判員の判定に対 して疑間のある場合は、当該プレーヤーと監督に限り主審に質問

することが認められる。ただし抗議あるいは異議であってはなら
ない。
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競 技 運 営 に つ い て

1.オ ーダー用紙の配布
(1)各 チーム全試合 (決勝戦まで)の オーダー用紙 ――一‐監督会議で配布 します。

※予備用紙は、オーダー交換所に用意してあります。

2。 オーダー用紙の提出

(1)第 1日 目第 1試合出場チーム ーーー‐ 7時 45分までに提出してください。

12)そ れ以降の出場チーム ーーーーーー タイムテーブル記載の試合時刻 30分前にオーダ
ー交換所 (選手集合所)に提出してください。

3.オ ーダー用紙の交換
オーダー交換所でそれぞれのチームの監督に手渡します。 (競技副委員長の立会いで交換 )

4.試合時の入 0退場順序
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選手集合場所・ オーダー用紙交換所配置図
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競 技 用 具 等 配 置 図

脱衣カゴ

□

脱衣カゴ

□線審 B

□
線審 C
□

―
「
ｏ
ｌ

線審 A
□

線審 D
□

県名プラカード |    | 県名プラカード
○  □□□ロ     サービスジャッジ ○   □□□□  o
若番監督・選手    |   |イ ンターバル後番監督・選手

表示

支 柱
ネット

審判台

検 尺
脱衣カゴ

1コ ー トにセットする器具名及び数量

1対   得点表示装置    2台
1張   プラカード立て   2個
1台   インターバル表示  1基
1本
4個

1コ ートに表示する看板類

監督用椅子   2脚     県名プラカード   2枚
選手用椅子   6脚     種別プレート    2枚 (得点表示装置上 )
サービスジャッジ椅子  1脚     県名プレー ト    4枚 (   ″  下 )
線審椅子    4脚     選手名プレー ト  12枚 (   ″  下 )



市役所
/17

練 習 会 場 配 置 図

(第 1練 習会場 )

帝  人  体

(第 5練 習会場 )

市 立 三 原 小 学 校 体 育 館

④l 匝 □

ヒ ロ  ② l

⑥l 匝 □

ス テ ー ジ

日

日

日

日
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場 配 置

(第 4練 習会場 )

市 立 南 小 学 校 体

(第 3練 習会場 )

市 立 第 二 中 学 校 体 育 館

(第 2練 習会場 )

県立三原高等学校体育館

育 館

旧
‐‐
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〆
鰤
可

第 3練習会場

第 2練習会場

櫛
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練 習 会 場 使 用 上 の 注 意

10月 10日 ・ 10月 11日

各チーム練習時間は原則 として 1時 間 とし、 1県 ごとに 1コ ー トとします。但 し、
空 きコー ト待ちのチームが無い時は、引き続 き練習を続 けることがで きます。

10月 13日 口10月 16日
各チーム練習時間は、練習会場使用 日程表によ ります。

使用予定外のチームで も、 コー トが空いている時は使用を認めます。但 し、 日程表の

チームが到着 した時は、係員の指示に従 って コー トを変更す るか、練習を中止 して く

ださい。

諸 注意

(1)

(2)
(3)

(4)
(5)

いずれの場合 において も、使用前に必ず受付を行い係員の指示に従 って くだ

さい。

受付の際に、 「練習会場使用受付記入表」に記入 して ください。

電話での問い合わせは受付けますが、使用の予約はで きませんので、注意 し

て ください。

会場内は土足厳禁です。

各会場 とも会場閉鎖時刻 30分 前に練習チームが無い時は、会場を閉鎖 します。

練 習 会 場 電 話 口万

△

= 場 名 電 話 番 口万 =rL政 置 期 間

1 帝人体育館 帯傷帯事  080-99-89687 10/10～ 10/16 7日 間

り
乙 三原高校体育館 携帯 080-99-9i814 10/10～ 10/16 7日 間

●
０ 第二中学校体育館 携帯  080-99-91619 10/10～ 10/15 6日 間

4 南小学校体育館 拶与帯ま  080-99-91605 10/10～ 10/14 5日 間

5 三原小学校体育館 拶害帯事  080-99-91604 10/iO～ 10/13 4日 間
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練 習 会 場 使 用 日 程 表

日  時

第 1練 習 会 場

帝 人 三 原 体 育 館

場
　
校

△
〓

学

習
　
等

練

高

２
　
原

第
　
一二

第 3練 習 会 場

第 二 中 学 校

第 4練 習 会 場

南  小  学  校

第 5練 習 会 場

三 原 小 学 校

1 5 1 2 1 2 1 1

10/10(木 ) 9:00 - 17:00
,こ    Jヒ 関  東 近 畿 四 国 Jヒ崩毎斑竃 北信越 東 海 中 国 九 j11

10/11(金 ) 9:00 - 17:00

10/12(1) 総 合 開 会 式 閉| 館‐ 閉 館 閉 館 閉
．

館 閉 館

10/13(日 )

6:00 -  7:00 Ll Ll L2 L2 L3 L3 L4 L4 L5 L5 L6 L6

1 閣■●●■1鎖 閉 ■■■1鎖開 始 式 1閉 : 鎖 一閉 鎖

9:00 - 10:00 L7 L7 L8 L8 L9 L9 L10 L10 LH LH L12 L12

10:00 - 11:30 L13 L13 L14 L14 L15 L15 Ml Ml M2 M2 M3 M3
自 由 練 習 自 由 練 習

自 由 練 習

11:30 - 13:00 M4 M4 Ⅳ15 h/15 M6 M6 M7 Ⅳ17 Ⅳ18 M8 Bl Bl

13:00 - 14:30 B2 B2 B3 B3 B4 B4 Gl Gl G2 G2 G3 G3
LllL21L31L4
勝者 1勝者 1勝者 1勝者
‐‐‐‐‐‐‐

|―
―‐‐‐‐‐‐

|‐

‐‐‐‐‐‐‐
:‐
‐‐‐‐‐‐

L81L91L101LH
勝者 1勝者 1勝者 1勝者

L51L61L7
勝者 1勝者 1勝者

14:30 - 16:00 G4 G4 G5 G5 G6 G6 G7 G7 G8 G8 自 由 練 習
‐５
者
Ｌ
勝」‐４階」‐３腸」‐２腸

10/14(月 )

7:00 -  8:00 L16 L16 L17 L18 L18 L19 L19 L20 L20 L21 L21 1開■| :■
=鎖
I 1閉■   鎖

閉
一

館‐

8:00 -  9:30 L22 L22 L23 L23 L24 L24 L25 L25 L26 L26 L27 L27

自 由 練 習

自 由 練 習9:30 - 11:00 L28 L28 L29 L29 L30 L30 L31 L31 M9 M9 M10 Ⅳl10

11:00 - 12:30 Ⅳll l Mll M12 M12 B5 B5 B6 B6 B7 B7 B8 B8

12:30 - 14:00 G9 G9 G10 G10 GH GH G12 G12 L32 L32 L33 L33
1開 鎖

14:00 - 15:30 L34 L34 L35 L35 L36 L86 L37 L37 L38 L38 L39 L39

10/15(火 )

7:00 -  8:30 L40 L401L411L411L421L42 L43 L43 B9 B9 B10 B10 閉 鎖
一

■
開 一館 閉

一
館
一

8:30 - 10:30 BH Blll B121 B121 Ⅳl13 1 M13 M14 M141G131G131G141G14

自 由 練 習10:30 - 12:30 L44 L44 L45 L45 B13 B131B141B14

12:30 - 16:00 自 由 練 習 自 由 練 習

10/16(水 )

7:00 ^‐   8:30 L46 L461G151G15 M151M151B151B15
閉
一

一館
一

1閉 館 閉  ■● :館
8:30 - 10:30 L47 L471G161G16

日 出 林 百

M161M161B161B16
日 田 裸 首

※Mは成年男子・ Lは成年女子。Bは少年男子 OGは少年女子・数字は試合番号

1閉 1鎖



(財)日本体育協会・文部省 0都道府県本部宿舎一覧表

(財 )日 本 体 育 協 会 ・ 文 部 省 宿 舎
団 体 名 宿 仝

［ 名 所 在 地 電 話 番 号

(財 )日 本体育協会 リーガ ロイヤルホテル広 島 広島市中区基町6-78 082-502-1121
文 部 省 広 島 全 日 空 ホ テ ル 広島市中区中町7-20 082-241-1111

仝
ロ宿部本県府道者5

No 都 道 府 県 名 宿 仝
ロ 名 所 在 地 電 話 番 号

1
レ
し 海 道 ア ー ク ホ テ ル 広 島 広島市南区西荒神町145 082-263-6363
日 森 県 広 島 ス テ ー シ ョ ンホ テ ル 広島市南区松原町2-37 082-262-3201
中石 手 県 ホ テ ル ニ ュ ー ヒ ロ デ ン 広島市南区大須賀町149 082-263-3456
宮 城 県 ア ー ク ホ テ ル 広 島 広島市南区西荒神町1-45 082-263-6363
秋 田 県 ホ テ ル ニ ュ ー ヒ ロ デ ン 広島市南区大須賀町149 082-263-3456
山 形 県 シ テ ィ ホ テ ル 広 島 広島市南区京橋町14 082-263-51 1

声
田 島 県 ホ テ ル ニ ュ ー ヒ ロ デ ン 広島市南区大須賀町149 082-263-3456
茨 城 県 シ テ ィ ホ テ ル 広 島 広島市南区京橋町 1-4 082-263-5111
栃 木 県 広 島 ス テ ー シ ョ ンホ テ ル 広島市南区松原町237 082-262-3201
群 馬 県 ホ テ ル ニ ュ ー ヒ ロ デ ン 広島市南区大須賀町149 082-263-3456

11 埼 玉 県 ア ー ク ホ テ ル 広 島 広島市南区西荒神町145 082-263-6363
千 葉 県 シ テ ィ ホ テ ル 広 島 広島市南区京橋町 1-4 082-263-5111
東 一示 都 ホ テ ル ニ ュ ー ヒ ロ デ ン 広島市南区大須賀町149 082-263-3456
神 奈 川 県 ホ テ ル グ ラ ン ヴ ィ ア 広 島 広島市南区松原町 1-5 082-262-1111
山 梨 県 ア ー ク ホ テ ル 広 島 広島市南区西荒神町145 082-263-6363
新 潟 県 ア ー ク ホ テ ル 広 島 広島市南区西荒神町145 082-263-6363
長 野 県 広 島 ガ ー デ ン パ レ ス 広島市東区光町一丁目15-18 082-262-1122

山 県 ホ テ ル グ ラ ン ヴ ィ ア 広 島 広島市南区松原町 1-5 082-262-1111
石 県 シ テ ィ ホ テ ル 広 島 広島市南区京橋町 1-4 082-263-5111
百
田 井 県 シ テ ィ ホ テ ル 広 島 広島市南区京橋町14 082-263-5111
静 岡 県 広 島 ガ ー デ ン パ レ ス 広島市東区光町一丁目1518 082-262-1122
愛 知 県 ア ー ク ホ テ ル 広 島 広島市南区西荒神町145 082-263-6363

重 県 シ テ ィ ホ テ ル 広 島 広島市南区京橋町 1-4 082-263-5111
岐 阜 県 ホ テ ル ニ ュ ー ヒ ロ デ ン 広島市南区大須賀町149 082-263-3456
滋 賀 県 シ テ ィ ホ テ ル 広 島 広島市南区京橋町14 082-263-5111
一示 都 府 ホ テ ル ニ ュ ー ヒ ロ デ ン 広島市南区大須賀町149 082-263-3456
大 阪 府 ホ テ ル グ ラ ン ヴ ィア 広 島 広島市南区松原町15 082-262-1111

兵 庫 県 ホ テ ル ニ ュ ー ヒ ロ デ ン 広島市南区大須賀町149 082-263-3456
奈 良 県 広 島 ス テ ー シ ョ ンホ テ ル 広島市南区松原町237 082-262-320
和 歌 山 県 シ テ ィ ホ テ ル 広 島 広島市南区京橋町14 082-263-511

鳥 取 県 広 島 ス テ ー シ ョ ンホ テ ル 広島市南区松原町237 082-262-320

島 根 県 シ テ ィ ホ テ ル 広 島 広島市南区京橋町14 082-263-511
岡 山 県 広 島 ス テ ー シ ョ ンホ テ ル 広島市南区松原町237 082-262-320
広 島 県 リーガ ロイヤルホテル広 島 広島市中区基町678 082-502-112
山 口 県 シ テ ィ ホ テ ル 広 島 広島市南区京橋町14 082-263-511

香 県 ホ テ ル ニ ュ ー ヒ ロ デ ン 広島市南区大須賀町149 082-263-3456

徳 島 県 広 島 ス テ ー シ ョンホ テ ル 広島市南区松原町237 082-262-3201

愛 媛 県 ホ テ ル ニ ュ ー ヒ ロ デ ン 広島市南区大須賀町149 082-263-3456

同 矢日 県 ホ テ ル ニ ュ ー ヒ ロ デ ン 広島市南区大須賀町149 082-263-3456
声
田 岡 県 ホ テ ル ニ ュ ー ヒ ロ デ ン 広島市南区大須賀町149 082-263-3456
佐 賀 県 ホ テ ル グ ラ ン ヴ ィア 広 島 広島市南区松原町15 082-262-11 1

長
大
可 県 シ テ ィ ホ テ ル 広 島 広島市南区京橋町14 082-263-51 1

能
一

本 県 ホ テ ル グ ラ ン ヴ ィ ア 広 島 広島市南区松原町15 082-262-11 1

大 分 県 ホ テ ル グ ラ ン ヴ ィ ア 広 島 広島市南区松原町15 082-262-11 1

宮
ナ
可 県 シ テ ィ ホ テ ル 広 島 広島市南区京橋町 14 082-263-51 1

鹿 児 島 県 ア ー ク ホ テ ル 広 島 広島市南区西荒神町145 082-263-6363
沖 縄 県 広 島 ス テ ー シ ョ ン ホ テ ル 広島市南区松原町237 082-262-3201
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役 員・ 選 手 口監 督 宿 舎 一 覧 表

役 員                                   市外局番 (0848)
区  分 宿舎番号 宿 △

ロ 名 所 在 地 TEL

本部宿舎
９

“ 三 原 国 際 ホ テ ル 三原市城町608 63-2111

役員宿舎

帝 人 社 員 ク ラ ブ 三原市円一町1834-28 64-9400

25 三原市須波コミュニテーセンター =原市須波町955 67-0512

32 さ ぎ し ま プ ラ ー ジ ュ 三原市鷺浦町須波7574 87-5878

33 シャープ健康保険組合 三原保養所 一原市鷺浦町須波746 87-5047

選手・監督

NQ 都道府県名 種  別 宿舎番号 宿   舎   名 所   在   地 TEL

1 Jヒ 海 道

成年男子

14 =原ステーションホテル =原市城町11-1 63-8181
成年女子

少年男子

少年女子

2 青   森

成年女子

”
■ 三原ステーションホテル 三原市城町11-1 63-8181少年男子

少年女子

3 岩   手 成年女子 14 三原ステーションホテル 三原市城町11-1 63-8181

4 宮   城

成年男子

13 ナ イ ス イ ン 三 原 三原市城町1810 64-9811
成年女子

少年男子

少年女子

5 秋   田 成年女子 3 楽 園 三原市本町1512 62-2188

6 山   形 成年女子 10 は す い 旅 館 =原市宮沖町66-2 63-4087

7 福   島
成年男子

1 星 野 旅 館 豊田郡本郷町1420 86-2038
成年女子

8 茨   城

成年女子

19 三 原 シテ ィホ テ ル 三原市城町60387 62-1212少年男子

少年女子

9 栃   木 成年女子 10 は す  い 旅  館 三原市宮沖町6662 63-4087

10 群   馬 成年女子 15 ホ テ ル ヤ ッ サ 三原市城町122 67-5555

11 埼   玉

成年男子

19 三 原 シ テ ィ ホ テ ル 三原市城町603-87 62-1212
成年女子

少年男子

少年女子

９

し 千   葉 成年女子 10 は す い 旅 館 =原市宮沖町6662 63-4087

13 東   京 成年女子 ９

し セ ンターホテ ル三 原 =原市城町227 62-1234
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NQ 都道府県名 種  別 宿舎番号 宿   舎   名 所   在   地 TEL

14 神 奈
成年男子

19 三 原 シテ ィ ホ テ ル 三原市城町60387 62-1212

成年女子

15 山   梨 成年女子 8 ビジネス旅館 松野 =原市東町393-1 64-2500

16 新   潟
成年女子

5 城 見 館 =原市本町1575 62-7225

少年女子

17 長   野 成年女子 8 ビジネス旅館  松野 =原市東町3931 64-2500

18 富   山

成年男子

8 ビジネス旅館  松野 =原市東町3931 64-2500成年女子

少年男子

19 石   川

成年女子

8 ビジネス旅館  松野 三原市東町3931 64-2500少年男子

少年女子

20 福   井

成年男子 4 =炉買ニューステーションホテル =原市本町1512 64-0018

成年女子 3 童
ロ

楽 園 三原市本町1512 62-2188

″(騒) 4 三 原 ニューステーションホテル =原市本町1512 64-0018

21 静   岡

成年男子 4 二娠買ニューステーションホテル 三原市本町1512 64-0018

成年女子 3 童
ロ

楽 園 =原市本町1512 62-2188

″(斃) 4 三 原 ニューステーションホテル 三原市本町1512 64-0018

22 愛   知
成年女子 3 童

ロ
楽 園 =原市本町1512 62-2188

″(贈) 4 三 原 ニューステーションホテル 三原市本町1512 64-0018

23 重

成年女子 3 童
ロ

楽 園 一原市本町1512 62-2188

″(贈) 4 三 原 ニューステーションホテル 一原市本町1512 64-0018

少年男子 4 三娠買ニュ_ス テーシヨンホテル 三原市本町1512 64-0018

24 岐   阜
成年女子

9 旅 館  千 年 荘 一原市宮浦 3丁目174 63-5086

少年女子

25 滋   賀

成年男子

９

″ 城 館 一原市城町77 63-5105
成年女子

少年男子

少年女子

26 京   都 成年女子 29 恵  幸  ハ  ウ ス 三原市幸崎町能地5361 69-1240

27 大   阪

成年男子

９
“
９
し ホ テ ル 伊 曽 美 三原市城町73 62-4444

成年女子

少年男子

少年女子

28 兵   庫 成年女子 24 セ ンターホテル三原 一原市城町227 62-1234

29 奈   良 成年女子 17 浮  城  別  館 三原市城町10-3 63-4584

30 和 歌 山 成年女子 8 ビジネ ス旅 館  松野 三原市東町3931 64-2500
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NQ 都道府県名 種  別 宿舎番号 宿   舎   名 所   在   地 TEL

31 鳥   取
成年女子

９
一
９
一 ホ テ ル 伊 曽 美 三原市城町73 62-4444

少年女子

32 島   根 成年女子 30 萩 之 荘 三原市幸崎町能地 60-0019

33 岡   山

成年男子

24 セ ンターホテル三原 三原市城町22-7 62-1234
成年女子

少年男子

少年女子

34 広   島

成年男子

29 恵  幸  ハ  ウ ス 三原市幸崎町能地5361 69-1240
成年女子

少年男子

少年女子

35 山   口

成年男子

23 山 根 旅 館 三原市城町76 62-2656成年女子

少年男子

36 香   川

成年男子

″
■
９
“ セ ンターホテル三原 =原市城町22-7 62-1234

成年女子

少年男子

少年女子

37 徳   島 成年女子 17 浮  城  別  館 三原市城町10-3 63-4584

38 愛   媛 成年女子 17 浮  城  別  館 =原市城町10-3 63-4584

39 高   知 成年女子 17 浮  城  別  館 三原市城町103 63-4584

40 福   岡

成年男子

″
生
９
“ セ ンターホ テル三原 三原市城町22-7 62-1234

成年女子

少年男子

少年女子

41 佐   賀 成年女子 17 浮  城  別  館 三原市城町103 63-4584

42 長   崎
成年女子

23 山 根 旅 館 一原市城町76 62-2656
少年男子

43 熊   本

成年男子

20 ホ テ ル 灯 台 三原市城町602 64-1015

成年女子

少年男子

少年女子

44 大   分 成年女子 18 あ づ ま 旅 館 三原市城町2-12 62-3744

45 宮   崎 成年女子 18 あ づ ま 旅 館 三原市城町212 62-3744

46 鹿 児 島 成年女子 23 山 根 旅 館 三原市城町76 62-2656

47 沖   縄 成年女子 23 山 根 旅 館 三原市城町76 62-2656
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《 10月 13日

★ Aコ ー ス ーーー 臨時便路線パ ス
(25分待機)   (5分 停車 )

(日 )

(市 営バス )

(月 )    シ ャ

(市 営バス)

2分

一

シ ャ  トフレバ ス 1■Eィテ豪姜 》

「
………………:5 分
i待 機 場 所 |―
1   _      : _

(時 刻 表 )

3分 18 分

(35分停車)

◎運行については変更することがあり
ますので、係員におたすねください。

18 分
一

★ Bコ ーー ス ー ー 貸 切 バ ス (中 型 )
(25分待機)   (5分 停車 )

《  10月 14日

★ Aコ ー ス ーーー 臨時便路線バス
(25分待機) (5分 停車 )

● II● ■
三 原 駅

坐 圧 ≡ 互 ∃ 坐 匝 憂 垂 ∃ 坐 匡 互 互 ヨ

(時 刻 表 )

便 数 三 原 駅
(発 )

リージョンプラザ 帝人体育館前 三原運動公園
(着)   (発 )

帝人II育 館前 リージョンプラザ 三 原 駅
(着)

l 8:20 8:23 8:24 8:45 9:20 9:41 9:42 9:45

2 10:20 10:23 10:24 10:45 11:20 11:41 11:42 ll:45

3 12:20 12:23 12:24 12:45 13:20 13:42 13:45

4 14:20 14:23 14:24 14:45 15:20 15:41 15:42 15:45

5 16:20 16:23 16:24 16:45 17:20 17:41 17:42 17:45

トル バ ス =コ
EィTヲ疑  》

III■■ 三原駅墨
(時 刻 表 )

★

鸞「 こ饉 J回 生 回 坐 躙
(時 刻 表 )

便 数 三 原 駅
(発 )

臥 竜 橋 三原 高校 千口 田 口 園
発
公
く
動運原

＞
三
着

不口 田 口 三 原高 校 臥 竜 橋 三 原 駅
(着 )

l 9:20 9:23 9125 9:27 9:45 (匡コ 送 )

11:20 11:23 11:25 11:27 11:45 12:20 12:38 12:40 12:42 12:45

13:20 13:23 13:25 13:27 13:45 14:20 14:38 14:42

(回 送 ) 15:45 16:20 16:38 16:40 16:45

便 数 三 原 駅
(発)

リージョンプラザ 帝人体育館前 園
発
公
く
動運原

＞
三
着

帝人体育館前 リージョンプラザ 三 原 駅
(着)

l 10:20 10:23 10:24 10:45 11:20 ll:41 11:42 11:45

12:20 12:23 12:24 13:20 13:41 13:45

14:20 14:23 14:24 14:45 15:20 15:41 15:45

◎運行については変更することがありますので、係員におたずねください。

便 数 三 原 駅
(発 )

臥 竜 橋 三原高校 和 田 口 園
発
公
く
動運原

＞
三
着

千口 田 □ 三原 高校 臥 竜 橋 三 原 駅
(着 )

1 7:20 7:23 7:25 7:27 7:45 (Enll 送 )

2 9:20 9:23 9:25 9:27 9:45 10:20 10:38 10:40 10:42 10145

11:20 11:23 ll:25 11:27 11:45 12:20 12:38 12 12:42 12:45

4 13:20 13:23 13:25 13:27 13:45 14:20 14:38 14:40 14:42 14:45

5 15:20 15:23 15,25 15:27 15:45 16:20 16:38 16:40 16:42 16:45

(匡コ 送 ) 18:20 18:38 18:40 18:45
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《  10月 15日

★
(へ黒Jス (5分轟

'便

路線パス

●II■■ 三原駅雄
(時 刻 表 )

★ Bコ ーー ス ー ー 貸 切 バ ス
(25分待機)   (5分 停車 )

シ ャ  ト ル バ ス
=■
[ィテョ疑

18 分

(35分 停車 )

◎運行については変更することがありますので、係員におたずねください。

(火 )

(市 営パス )

(中 型 )

3分: ~~~~~:5 分
1待 機 場 所 |←―

(時 刻 表 )

《  10月 16日

★  A コ ー ス ー ーー 臨時便路線バス
(25分待機)   (5分 停車 )

リージョンプラザ
■≡≡≡≧L帝

人体育館前

=≡
≡望≡L運

動 公 園

(フK)

(市 営 バ ス )

シ ャ  トル バ ー ■■Eィ予 表  》

● II● ■
三 原 駅

■ 睡正三董三亜∃

(時 刻 表 )

18 分

便 数 三 原 駅
(発 )

臥 竜 橋 三原高校 和 田 口 三原運動公園
(着)   (発 )

千口 田 口 三原高校 臥 竜 橋 三 原 駅
(着 )

1 9:20 9:23 9:25 9:27 9:45 (Eコ 送 )

2 11:20 11:23 11:25 11:27 11:45 12:20 12:38 12:40 12:45
3 13:20 13:23 13:25 13:27 13:45 14:20 14:38 14:40 14:45
4 (匡コ 送 ) 15:45 16:20 16:38 16:40 16:42 16:45

便 数 三 原 駅
(発)

リージョンプラザ 帝人体育館麟 三原運動公園
(着)   (発 )

帝人体育鼈膚 リージョンプラザ 三 原 駅
(着)

1 10:20 10:23 10:24 10:45 11:20 ll:41 11:42 11:45

2 12:20 12:23 12:24 12:45 13:20 13:41 13:42 13:45

3 14:20 14:23 14:24 14:45 15:20 15:41 15:42 15:45

便 数 三 原 駅
(発 )

臥 竜 橋 三原高校 和 田 口 固
発
公
＜
動運原

＞
三
着

和 田 口 三原 高校 臥 竜 橋 三 原 駅
(着 )

1 9:20 9:23 9:25 9:27 9:45 (匡コ 送 )

2 11:20 11:23 11:25 11:27 ll:45 12:20 12:38 12:40 12:42 12:45

3 13:20 13,23 13:25 13:27 14:20 14:38 14:40 14:42 14:45

4 (匡コ 送 ) 16:20 16:38 16:40 16:42 16:45

★ Bコ ーー ス ー ー 貸 切 バ ス (中 型 )
(25分待機)   (5分 停車 )

● II● I豊 三 原 駅
坐 匡 ≡ 互 ∃ 坐 匝 憂 垂 ∃ 坐

(時 刻 表 )

便 数 三 原 駅
(発 )

リージョンプラザ 帝人体青館自 三原運動公園
(着)    (発 )

帝人体育館H‐ リージョンアラザ 三 原 駅
(着)

l 10:20 10:23 10:24 10:45 11:20 11:42 11:45

2 12:20 12:23 12:24 12:45 13:20 13:41 13:42 13:45

3 14:20 14:23 14:24 14:45 15:20 15:41 15:42 15:45

◎運行については変更することがありますので、係員におたずねください。
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療 救 護 に つ い て

1.傷病者が発生 したとき
(1)競技会場
競技会場に救護室を設置し、医師または看護婦および係員を配置してますので救護室に申し

出てください。

なお、重症患者については、救急車で医療機関に移送いたします。この場合、必ず監督等

関係者の添乗をお願いいたします。

(2)宿  舎
宿舎に申し出てください。その場合必要に応 じて医療機関を紹介いたします。

救急車で医療機関に移送する場合は、必ず監督等関係者の添乗をお願いいたします。

2.治療の受け方
救護室では、応急処置及び軽易な手当を行います。重症患者については、医療機関に移送

しますが、医療機関で治療を受けるときは、保険証を提示するとともに救護係員発行の「受

診依頼書」を医療機関へ提出してください。

3.治療費の負担について
(1)救護室および救急車において要した費用を除く医療費は、すべて受診者負担になります。

(2)医療機関に保険証を提示しないで受診 した場合は、医療費の全額が受診者の負担になりま

すので、必ず保険証をご持参ください。

医 療 機 関 等 一 覧 表

【指 定 】 (市外局番 0848)

医 療 機 関 名 診 療 科 目 所 在 地 電 話 番 号

土 月巴 病 院

内・外・整・皮・泌・理・

放・神内・脳・麻 0形成外・心lllb・

呼外0呼 0循 07肖・眼

城田丁8 - 7 64-1212

三 原 赤 十 字 病 院

内 0小・外・整・皮・泌・

婦・産・眼・耳・理・放・

循

東町 4220 64-8111

興 生 総 合 病 院

内・脳・ 胃・ 外・ 整0皮・泌・ 理・

婦・産・ 麻0眼 0放・歯・心血外・

形成外・ 精・ 神・ 理・ 耳・ 小

皆実町 1427-1 63-5500

三 原 市 医 師 会 病 院

内・小・外・婦・眼・耳 0

放・麻 0整・理・肛 宮浦 1丁目5-7 62-3113
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宿 泊 に つ い て

宿泊については、先に各都道府県に送付いたしました第 51回国民体育大会夏 0秋季大会
宿泊要項のとおりですが、特に次の事項に注意 してください。

1.宿泊料金等
宿泊料金、料金の精算、適用の期間は次のとおりです。

(1)宿泊料金 (消費税別)

参  加  区 分
宿 7白 料 金

備 考

1泊 2食 素 泊 ま り

選手・監督

営業宿泊施設 8, 400円 6, 400円 冷暖房料金及び奉仕料

を含む。民  泊  等 7, 300円 5, 300円

上 記 以 外 の 参 加 者 9, 600円 7, 600円
浴衣、丹前、冷暖房料

金及び奉仕料を含む。

(注)民泊等は、旅館業法の規定に基づく営業許可を有 しない転用施設
(企業の福利厚生施設、公共施設等)

(劾 宿泊及び素泊まり
ア 宿泊とは、入宿日の 15時以降、出発日の 10時までの客室の使用をいうものとし
原則として 1泊 2食とする。

イ 素泊まりとは、食事を伴わない宿泊をいうものとする。

G)宿泊料金に係る消費税の取扱い
消費税は外税とする。

ア タ食を欠食した場合

区 分 宿 泊 料 金 消 費 税 計

選手・監督

営業宿泊施設 7, 000円 210円 7, 210円

民  泊  等 5, 900円 177円 6, 077円

そ の 他 の 大 会 関 係 者 8, 200円 246円 8, 446円
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イ 朝食を欠食 した場合

ウ 朝食・夕食を欠食した場合

区 分 宿 泊 料 金 消 費 税 計

選手 0監督

営業宿泊施設 6, 400円 192円 6,592円

民  泊  等 5,300円 159円 5, 459円

そ の 他 の 大 会 関 係 者 7,600円 228円 7, 828円

ほ)欠食控除
宿泊者が朝食を欠食しようとする場合は前日の 18時までに、夕食を欠食しようとす
る場合は、当日の 9時までに宿舎に申し出た場合に限り、それぞれの食事料金を控除す

るものとする。

幅)宿泊料金の精算
宿泊料金等は、宿泊者本人又は宿泊者の中から定められた宿泊責任者が、原則として

毎日支払うものとする。

ただし、選手・監督及び都道府県選手団本部役員については、出発日に清算すること

ができるものとする。

16)適用期間

宿泊料金の適用期間は次のとおりです。

平成 8年 10月  8日 (火 )15時 から10月 18日 (金 )10時 まで

2.宿泊の変更及び取り消し
宿泊の取り消 しは、次のとおりです。

(1)入宿前にあたっては、宿泊申込代表者が、ファクシミリ又は速達郵便で広島県宿泊本

部へ連絡するものとし、その効力の発生時期は当該連絡を受理 した日時とする。

区 分 宿 泊 料 金 消 費 税 言十

選手・監督

営業宿泊施設 7, 800円 234円 8, 034円

民  泊  等 6, 700円 201円 6, 907円

そ の 他 の 大 会 関 係 者 9, 000円 270円 9, 270円
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(2)入宿後にあたっては、宿泊責任者が当該宿舎へ直接申し出るものとし、その効力の発

生時期は当該申し出のあった日時とする。

3.宿泊取消料
(1)選手・監督の取消料金

選手・監督が競技開始後において、競技の都合により宿泊を取り消す場合は、次のと

おりとする。

宿 泊 取 消 しの 申 し出 区 分 取 71: 料 金

宿 泊 予 定 日当 日の 12時 まで 不 要

宿 泊 予 定 日当 日の 12時 以 降 1人  4,500円

(2)宿泊を取消 したり場合の取消料金は次のとおりとし、宿泊責任者又は本人が当該宿舎

に直接支払うものとする。

宿 泊 取 消 しの 申 し出 区 分 取 71旨 料 金

10月  3日 (木 )ま で 不 要

宿 泊 予 定 日 の 4日 前 ま で 1人 3, 500円

宿 泊 予 定 日 の 前 日 ま で 1人 4, 500円

宿 泊 予 定 日当 日の 12時 まで 1人  6,000円

宿 泊 予 定 日当 日の 12時 以 降 宿 71ヨ 料 金

G)宿泊責任者又は本人が宿泊取消料金を支払うことができない場合は、宿泊申込代表者
が最終責任を負うものとする。

4。 そ の 他

(1)宿舎の変更は、原則として認められないものとし、任意に変更したことによって生じ

た紛議や損失は、変更した者がその責任を負うものとする。

(2)こ の要項に定めるもののほか、宿泊業務の実施に関して必要な事項は、第 51回国民

体育大会夏・秋季大会宿泊業務実施要項に定めるものとする。
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昼 食 弁 当 に つ い て

昼食弁当は、ひろしま国体標準献立に基づいて「指定弁当業者」が調整したものを斡旋し

ます。

i.弁当斡旋期間
平成 8年 10月 12日 (土)～ 10月 16日 (水 )

2.弁当代金
1個  824円 (消費税を含む)

3.弁当の申込方法等
(1)宿泊責任者が、前日の 18時までに宿舎に用意 してある「弁当申込書」により宿舎ヘ

弁当料金を添えて申し込んでください。

その際、「弁当代金領収書」および「弁当引換券」を受け取ってください。

唸)申込後の取消 しはできませんのでご了承 ください。

13)宿舎以外での弁当の申し込みはできませんのでご注意ください。

4.弁当の引換え
(1)競技会場に設置してある弁当引換所で、 11時 30分から 12時 30分の間に「弁当
引換券」と交換 して受け取ってください。

12)希望された日および指定引換場所以外では、弁当の引換はできませんのでご注意 くだ

さい。

5.食中毒の防止
弁当引換後は、食中毒防止のため速やかにお召し上がりください。
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名 称 電 話 番 号 FAX 設置期間

第51回国民体育大会三原市実行委員会

(国 体 事 務 局 )

67-8321 67-8646 常  設

【競技会場】

競 技 会 関 係 電 話 番 号 一 覧 表

局番 (0848)

【そ の 他 】

△
ム 場 名 施  設  名 電 話 番 号 FAX 設置期間

三原 リージョンプラザ

実 施 本 部 67-8773 67-8646 10/H～ 18

競 技 本 部 拶与 080-99-88491 〃

記 録 室 67-8771 67-8772 〃

サ ン ラ イ フ 三 原 報 道 員 控 室 67-8774 67-8775 ″

【案内所】

△

= 場 名 電 話 番 号 FAX 設置期間

J R三 原 駅 案 内 所 080-99-91885 10/10-16

【練習会場】

△

=
場 名 電 話 番 号 FAX 設置期間

(第 1会場)  帝  人  体  育  館 J書  080-99-89687 10/10～ 16

(第 2会場) 三 原 高 等 学 校 体 育 館 J宅  080-99-91814 10/10～ 16

(第 3会場)  第 二 中 学 校 体 育 館 J寺  080-99-91619 10/10～ 15

(第 4会場)  南 Jヽ 学 校 体 育 館 り宅 080-99-91605 10/10～ 14

(第 5会場)  三 原 イヽ 学 校 体 育 館 り書 080-99-91604 10/10～ 13

名 称 電 話 番 号 名 称 電 話 番 号

原 警
一
察 署 67-0110 三 原 市 消 防 署 62-2101

中 国 タ ク シ ー 64-1919 備 三 タ ク シ ー 64-5454

一昌 士 一父 通 64-1919 幸 崎 タ ク シ ー 69-0118

原 一父 通 64-1919
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市 民 憲 章

わたくしたちは,自然にめぐまれた三原市を愛し,人間の尊厳を尊重し,世界の平

和を願い,よ り明るい,ゆたかな文化のまちをつくるため,力 をあわせてこの意章を

守ろう。

1.健康な市民になろう

1.親切な市民になろう

1.き まり正しい市民になろう

1.人権を大切にする市民になろう

1.活気のある美しいまちをつくろう

市制施行30周年を記念して昭和41年 11月 17日制定され,昭和63年 12月 14日 一部が改

定された。
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第51回国民体育大会
一̈【【〔一　　一二

ン「ヽヽド トン競技会

市 開

広島市バ ドミントン協会

長

長△〓
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副剛

林  正 夫
寺 田 通 夫

坂 田 和 子

岡 本  甫
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理事長
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いのちいつばい、咲きんさいノ

私たちは、全国から広島に集い、生命の躍動を力いっぱい

表現する選手たちを応援します。

そして、

願 張れノノひろしまけん」

広島市バ ドミントン協会

青崎クラブ   み様がくらぶ
安芸区同好会  字品体協BC
ファンクラブ  五日市南BC
可部南     庚午体協
祇園クラブ   楠那体協
倉掛シャトル  亀山南体協
五月ケ丘BC  スリーBC
府中町バドミントン協会

シャトルラン  段原体協
NT丁ネット  中電BC
のぞみ     書かよし
比治山体協   広島シャトル
フェローズ   広島メイツ
日浦体協    舟入体協
フレイマーズ  ベアーズ
美鈴が丘BC  ミント
油谷重工BC  山田体協
ラッキーズ   リバークラブ

FBC
WINK
NNES
観音西体協

久地南体協

サークル

広島市役所

白羽根会

中国倶楽部

丁BF
仁保体協

広島エコー

ヒューストン

舟入リバー

真亀体協

ミッキー

吉島体協

ラブシャトル

NTTデータ
アルファー

井□BC
グリーンC
クリアー

千田クラブ

シャトル I

アップルズ

ダックス

デフバド

西区同好会

古田体協

戸坂体協

フレンズ

翠町体協

南観音BC
吉島東体協

Yシャトル

ASBC
大芝BC
可部体協

神崎体協

祇園西BC
スマッシュ

」BC
スワン

トーナメント

チェリーズ

のぼリ

広島友クラブ

卑弥呼

広島スウィング

皆実体協

まいど―ず

ラブオール

高陽BC
(順 不 同)



第51回 国民体育大会
選手の皆さんのご健闘をお祈りします。

広島市役所バドミントン部

部 長 上 りII孝 明
部  員  ―  同

より速く、より親切に、より確実に
quick sincere sure

世界をつなぐ 0佐サ|1急便グループ

饉:::菫便麟好咽慶社
広島市南区出島一丁目19-20 TEL(082)255-2555



―
メディカル・マネジメント・プランニング・グループ

岡本 甫

甫

税理士事務所

岡本 医業経営コンサルタント事務所

(社)日 本医業経営コンサルタン ト協会

認定登録 医業経営コンサルタント(経営)

登録番号 第01-0478号

税 理 士

〒730 広島市中区大手町五丁目1番 1号 播磨ビル6階
丁EL(082)241-5300   FA× (082)241-6500
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国民体育大会バドミントン競技
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理事長  今 村
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ヒ バレ:ぎ健ゴ ク =ラ

三原市バドミントン協会

祝 第51回国民体育大会の成功をお祈りします

茎種山田クリーエング
な(0848)62‐2318

デジタルもやっばリセルラヽ

中国肪 雷ヽ語

ア ル パ ー ク店

セ ン タ ー街 店

駅 ビ ル 店

広 島 市 南 区 松 原 町 5-15
TEL(082)263-1311
FAX (082)262-1686
ア ル パ ー ク 東 棟 3F
TEL (082)501-1395
FAX(082)501-1397
広 島 セ ン タ ー 街 4F
TEL (082)225-3195
FAX (082)227--4812
広 島 ス テ ー シ ョン ビル 3F
TEL (082)286-2335

店本

スポーツ&ゴルフ

茎瑾Eコ‖董

本   店
駅  前 店
ZAO店
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株式会社金 光 組
本社/〒 723三原市城町21番地の18
TEL (0848)63-1235

昭和ゼネコン株式会社
本社/〒 721福山市大門町野 浜々京田1428の 1
TEL (0849)41-1526

0
第51回国民体育大会バドミントン競技

参カロ選手皆様のこ健闘を祈ります

広島県教職員バドミントン連盟
会長 坂 本 孝 典
役 員 ― 同

0■,コリ

た甘ロタイス酸味も少なく、
お子様にも人気の味で魂

お好み焼を、もつと美昧しくしま島
おいしさは、豊富な野菜と果実。塩分ひかえめ、オタフクお好みソ塚 。

請



広島市初の観光物産館

海 とニノ::―
～
瑯 が 育 ノな

を広島観光の拠点として

市街へも近郊へも
最速アクセス。  _

鮮魚市場・広島食彩館・バラエティー館各ゾーン
では新鮮でお手頃価格の物産品が勢揃い。

乗用車ど顧
=辞

コ×200台
ひろび～ろ駐車場

平和記念公園(市内中心地)から
車で10分、宮島もすぐそこ。
広島観光に最適のアクセスポイ
ント,日本三景のひとつ「安芸の

宮島」もすぐそこ,

〒733 広島市西区観音新町4の 10の 2・・:!ニシキタクシー
営業時間/1F物販店 10:00～ 20:00
2Fレストラン&ゲームセンター 11:00～ 23:00

お問い合わせ/TEL(082)234‐ 1405 FAX(082)234-1408

広島の味と物産を一堂に集めて

賃7月 17日 堂々 ォープン

,プ

ο

,7'几懃%

500

地中海イメージでゆったりくつろげるレストランは
ジユーシ=な焼肉

。お好み焼き・海鮮バーベキュー
から会席料理・幕の内の和食までメニュー盛り沢山。

じィルメ
バイZレ

‐負‐ギー

スカイデウキ

ゼ
〃 物の

合間
tニ

新 ■/考ニ
ニみレド

メイブルプラザヘのアクセス(車 )

●山陽自動車適
広島 ICよ り    25分
五日市LCよ り   10分
0広島駅より     20分
●宮島□より     20分
0平和記念公園より  10分

広島西飛行場観光物産館 メイブルプラザ
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選手諸君の健闘を祈る

創造力が生んだテクノロジー

株式会社 昭 特 製 作 所

本社・工場

京 浜 工 場

福山事業所

仙 台 工 場

0213り |1崎市高津区二子 707

TEL(044)833-3351(D FAX(044)811-7104

3210り |1崎市川崎区扇町 19-1

TEL(044)355-0692(問  FAX(044)355-0608

5721広島県福山市大門町 4-107
TEL(0849)41-33350 FAX(0849)43-9770

0980仙台市宮城野区蒲生 2-2-18
TEL(0222)58-6615《 O FAX(0222)59-4921
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贋重ゝ サムツリー
S

スポーツ

福山市御門町1… 8…13 8(0849)23‐ 1795・ 31‐3654
笠岡店・蔵王店

株式
会社蔵王ゴ■7センリに

福山市蔵王町3049番地
TEL(0849)41‐ 7532・ 41¨5343
FAX(0849)41‐ 7026

―級建築士事務所

N■m日 株式会ネ
広島市中区江波二本松 1丁目9-13 TEL294口 5533(代 )・ FAX233‐ 2068

葬 儀 一 切

三 原 葬 祭 セ ン タ 中 (有)
三原市古城通り2-181

丁EL (0848)62-6060

基礎工事 。山留め工事専門会社

祝

第51回国民体育大会バドミントン競技

翼杉山スポーツ
〒732広島市南区金屋町2-6
丁EL  263-3939・ 261‐ 0790



竹岡 設協力会社一同
参加選手皆様のご健闘を祈ります

住 宅 電 気 工 事 一 式

ト

ル

ド

ン

ツ
ノ
「
ン

カ
椅

べ
室

設計・施工

照 明 器 具 販 売 ・ 取 付

テレビアンテナ取付 。調整 内装工事サニー株式会社

呉市中通 1丁 目 4-11
TEL 24-3232

日本水道協会広島県指定工事店
呉市上下水道工事指定公認
川尻町上下水道工事指定公認

株式会社桝設備工業所
理シ737¨-01

呉市仁方本町 1丁目 5-20
TEL(0823)79-12000
FAX(0823)79-1016

空調設備販売 。施工・移設

東邦電気工事昴
0737 呉市東中央 2丁目7-14

TEL(0823)21-1346

アイ

qlKDD株式会社 愛
コ．晃

防水工事業塗装工事業
〒732本社 広島市南区西蟹屋 4丁目8番 17号
TEL(082)262-31100
FAX(082)262-3081

〒723支社 三 原 市 宮 浦 5丁 目 13-15
丁 EL(0848)67-06900
FAX(0848)64-7823

建設・産業機械レンタル・リース・販売

株式会社 忠
呉市阿賀南 2丁目
TEL  0823 (73)
FA)く   0823 (73)

Ｑ
口万
１
２

２７

４

４

番

１

１

９

５

５

基荘リョ‐
=
山 下 畳 店

TEL 73-7475 呉市本町 8番 8号

丁EL2 1…-55 1 6

タイリレ]葬妻

山下フスマ店彗嚢ユ タ カ建 工
呉市本町 8番 8号

丁EL2 1--55 1 6呉市広白岳2丁目5番 26号



建 設

施 工

発想はいつもユニーク 住みよい住宅とは

「発想はいつもユニーク」とは、ただおもしろいというだけではなく、

型にはまらない柔軟性を持つという意味です。無数にある敷地の形状に

あわせ、敷地に負けない平面計画、住む人の心と身体の動きに沿った個

性ある空間作りに、この柔軟性は欠せないのです。そして、その結果と

して、たったひとつしかない私達の家というユニークさが生まれてきま

す。

「住みやすさ」とは、家族の動線、設備で判断 しが

ちだが、それ以前に、
｀
気持ちのいい住宅

″
だと思

うのです。

平面計画が、単純明快な家ほど、気持ちがいいも

ので、気持ちがいい住宅とは、
い
居心地のよさ

″
が

あるとも言えるのです。訪客があっても、居心地が

よくて、ついつい時間がたってしまったというよう

に、人の心を和ます住宅でなければ、人が住みやす

い住宅とは言えないと思うのです。

参加選手皆様のご健闘を祈ります
・̈ Tak●●ka Group

●建築施エー竹岡建設 (建設部・土本部・不動産部 )

●建築設計‐建築工房 K ●ステンレス施エーCBC
呉市本通 1丁目5‐ 22

TEL 23-7535

YHH
ap

〒732広島市南区大州5-1-10
TEL:(082)284-4134 FAX:(082)283-8490
福山支店 :〒 721福山市引野町 3… 1-24
TEL:(0849)41-4134 FAX:(0849)41-0357

呉営業所 二次営業所 尾道営業所

人・間・空・間 た い せ つ に

TEL:(082)2231710(代 表 )

住まいの夢を創る

…
7rrfrrr7。 株 式 針

〒730広島市中区白鳥九軒町2115(講談社 ビル5F)電話 (082)223 611l FAX(082)2111367
ショールーム 広島市 中区 J:八 丁堀 810(日 本生 命 ビル内 )電 話 (082)227-7701

DAIKEN

株式会社 ブく,
株式会社 大協硝子建材

● 株式会社YKK AP広島
大協不動産センター株式会社

ビル用 0住宅用サッシ
ガラスエ事

ショップフロントエ事
エクステリアエ事

他ガラス・アルミ建材一般

●本社/呉市東中央 1丁 目9番 2号
TEL(0823)25-5191
FAX(0823)25-5101

1` 株式会社クラタクリエイト
〒731-43広島県安芸郡坂町12024番地の10

TEL(082)885-1511
FAX(082)885-3434

生活ごこちを、カタチにしま丸

ハ
） sunwave

中国支店 呉営業所
サンウエーブエ業株式会社  〒737呉市中通り1丁目2番 13号

TE L0823-24-271l FAX0823-24-2807

設計事務所

S Takeoka Architect Atelier



第51回 国民体育大会 広島大会

金 海洋電子工業鰈)
■本    社   〒236  神奈川県横浜市金沢区鳥浜町12-51

TEL 045-771-1241(代) FAX 045-771-1248
■広 島 事 業所   〒724-07広島県呉市郷原町字一ノ松光山2507-915

TEL 0823-77-1241(代) FAX 0823-77-1435
■佐世保事業所   〒857-04長崎県北松浦郡小佐々町黒石免字小島339-61

TEL 0956-68-341l      FAX 0956-68-3449

■ 舞鶴 出張 所   〒625  京都府舞鶴市行永東町21-17
TEL 0773--64-5797     FAX 0773--64-5797

■ 大湊 出張 所   〒035  青森県むつ市中央町2-11-7
TEL 0175--29-1177       FAX 0175--29--1177

■ 入 間 出張 所   〒358  埼玉県入間市豊岡1-2-21
TEL 0429-62--0888       FAX 0429--62--0888

物 流 商 品

トナミ精急便

り:■万
'「

糟患便

ノ

55=顔 灯

力

"宅
配便

卜J=航空1更
西己送ゼ夏升

トナ三ヨl越硬

月十 摯髪
=」
Ч
=

(t*traiitfi
∞ Ξ層

国際航空輸送
回鷹多JJトビユ
けミVA‖象ツトプー出

eト ナ三運輸
・広 島 支 店 TEL(082)277-1073 ・福山営業所 TEL(0849)54-2237

・西条営業所  TEL(0824)23-2723  ・尾道営業所  TEL(0848)46-1700

トナミ運輸は、みなさまのさまざまなニーズにお応えしてゆきます。



川 上 時 計 店
時計・宝石・ メガネ

世羅郡甲山町甲山1-1
TEL  08472(2)0367

応援します″

久井町バドミントン同好会
代 表 下 正浩 〒722-14 広島県御調郡久井町坂井原

多多
リーションは美ι

。ゎ1
や`
つ二
′

ヽ
と0
●ハ

屋内タト看板・フラスチックカB工・コンピューターカットマーキンク
゛

き 丼 ビ」ュF―P
〒723三原市不□田町70776(0848)64‐1578官 64-0573

三 原 市 医 師 会 併設施設 臨床検 査 セ ン ター

休 日夜間急患診療所

訪間看護ステーション

三原市医師会病院
三原市宮浦―丁目5-7

電話代表 62-3113

会 長 山 下 圭 司

院 長 坂 田 正 之

も



祝

第51回 国民体育大会ひろしま国体
尾道市バ ドミントン協会
会長 木 曽 真 理行

陸 運 局 指 定 整 備 工 場
全メーカー新車、中古車販売

有限会社パピモ~タース
〒729‐04広 島 県 豊 田 郡 本 郷 町 本 郷 4196‐ 1
TEL(0848)86口 5566(代 )FAX(0848)86‐ 3410

〓〓
=〓
:A崎フK産

株式会社大崎水産●〒733広島市西区草津港1丁目9番 39号●277-1291(代 )

(総合建設業)
■  ■

=▼=
MASUTANI
益谷建設株式会社

〒 723広 島 県 三 原 市 港 町 869番地
TEL (0848)64-4630
FAX (0848)62--5914

「私たちは、限りある資源を有効に利用し、

環境にやさしい包装材を創造し、社会に提供します。」

福山市駅家町大字下山守160-10
TEL(0849)76-1101
FAX(0849)76-6412

■v甘
三 原 市 本 田11413-2

丁 EL64-8383
ヤッサ ヤッサ

名 物 で す

や 。お 伊 薔■rt_鈍



大 原 食 料 品 店
大 原 四 郎

大 原 博 文

―原市皆実町1298 TEL62‐ 2650

お土産 0お荷物のお届けは、

ゆうパックで !

一一 あなたのまちの郵便局 一―

<e>山 陽電気設備株式会社
代表取締役 逸 見 祐 次

広島県三原市皆実町 1855番地の14

編幽康職

′『ダミントン部

創業83周年
ジュエリー&ウオッチ

●天満屋 (lF)

●全ハピータウン東福山店 (3F)

●合ハビータウンみどり町店 (3F)

●アクト神辺店 (ミスターマックス)

●丼原ポニー店 (lF)

●キヤスパ店 (lF)

●営業本部 (本通り)

a0849‐23¨0899

大会会場にて、

引受け中 ノノ

技＝朋ン
トンヽヽ

「岬
　
ガ

民国回５第



第51回国民体育大会
バ

住好 健司
亀谷 直樹
十1L 勝表
掛
'll 
孝親

久保口栄治

垣内 一男
洒井  エ
森岡 義貴
平   勉
末竹 賢―
旱間智佐子

石 ,11真美江

吉,II 由紀

湯浅 真也
地西 清隆
平  丈子
舘野 工子

ドミン トン競技会

三
原

ク

ラ
ブ

向口 Jヽ友子
吉夕ll 由美
吉口  薫
十出 弘子
土井 美幸
大容 益江
稲永 尚美
向井 明美
仲 多美子
沖  恙子
出木 恙子
大り|1 敏子
高原佐知子

岡崎唯美子

難波希已子
佐藤 真弓

ようこそわがまち三原へわたしたちも応援します′

-111-



健闘を祈る ′′ F日日
ビルの総含管理

電気・空調設備管理、警備保安業務、建物内外清掃業務、サービス業務

彗覆不ニビJしりLビス
代表取締役 澤 田  誠

TEL(082)221-3757(イ t)広島市中区八丁堀15番 10号

岡山支店 〒700岡山市柳町 1
福山支店 〒720福山市霞町 1

丁目 1-1
丁目 1-1

住友生命ビル内 a(o86)232-9500
信 愛 ビ ル 内 ●(0849)22-5051

三原国際ホテル
KOKSAl

〒723三原市城町血 TEL(0848)63-211lω

本社/三原市新倉町646

(代 )● (0848)66‐ 3131

〒723‐01

FAX66‐3711
本社住宅大ショールーム/三原市新倉町348 〒723・ 01

●(0848)66‐ 4799 FAX66‐ 3711

株式
会社

RCC三原やつさ住宅展モデルハウス/三原市明神町289 〒723

●(0848)67‐ 731l FAX67‐ 7311

サッシ・シャッター・硝子工事・建築家具建具・製造販売施行・総合建設業・木造住宅・ビル建築・不動産の売買

(0723‐01)三原市新倉町646
電話ω840代表66‐3511番
電話ω840代表66‐1122番
電話ω840代表66…1125番
FAX 0840代表66…1126番

ご結婚式・パーティ・ご宴会・会議 0催場

≡原クランリ [L晨
三原市城町602番地 TEL(0848)62‐5288(代 )

●三原駅より東へ200m

●

ご婚礼予約受付中



祝 第51回 国民体育大会

「暮らしに自然が帰つてくる」

トスコの麻。

◎ 営業種目

トスコ印高級麻製品

紳士・婦人スーツ・婦人服地・ワイシャツ

プラウス・ハンカチ・シーツ・ユニホーム 他

トスコグループ

本   社 〒722尾 道 市 東 尾 道 10番 地 3
丁EL(0848)20-2720  FAX(0848)46-2723

三原営業所 〒723 三 原 市 城 町 2番 地
下EL(0848)62-7371  FAX(0848)62-6407



ジャスコ新三原店2階 (城町602-58)● (0848)62-8845

～

月 火 水 木 金 土 日

AM10:00～ 1:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○

PM 2:30-7:00 ○ ○ ○ ○ ○

(休診日―水曜日午後 。木曜日・祝日)

彗瑾 メL

ｏ

大

凍． 冷

〒723 三原市中之町4378-3
TEL (0848)62-5330
FAX (0848)62-2602

MENIS BOUTIQUE

曇冒Eス
ベてを

 ナ ソ ′1
〒723 三原 ていじんサンロード
PHONE (0848)62-4056

有限会社

代表取締役 渡  辺  貞

広島県三原市港町2235-37

み 大  学
三原 市 円― 町 1882-30
● (0848)62-3546

難 波 産 婦 人 科
難 波 幸 一

二原 市 円― 町 1853
電話(0848)62-7375(代表 )

色べてなわさtO 萬口製
期 間 9月上旬～10月 中旬

向 田 観 光 梨 曰
高田郡甲田町井才田  電話 (0826)45-3770

寝・生活館
■営業時間     〒723 三原市宮浦3丁目6-19
AM10:ΩQ～PM7:00 ●0848-62-0011(代 )く水曜定休>

代表取締役 森 田 博 文
本 社 三 原 市 宗 郷 町 263
8(0848)64-3824

営業所 東広島市八本松町飯由2840-6
●(0824)28-5735

圧亜亘]午前&00～午後1230 
。午後300～午後730

巨亜亘]午前 休診 。午後3:00～午後7:30

匡亜亘]午前8:00～午後3:00
日曜 。祝祭日 休診

上畠接骨院 言罵b厨諄品占
夢いつぱいの贈り物の店

HARKAABJカ

三 原 店

三 原市 宮 浦 5丁 目2-6
面 フリーダイヤル0120-00-6083
TEL 0848-62-3030
FAX0848-67-5152

崚川

「

れU口r

■力 EL
三原市城町マリンロー ド

0(0848)62-4038

歯
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日産サ
=―
福山

取扱い車種

三原営業所
●サニー ●ルキノ ●ルキノS‐RV
●プレセア ●レパード ●セフィーロ
●マーチ 0シルビア ●プリメーラ・カミノ
●ラシーン ●ミストラル ●セレナ
●ラルゴ ●ウイングロード ●ニッサンAD
●セレナカーゴ ●バネットバン
●バネットトラック ●ニッサンAD MAX

●(0848)63‐3030
三原市皆実町

SUNNY

ビル 設 備 の総 合 コ ンサ ル タ ン トです 。
(電気 ・空調 。ボイ ラー・冷凍機 ・防 災設備 ・清掃 ・パ ソコ ンシステム )

お気軽 に相 談 下 さい。

株式会社サービスセンター
〒723広島県三原市宮沖町681‐3 丁EL(0848)63‐ 0022

FAX (0848)62‐ 5766

竹原市ノヾ ドミントン協会

会 長 茂
同一

山
員
桐
役

日

ル

株 式会社

代表取締役社長

本 社 /三 原 市 深 町 1844-1
TEL(0848)63‐ 1073
FAX(0848)64¨ 4127

木 茂
常石営業所/広島県沼隈町常石 1083

TEL(0849)87-3005
FAX(0849)87-0594

医療機器専門の業者とし

て、当社は斯界の情報収

集。知識の研鑽・アフター

の整備に勉め先生方の治

療の一助ともなればと心

掛け努力致して居ります。

医科 器材・ 物療器械・ 水治療器・ レーザ ー治療器・ 中古機器

SSP機器・ ロー リング機 器 。開業設備 一式

KoK。西日本メディカル
広島市西区三篠町1丁目16番 15号 (植野ビル)

可
DIttL1082)238‐

5682 FAX1082)238‐ 5682

★フリーダイヤル >80120‐238568

大同建設株式会社
本社/広島県三原市沼田東町七宝822(〒 723…01)
TEL/ (0848)66… 2525  FAX/ (0848)66‐ 1555



εLi離
(株)駅前広島屋
本 店  広島市中区国泰寺町1丁目3‐16

TEL(代表 )246‐9888

駅前店  広島市南区松原町8‐ 11
TEL(代表 )262-2235

広百店  広島百貨店lF
TEL(ft表 )263-3377

外商部 広島市中区国泰寺町3‐16
TEL246‐ 9888

西条店  東広島市西条栄町5-8
TEL23-9933

苛珠層
4曇評就 1「

可部
…

めがね

宝 石

駅前店 :〒 723三原市城町 16‐ 5

t, (FAX1 62‐ 2791

宮浦店 :〒 723三原市宮浦4‐ 9…18

8 (FAX)63-3151

第51回 国民体育大会
バドミントン競技

新谷内科胃腸科医院

三原市港町乙849-160

TEL (0848)64-5353

おぃしい生活

llヨ ZEll■

日 港  町  店/8(64)-7550
日 西  町  店/8(63)-4198
日 糸  崎  店/8(64)-2620
日 本  郷  店 /● (86)-5450
日 瀬 戸 田 店/8(7)-3173
日 パルディ皆実店/8(64)-6800
日 パルディ東野店/8(5)-3134

●本部/三原市宮浦 6丁目 1番地の160862-6205

広島県バドミントン協会専属トレーナー

ほり鍼灸接骨院

院  長
鍼灸学士 学

施 術 所

〒737-01
呉市 広 古 新 開 二丁 目16-20
電 話 (0823)74-2112番

呉 市広 古 新 開 二丁 目16-20
電  話 (0823)71-2400番

宅

・０‐
７３７

白
口

一Ｔ

喫茶・ 大浴場・ 宴会・ ビアガーデン

広島空港より車で15分



“損 害保 険 も生 命保 険 も "

オフィス・オカムラ
代表 岡 村 文 雄

事務所 三原市皆実町1854-5
日本火災三原支社 内

a(0848)64-3443

土木・管工事一式

(有)田 中 設 備
田 中 智 雄
三原市宮浦6丁 目H-2
● (0848)63-9273

妄会・魚介lll井 会事

ひなざり
呉市中通3丁 目(イ ズミ裏)TEL 21-5294

有限会社 推ト
代表取締役 掛 本 勝 士

広島県三原市和田町7330番地

TEL(0848)63-0678

居 酒 屋

どんどん
上 土 輝 昭

三原市港町656-3 864‐0570

高山ペットショップ
三原市館町1598-1 ニクムナ
TEL(0848)62-2967
FAX(0848)62-0091

活魚料理

ひ

・御宿泊

な ど り荘
代表取締役 小 出 伝 次

〒737‐13広 島県安芸郡倉橋町堀切橋
113L  54-1691  FAX 54-2077

硝子・サッシ 。鏡・籐家具・小物

ラタンや ま ね

有限会社山根ガラス

=原市西宮町822-1 8(0848)62-6386

手作り お遮、くろの味

同ヘラウエ食品
広 島県三原市 明神 町 301-9
丁EL(0848)62-5455

姉妹店 ミニ・チャム (市役所前)
TEL(0848)67-5600

品質を誇る信頼のスポーツ専門店

三原市宮浦 2丁 目
丁EL 64-3606(代表 )

営業時間 AM10:00～ PM8:00

年中無休 ミハラスポーツ

=』
Lヨユポーリ
デニユJLウコ

SPORTS G00DS

闘日本中学校体育連盟推薦
闘日本中学校体育連盟登録マーク付

lcan陽0
第一菅公販売株式会社
〒721福 山 市 卸 町 13番 5号

電話 福山(0849)代表 20-3580
FAX福山(0849)20-3995



マ ツ オ 薬 局
株式会社 正田文華堂

ジーンズ&カジュアル ジーンハット
三原交通株式会社
くすりのタイムベビーランド

有限会社 古 庄 工 業
サンルージュ

お酒の店 新
株式会社 サ ン 電

山 陽 コカ 。コ ー ラ ボ トリン グ 株 式 会 社
SANY0 00CA‐ 00LA 30TTUNe CO,LTOく コカ・コーラ指定会社〉
Coca‐ CO崎 とcok●は,he Coca‐ cOは Companyあ 登録商標です

曇

爆

谷

社



野米穀はぶ璽“
20-"一
"-25

〒729-04広 島県豊田郡本郷町大字本郷 5056
丁EL 0848--86--2033  FAX 0848--86--4477小さな町の小さな米屋が

みなさまのお役に立つよう、
お米のハプ(拠点)に なることを
めざしています

木製建具・ 家具・ サッシ・ 販売施工

旦
ハ

豊 田郡 本郷 町 本郷 5178-16
● (0848)86-2202

ジュエリー・ 三原市城町 610東 館 lF 8 0848-62-8247 FAX 0848-64-2575
ウ ォ ッチ・ 三原市糸崎町三菱正門前  80848-62-3405

天 野 歯
院 長 天

木・土曜午後 休診
日曜 。祝日  休診

豊 田 郡 本 郷 町 2丁 目

・ 口 腔 外 科

科 医
野 茂 彦

(予 約 制 )
●(0848)86-2 105

一 般 図 書・参 考 書・心 理 検 査 全 般

輩 金 森 書 店 御幸店
〒 720福 山 市 御 幸 町 森 脇 401-1
TEL(0849)55-5226
FAX(0849)55-6573

銅畠 0貴金属・バッジ。カップ・ トロフィー
。

花瓶 。その他各種記念品

店

所

場

業

本

営

工

(有)イデ籐久芳壼
広島市中区鉄砲町10-13
福 山市 古 野 上 町 4-3
賀 茂 郡 福 宮 町 久 芳

丁EL(082)228-23650
丁EL(0849)21-3188
TEL(0824)35-2029

有機肥料米

Ｅ
■

■

Ｅ

Ｅ

Ｅ

■

酒



参加選手皆様の

ご婚蘭を″ ります

福山ミセスバ ドミン トン 栄

同一

上

員

む面
△
〓

長〈〓

(社 )全 日本愛鱗会

広 島県支部福 山分会
分会長 毛 利 和 夫
〒720-24福山市加茂町上加茂4-7
TEL(0849)92-4853

Tつ ちはじ歯科医院
〒 723 広島県三原市宮浦 5丁目6-4
丁EL(0848)62-1044

三原市 歯科 医師会

読売新聞須波直配所

躍
訓
読売 l口  Cロ 須波

〒723 三原市須波西 町 2432-12

TEL(0848)67-0632
FAX(0848)67-0632

代 表 西 原 孝

柏 接 骨 院

診療時間

AM8:30～ AMll
PM3:00～ PM6

三原市和田町7372-22

柔道整復師 柏   弘
丁EL(0848)62-6568

０

　

０

３

　

０



スポーツ用品の

(有)豊栄堂運動具店
〒723 三原市宮沖町384(三中前)TEL(0848)62-3642 FAX(0848)62-3649

HOEID0
〒723 三原市宮浦三丁目24-9 TEL(0848)67-5225 FAX(0848)67-5233

広 島 県 富 貴 蘭 会

事務局 欄末広堂本店
〒720-21福 山市外神辺 町駅 前
80849--62--0162
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広 越 株 式 会 社 〒730広 島市中区富士見町4番 9号 α
082)243-7171



住む人と調和するトステムのサッシ

テム株式会社
〒732 広島市南区稲荷 町 1-2東 邦生命 ビル

パソコンから大型汎用機まで情報機器のことなら何でも Jl)11lE:J「 11ngョHE'"'1「
°

株式会社 三原システム エンジエアリング
本社 〒723 三原市和田町6459の2  電話(0848)63‐5584

FAX(0848)64…8751

夕を制す J

体育施設の総合メーカー

広島県福山市引野町5丁目4‐23
8084041‐ 0230(代 )FAX(0849)41‐3099

広島市東区矢賀新町5丁目7‐17
8082)285‐ 1633  FAX0802836866

大阪支店 東北営業所 名古屋営業所 福岡営業所 沖縄営業所

ヌボーツスピリット

日本バ ドミントン協会検定品製造工場

国際体操連盟公式競技認定品製造工場

日本体 操協会 器械器 具検 定 工場

日 本 体 育 施 設 協 会 加 盟 工 場

tUD‐劇鷹請″
本  社

広島営業所

窓の結露防止と部屋の断熱に。ο ο
ASAH:GLASS cOMttY

■四
"Fび

ヤ グ

ンバラ
※現状のサッシをそのままでガラス丈の交換も可能です。

※冬場の結露がほとんどなくなります。

※「サンバランス」は夏の外気の遮熱にも効果があります。

ス

ス

ラ

ン

旭 11薯モFL(株) 圧:[壽饉吉:裳所  駄 8:ら:ら:,I:3,子
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印刷文化をハイテクでクリエイトします

PR誌
商業新聞

会社案内

自費出版

コミック誌

チラシ

社内報 バンフレット

DM
ポスター

チケット

書籍・刊行物

情報誌

記念誌 名鑑。名簿

プログラム

カタログ

コンピューター連続伝票

包装紙

ラベル

カレンダー

帳票/封筒

名刺

その他事務用

ァレフォンカード

看板/幕/旗

印刷物
タオル

のぼり

クリエイティブファクドリー 企画・立案,デザイン～印刷

PRANNING浅 ′′″VrヽG

翡メデfアーツ

・帯ど65瑯62-2022ω礎写i14
HEAD OFFIC[0広 島県尾道市新浜l112

お品あ22-4124屁金う24-2023
MlHARA OFFICE● 広島県三原市本町14003

潟品あ62-2223 尾金お62-2144
■尾道営業所・TEL(0848)22-4101  FAX(0848)24-2023

来

|

O



しなりの比較(7%up)

「           麗l置1茅
'F:請

る  ~5“
g

トルクの比較 (5%up)

独自のシャフト構造による

抜群のスピード&コントロ¬%
トッププレーヤー向けの

オァルラウンドモカKNORTIX80。

― a― ″ x ε :二 |

XRA601 ¥16,000 Cコ
(フ レームのみ、フルラケントケ~スイ寸)

|‐サイス:XSLlt XSL2、 ∪SL21USL3
●素 |´ ●/ャフトフレーニ、

カーホン]レ |' ト
●シ■プト11φ「 F

:ζ :三質宮
=督

11静 il¬

||||||‐ ‐    |||:1:|:|||‐    ||||||‐
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チ
7‐t7ス弯鷺ツ株下‐=社
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シャフトの長さ(+5mm)



第51回 国民体育大会バドミントン競技

選手役員皆様の御健闘を心からお祈りします

呉市バドミントン協会

名誉会長

顧  間

副 会 長

理 事 長

海上 自衛隊呉バ ドミン トン部

海 洋 電 子 バ ド ミ ン トン 部

呉 青 年 バ ドミン トン ク ラ ブ

呉市役所バ ドミン トン競技部

呉 婦 人 バ ドミン トン ク ラ ブ

警 固屋 バ ドミン トン ク ラ ブ

呉 広 友 バ ドミン トン ク ラ ブ

昭和公民館バ ドミン トン教室

中国化薬 (株 )バ ドミン トン部

金太郎

日新 製 鋼 バ ドミ ン トン部

バブコック日立バドミントン部

広婦人バ ドミン トンクラブ

フェニックスバドミントンクラブ

呉二川バ ドミン トンクラブ

呉マリンバ ドミン トンクラブ

呉わかばバ ドミン トンクラブ

:LBバ ドミン トンクラブ

DIMバ ドミン トンクラブ

雄

成

栄

志

英

和

本

浦

木

本

谷

中

三

中

西

賀

長
人

=



mrzlno
THE WORLD OF SPORTS

軽量チタンコーハ
ル フ〃ハ
シャフト●飛1鋭

″
―

-2ノ
7TB‐66027¥14,000
(フ レームのみ フルケース付)
●フレーム形状/エアロワイドボディー テーバード(先細)
0素材/グラファイト
。重量・グリンプサイズ/4U(80～ 85g)G45

3U(85～ 90g)G45台湾製

サーと次&れ を

重視しハッププレーヤー

に応える軽量色

マスタークロス
¥9,800

C

スタント

7KM‐ 60127ホワイト/スカイカレー×ホロカレー/シルバー
7KM‐ 60167ホワイト/77レーバーカレXホロバー77レ/シルバー

●甲/合成繊維 人工皮革
0底 /ゴム、合成樹脂
0サイズ/225～ 285
●韓国製

闘 剰

、　
　
　
　
　
　
　
・
（
・

」
　
「

 ヽ 

｀

／
，

tr-', I,fi-YA$,LLr.

お客様にご負担いただくことになりま魂 ●ミズノ製品につい

てのお問い合わせ o旧 談は
一
 「ミズノお客様商品相談

センター,TEL:東 京 (03)32337● 0大阪 (06)614-8口 0



視

第51回 国民体南大会

参力1選手皆様のご健間を祈ります

広島県家庭婦人バドミントン連盟

会 長 桧 山 俊 宏

理事長 坂 田 和 子

役 員 ― 同



L

か
し

Yes,No.1

思いどおりの
コントロール
をつけたい。

GOSEN

スイートスポットが広い反面、ガットヘの負担が大きい新形状ラケットに対応

するハイクオリティガット。同シリ…ズの「トーナメントプロ」と「トーナメント」の

中間にあた60.70日″―ジに設定することにより、反発力と耐久性という。i、

たつのガットの特性を兼ね備え、さらにゴ…セン独自の低伸度ナイロンマル

チフィラメントが安定したコントロールを実現はす。

オージー0シープ TP―DX

特殊ナイロンマルチフィラメント、ハイプリッド高性能樹脂

高強カモノフィラメント、特殊ブレディング構造

●カラー/ミルキーホワイト

0.68mmの極細ゲージで反発力はアッス空気

抵抗は減少。抜群の振り抜きでスピードに対

応します。スピンもよくかかり、打球感軽く、反

発音もいい高性能ガットです。

オージー・シープ トーナメントプロ
1600¥1,000

特殊ナイロンマルチフィラメント、ハイプリッ聞期旨、
高強カモノフィラメント、特殊ブレディング構造

. h2- / i1 1 l-, o-l I )v 7 )t-, 7t -a l t -) )v, I ao-

強力原糸使用の0.68mm極細ゲージで優れ

た反発力を誇る「オージー・シープ トーナメン

トプロ」のロールタイプ。業務用などにもご使

用いただけます。

オージー・シープトーナメントプロ回―ル
1600A¥16,000
1600B¥8,000

特殊ナイロンマルチフィラメント、ハイプリッド樹月旨、
高強カモノフィラメント、特殊ブレディング構造

●カラー/ホヮィト

BA"Ⅲ咄υ餞几60m

振ヽり抜きで、
スピードに
対応したい。

クラブのみんなで
張りたいんですが…。

0 68mm(22GA )

200 n // t 600A, | 00 m / | 6008

株式会社ゴーセン 0本社 〒540大阪市中央区内淡路町3-卜 17● (06)942587100東 京 ●(03)3862657600福岡 ●(092)712524700金沢 8(0762)9102230 ※価格は消費税抜きです。

BADMINTON GUT"… ……………………………………・郷先生のガット選び講座131

ゲージ

長  さ 10m

ゲージ



第51回 国

バドミントン競技

福山市バドミントン協会

会 長 橋 本 角 市
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RS¨999
0日本バドミントン協会
第1種検定合格球
¥3,400/ダ ース

RS‐980
0日本バドミントン協会

第2種検定合格球

¥2,900/ダ ース

■ ■ ウ ′株式会社
阪///(06)768-3939(イ t)
島/(082)850-0303(代 )

台//(022)238‐ 3939(イ t)

容東 京/(03)36323939(代 )
容福 岡/(092)4113939(代 )
奮名古屋/(052)5633939(代 )

大

広

仙

雪

雪

蓉要ミRE口5口No L″

HAMMER POWER EXPANDED SWEET SPOT AERO‐ DYNAM:C WiDEFRAME

y手0■」三Ft″

革命の新技術 Jジ ョイント

新力撃詢情遣から生まれた次世代ラケット
スウィー トスポットを上下に拡大させ、目的のフライトを最大限に生

かし的確なコントロール性を実現する力学的構造が、他には類のない

高バランスのラケットを創りあげました。その優れた特長は、①クリ

アー、スマッシユのスピー ドパワーが飛躍的にアップ。② ドライプの

コントロール安定性もスタンダー ドプレーのヘアピンがフレームの手

元で捕えられるようになリリターンの正確度が格段にアップ。



天野異業株式会社
AMANO
F00DS

代表取締役会長 天  野  辰  雄

代表取締役社長 天  野      肇

本 社 福 山市道三町 9番 地 10号 (〒 720)
TEL(0849)22-0484(ft) FAX(0849)24-6245

岡山県浅口郡里庄町大字里見4215番地 (〒 719-03)

TEL(0865)64-2089(ft) FAX(0865)64-2097
場

財団法人

天野スポーツ振興会
理事長天 野 辰 雄

常務理事 天  野      肇

福山市道三町9番 10号 (〒 720)

天野実業株式会社内

TEL(0849)22-0036(ft) FAX(0849)24-6245

事 務 所
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●アイソメトリックプロ700ロング¥18,000
メーカー希望小売価格 (消費税別)●フレーム・フルラケットケース付

●素材/オールカーボンフレーム・オールカーボンシャフト●サイズ/3U4.5。 2U4.5

い打点で鋭角スマッシュ。

四角いフレームのアイソメトリックは、スゥィートスポットを上方へ拡大し
たヨネックスならではの形状。そのアイソメトリック形状はそのままに、全
長をグンと長く設計したロングタイプが新登場。より高く、遠い打点でシャ
トルを捉えるとともに、シャフトは今までにないしなやかなしなりで反発カ
を20%も 高め、結果スマッシュは鋭角に沈みます。さらに、フレーム自体の
剛性分布を新たに研究開発し、スゥィートスポットを上方だけでなく、下方
にも拡大。ロングタイプにもかかわらず極めて高い操作性の実現でレシーブ、
ボディーショットにも素早く対応します。
これぞまさに新感覚、アイソメトリックロングの誕生です。

ヨネックス株式会社
東 京/TEL 03 3836 1221(代 )仙台/TEL 022 232 1221(代 )
大 晨/TEL 06 768 7261(代) 福日/TEL 092 472 8751(代 )
名古屋/TEL 052 323 5541(代 )
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しなやかシャフトで高反発。



第51回国民体育大会

バ ン「ヽヽド トン競技会

参加選手皆様のご健闘を祈ります

三原市バ ドミン トン協会

会長 引 地 和 之
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